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　召しよう喚かん術じゆつ。

　それは魂たましいや精せい霊れいなど「この世に在らざるもの」を使し役えきする技術である。

　喚よび出された存在は召喚粒子マテリアと結合して実体化し、あたかもこの世に生を許ゆるされたかのように振る舞う。

　死した生物の魂。

　太古に生きた魔ま獣じゆうの魂。

　そして、この世界の上位存在たる精霊。

　高位の術者が智ち識しきと犠ぎ牲せいを惜しまねば、冥めい界かいを統すべる悪魔すらも従したがえることが可能だ。

　しかし「死した人間」は例外である。

　召喚術の数千年の歴史の中で、死者の魂の召喚に成功した例は、いまだ記録にない。



──クローディア召喚学院・第一学年時の教本より










プロローグ



「地に宿りし気よ。陣によりてこの場に留とどまりし気よ。

　其そは路みちなり。冥めい府ふより現界へと来たりし路なり。

　其は扉なり。生と死を越え、魂たましいを潜くぐらせる扉なり」



　アークは静かに詠えい唱しようを始めた。

　彼の前、木の床には魔ま法ほう陣じんが描かれている。

　召喚獣レヴナントを喚よび出すための召しよう喚かん陣じんだ。

　それも、学院の授業で習ったものとは違う、特とく殊しゆな形をしている。

　幾つもの方ほう形けいや文字の組み合わせは通常より複雑で、サイズ自体も大きい。

　薄暗い部屋。

　外から僅わずかな星明りも射ささないように、窓を布で覆おおってある。

　部屋を照らすのは、四隅の赤い蝋ろう燭そくだけ。

　想定外の光は、総すべて排はい除じよしなければいけない。

　チャンスは今夜しかない。

　失敗するわけにはいかなかった。



「路よ伸びよ。

　魂の還かえり来る足場となりて」



　白はく墨ぼくで描いた召喚陣が淡く蒼あおい光を放ち始めた。

　空気中を漂ただよう召喚粒子マテリアが呪じゆ文もんに呼応し、召喚陣という術式を実体化する。

　今──この場から冥めい界かいへの路が築きずかれた。

　第一段階は成功だった。



　一年前のあの日から、必死で調べ続けた。

　学院の図書館の地下にある書庫の奥の奥で、この方法が書かれた本を見つけたときは歓喜した。

　重要なのは、二点。

　星と月の配置が全く同じ夜であること──つまり今夜。

　そして、あるものの操作ができる術者であること。

　これを満たせば──死者の魂の召喚が可能となる。

　つまり彼女を、ユリノを復活させることができる！



「扉よ開け。

　今こ宵よい来きたるべき魂たましいを迎げいするために」



　白はく墨ぼくの召しよう喚かん陣じんから、蒼あおい光の線が浮き上がった。

　陣の中央の方ほう形けいが組み代わり、大きな穴が開いたように見える。

　第二段階も成功だ。

　しかし本番はここからだ──アークはさらに集中し、詠えい唱しようを続ける。



「──魂よ、わが喚よび声に応えよ。

　わが名はアーク・ランバート。

　我が望む者の名は、ユリノ・ホークウッド」



　その名を告げながら、彼女の姿を脳のう裏りに思い描く。

　あの日から一年、片時も忘れることはなかった。

　幼い頃からずっと共にあった、大切な幼おさな馴な染じみの姿を。

　そしてアークは、体内に充みちる召気アニムスを操る。

　召気とは、召喚獣レヴナントが召喚粒子マテリアによって姿を構成するために必要なエネルギーだ。

　召気を操作することができなければ、あらゆる精神的存在のなかでもっとも複雑とされる、人間の魂を召喚し、実体化することはできない。

　そして歴史上、それが可能だった召喚術師サマナーは記録上一人しかいない。

　だが、アークにもそれができた。

　才能？　偶ぐう然ぜん？　運命？

　なんでもいい。

　彼女と、再び出で逢あえるのなら。

　アークは、手のひらに集めた召気を放ち、召喚陣を包み込む。

　繊せん細さいに、慎しん重ちように、彫ちよう刻こく家が思い通りの形を創つくり上げるように、召気を形作る。

　そして──彼は声を上げた。

　彼女に想おもいの総すべてを届けるように。



「我は願う。

　汝なんじが、再びこの路みちを辿たどり、再びこの扉を潜くぐり、わが許もとへ到いたらんことを。

　我は望む……！

　汝が──再びわが前に、その姿を現さんことを！」



　光が溢あふれた。

　召喚粒子マテリアが、アークの召気アニムスによって凝ぎよう縮しゆくしていく。

　それはゆっくりと人ひと形がたに近づきながら、召しよう喚かん陣じんの中央に創つくられた穴を、こちら側へとくぐり抜けようとする。

　しかし──。

「!?」

　その穴が、まるで通行を拒きよ否ひするように小さくなる。

　周囲の光線が、勝手に動いて穴を塞ふさごうとしてきたのだ。

　人形の光はそれに押され、召喚陣の下方へと──地の底の冥めい界かいへと、再び戻されようとしていた。

「くそっ！」

　詠えい唱しようは総すべて終えた。召気の操作も指示通りだ。不備はなかった。なのになぜ……。

　アークが動どう揺ようしている間にも、穴はどんどんと狭せばまり、人形の光はその向こうへと押し戻されていく。

　どうすればいいのか分からない。

　だが──。

　閉じゆく穴の隙すき間まから、腕のようなものが現れて、指先をこちらへと伸ばしてきた。

　それを見て、アークは決断した。

「…………っ！」

　再び召気を操る。

　召気は普通、眼めに見えない。

　だが今は、周囲に漂ただよう濃のう度どの高い召喚粒子が、アークの召気に反応して輝いていた。

　それは昼の空に輝く太陽よりもなお明るく。

　アークは煌きらめく召気を右の拳こぶしへと集め──

「はあああああっ！」

　気合いとともに、閉まりゆく穴へとぶち当てた！

　召喚粒子によって構成された障害は、現実の壁が斧おので叩たたき壊こわされたときのように、砕けて穴を広げた。

　アークはそのまま、召気を纏まとった手で人形の光を掴つかむ。

「ユリノ……っ」

　海から、溺おぼれた人を引き上げるように、思い切り引っ張る。

「ユリノ！」

　冥界にいた彼女の魂たましいを、この世界へと、連れ戻す！

「ユリノぉ!!」

　ガクン！　と突然抵抗がなくなって、アークは後ろに吹っ飛んだ。

　背中を床にしたたかにぶつけたが、痛みを無視して起き上がる。

　まさか、彼女はアークの手から離れて、冥界へと連れ戻されてしまったのか？

　そんな不安に襲おそわれながら、正面を見る。

　──違った。

　すでに光の収まった、白はく墨ぼくの召しよう喚かん陣じんの上にその姿はあった。

　もはやただの人ひと形がたの光ではない。

　艶つや光る黒髪。吸い込まれそうな黒の瞳ひとみ。東洋系の血が混じった、異国風の顔立ち。

　それは間違いなく、彼の幼おさな馴な染じみの姿だった。

「…………？」

　彼女は膝ひざ立だちの姿し勢せいから、ゆっくりと立ち上がった。

　不ふ思し議ぎそうに自分の身体を見下ろし、それから──彼の方を向いた。

「……アーク？」

　生前と変わらない無表情の顔で、ユリノはゆっくりと歩み寄ってきた。

「……アークが私を喚よんだ？」

「ああ」

　問いに、アークはそれしか返せない。あまり喋しやべると、一緒に涙が溢あふれてきそうだった。

「……私を、甦よみがえらせてくれた」

「ああ、そうだ……」

「……裸はだかで」

「だからそうだって──え？」















　言われて、アークは改めて彼女の姿を見た。

　召喚に成功したことに意識を奪われていて気づかなかった。

　ユリノは一いつ糸しまとわぬ、生まれたままの姿だった。

　ただし、生前いつもつけていた髪飾りと、横髪をまとめるリボンだけはなぜかキッチリと再現されている。

　ほっそりとした肩。身長のわりに大きい胸──肝かん心じんなところは髪で隠れているのが救いだ。なだらかなお腹なかに、形のいいおへそ。眼めに眩まぶしい白い脚あし。そして一番見てはいけない場所を見そうになって、アークは慌あわてて眼を逸そらす。

　そんな彼にユリノは、ぎゅむりと抱きついてくる。

「……アーク、やっとその気になってくれた」

「うわっ、放せよ！　なんだよその気って？」

「……照れなくていい。アークの気持ちは分かってる。私を裸はだかで召喚して、思う存分身体を求めるつもり……いいよ、召喚獣レヴナントは召喚主マスターに逆らえない、からっ……好きなだけ、私の身体を貪むさぼって……メチャクチャにしてっ……」

　だんだん息が荒くなってくるユリノを、アークは慌てて引き剥はがす。

「落ち着け！　相変わらずだなお前は！　バカは死んでも治らないって言うが、その通りだ！」

「……ひどい。バカじゃない。アークと私の愛は永遠」

「どう考えても愛じゃなくて愛欲だろこれは！」

　むにゅむにゅと押し付けられる柔らかい感触と、ほのかに漂ただよう女の子の匂におい。驚くほどの再現度だった。これが、召喚粒子マテリアに魂たましいを定着して構成された擬似生命だとはとても思えない……。

　それはともかく……アークはたまらずユリノから逃げ出す。

　しかし彼女は諦あきらめることなくアークを追ってくる──全裸で。

「……アーク、愛し合おう。世界の終わりまでイチャイチャラブラブしよう」

「とにかく服を着ろ！　話はそれからだ！」



　旧学生寮りようの一室でポルターガイスト現象が発生している──。

　そう報しらせを受けた教師たちが飛び込んでくるまで、不毛な追いかけっこは続いた。










第１章　再会ノ少女　─Lady of Materia─



「──で、ユリノ・ホークウッドをお前の召喚獣レヴナントとして登録させろというわけか」

　そう言って、ロザリア・エインズワースはアークを睨にらんだ。

　アークのクラス──第五教室の担任教師である彼女は、召喚学院の教師制服であるグレーのローブを乱雑に着崩し、口にはお決まりの真っ黒な煙草たばこをくわえている。

　執務机の奥の椅い子すに脚あしを組んで座る姿は、教師というよりは非合法組織の女ボスといった風格だ。

　アークたち第二学年の主任でもある彼女には、執務用の個室が与えられている。

　その個室で彼女は、アークが提出した召喚獣登録の申しん請せい書を読み上げたところだった。

「それと──召喚術師サマナー名簿への登録申請か」

　書類はもう一枚あった。

　召喚獣と契けい約やくを交わした生徒には《召喚術師》の称しよう号ごうが与えられる。

　そのための申請書だ。そしてアークはこれらをあらかじめ用意してあった。

「不備はないはずだぜ。ちゃんと調べておいたからな」

「確かにそのようだが、な……」

　ロザリアは煙を吐き出しながら、眼めの前に立つアーク、ともう一人を見上げた。

　アークの傍かたわらには、東洋風の顔立ちの少女──ユリノが立っていた。

　彼の腕に自分の腕をからめて離れない彼女は、今はちゃんと学院の制服を着ている。

　薄いブラウンとブルーの落ち着いた色合いに、リボンタイ（男子はネクタイ）の赤がいいアクセントになっている。

　シルエットといい、腕についた紋もん章しようのさりげなさといい、ロザリアが学生としてこのクローディア召喚学院にいたときより、随ずい分ぶんといいデザインにモデルチェンジしていた。ちょっと羨ましい。

　それはともかく──。

　ユリノは普通の人間とまるで見分けがつかない。

　一年前に『事故』で亡なくなり、ロザリア自身も葬そう儀ぎに参列し土をかけた棺ひつぎの中で、永遠の眠りに就ついているはずのあの遺い体たいと、寸分違たがわぬ姿だった。

　この少年──アーク・ランバートは成功したのだ。

　死んだ人間を、召喚獣として喚よび出すことに。

「まったく、ここ一年ずっと授業はサボりがち、二年になっても契約する召喚獣を決めるでもないし、放課後は部屋にこもるか図書館通い……一体何をやっているのかと思えば、まさかこんなこととはな……」

　昨夜、数人の教師と一緒に旧学生寮りようの一室に飛び込んだときはギョッとした。

　死んだはずのユリノが全裸でアークを追いかけ回していたのだから。

　それから、アークはユリノと共にこの部屋に連れて来られ、朝方まで教師の前で事情を説明させられたのだ。

　二人はそれでひとまず解放され自室に戻った。

　いったい、死によって別わかたれたはずの彼らがそれからどんな会話を交わしたのか、ロザリアには想像もつかなかった。

　彼女の方は、その後緊きん急きゆうの教師会議に出席させられ、担任としての責任を延々追及された。

　何しろ、学院どころか、召しよう喚かん術じゆつの歴史が始まって以来の事態だった。

　死者の魂たましいの召喚に成功するなど……。

「お前のせいでとんだ残業だ。あのまま徹てつ夜やだぞ。肌が荒れたらどうしてくれる」

「そんなもん気にする歳としかよ」

「……あぁ？」

「あ、いや……」

　ロザリアが、ぎろり、と鋭するどい切れ長の蒼そう眼がんで睨にらむと、アークは口ごもる。

　彼女は黒煙草たばこをくわえた口の端はしを吊つり上あげて、

「別にあたしは、この申しん請せい書を二枚ともこの場で破り捨てても構わんのだぞ。『死者を召喚獣レヴナントにするなどなんという冒ぼう涜とく』だの『学院の理念にもそぐわない』だの騒ぐお偉いさんに、何とか通常と同じ扱あつかいを認めさせたのは、誰だったろうな？」

「いやほんと、ロザリア先生若い！　まだ十代なんじゃないかって思うときがあるぜ！」

「…………お前、お世せ辞じ下手だな」

　溜ため息いきを吐つきつつ、ロザリアは二枚の申請書に自分のサインを加える。

「じゃあこれは学院長に提出しておくが……本当に大丈夫なんだろうな。後から、実はユリノの姿をした叫乙女バンシイだったなどとは言わんだろうな？」

「……私は間違いなく本物」

　ユリノ──の姿をした召喚獣は、無表情でそう言ってくる。

「……その証しよう拠こに、アークの身体にあるほくろの位置を全部言い当てられる」

「待て！　適当なことを言うな！　大体そんなもの、俺があらかじめ伝えとけば簡単じゃないか」

「……そんなことない。アークが自分じゃ見えない場所のも知ってる」

「なんでだよ！　そんなもんいつ調べやがった！」

「分かった分かった！　分かったから黙りやがれ！」

　ロザリアは溜息を吐く。確かにこの騒がしい（あとちょっとイラッとする）やり取りは以前の二人とまったく同じだった。

　再会の後の会話も、案外こんな感じだったのかもしれない。

（死者の魂の召喚……理論上は可能だ。だが、それには召気アニムスの精密な操作が不可欠……そして、記録に残っている限り、召気アニムスを操ることができた召喚術師サマナーは、《終戦の英雄》クローディア・ハイラインただ一人……）

　ロザリアは、このクローディア召喚学院の創そう設せつ者たる人物のことを思い浮かべる。

　知識の中にある、彼女の数々の偉いぎ業ようが頭に浮かぶ。

　この少年にも、それだけの資質があるということなのか、それとも──。

　余計な考えを振り払うように息を吐く。

　短くなった煙草たばこを灰皿に押し付けながら、

「──いくつか注意事項があるが、そうだな……。アーク・ランバート、お前が死者の魂たましいを召喚した事実を知ってるのは、あたしと、学院長、あと何人かの教師だけだ。そのつもりで行動しろ」

「どういうことだ……？」

「不可能と言われる死者の召喚に成功したなんて噂うわさが広まったら騒ぎになるだろうが。学院としてもまだ対応を決めかねているんだ。退学だのなんだの、面倒な処分を下されたくなかったら、しばらくはおとなしくしてろ」

「仕方ねえな……」

　アークとユリノは頷うなずいた。

「それと──お前らは今日から旧学生寮りようのあの部屋に住め。あとで荷物運んでおけよ」

「はぁ!?」

　アークは眼めをむいて驚きよう愕がくする。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。なんで移動する必要がある？　俺は男子寮の元々の部屋、こいつは女子寮の空室でいいじゃねえか」

「バカを言うな。召喚獣レヴナントは、召喚主マスターと一緒にいるか、召しよう喚かん陣じんがある場所でしか実体化できないだろう。ましてやユリノは独立召喚インデイペンドだろうが。だったら、召喚陣のあるあの部屋に住むのが当然だ」

　召喚獣の召喚方法には、従属召喚リストレイントと独立召喚の二種類がある。

　どちらも、基本的な仕組みは同じだ。

　召気──人間が保有している、召喚獣を形作るのに必要なエネルギー──によって、空気中に漂ただよう召喚粒子マテリアを、死んだ動物の魂などを核として実体化させるのだ。

　実体化した召喚獣は、召気によって支え続けるか、召喚陣という『器』に入れておくことによって、形を保たもつことができる。

　召喚術師の多くは従属召喚を利用するが、召喚獣の特性によっては独立召喚でしか喚よび出せないものもいる。

　独立召喚は、従属召喚に比べ強力な召喚獣を扱あつかえるが、その分複雑な召喚陣や、より多くの召気が不可欠だ。

　また、独立召喚で喚び出された召喚獣は常に実体化を保っていなければならない。

　そのためには、召気を供きよう給きゆうする召喚主と行動を共にするか、召気の代用となる召喚陣の効果範囲にいる必要があるのだ。

　召喚の種類は、最初の召喚──契けい約やく召喚と呼ばれ、喚よび出すことそれ自体が召喚獣レヴナントとの契約を兼ねる──の際に扱あつかう召喚式によって決まる。

　契約召喚で従属召喚リストレイント式を使えば、以降はずっとその式で喚び出さなければならないし、独立召喚インデイペンドも同様だ。

「だったら、女子寮りように同じ召しよう喚かん陣じんを描けば……」

「寮の床を汚すな。次に使う生徒が困るだろう」

「いや、でも……」

「これは学院会議の決定だ。ユリノが人間の魂たましいを有してることを、他の生徒に知られないように極きよく力りよく接触を避さけろ、というわけだ。学院に残りたいのなら従したがえ」

「はあ……分かったよ」

　アークはがっくりと項うな垂だれる。

　その隣では、ユリノが眼めは無表情なまま、口くち許もとにだけ「むふふ……」とイヤラシそうな笑みを浮かべていた。

「……アークと二人きりで、同じ部屋。これは好きなだけラブラブチュッチュするチャンス──」

「あーちなみに、言うまでもないと思うが、人間と召喚獣の性せい行こう為いは倫りん理り上問題があるから、教会法とミスティア共和国の国令で禁止されているからな。破った時点で退学だし、召喚術師サマナーの称しよう号ごうも問答無用で剥はく奪だつだ」

「……！」

　笑みから一転、ユリノは青ざめた顔で担任を見る。

「……そんな……ひどすぎる。死んでしまう」

「いや、お前もう死んでるだろ」

　淡たん々たんとツッコミを入れつつ、ロザリアはそれぞれの理由で消沈している二人を眺ながめる。

「──そんなところだな。明日から授業には出席しろよ。そして、くれぐれも生徒にはユリノ本人だということは秘密だ。クラスの奴やつらには、お前が召喚獣にユリノの姿を取らせているだけだと説明しておくから、話を合わせろ。それじゃもう行っていいぞ。つうか早く出てけ。あたしはこれから寝る」

「はいはい……まったく、生徒思いの先生だぜ」

　皮肉ともお礼ともつかないことを呟つぶやきつつ退室しようとするアーク。

　その背にロザリアは呼びかける。

「ああ、そうだ。もう一つ。まあ、これは個人的な疑問なんだが」

「なんだ？」

「アーク・ランバート、お前ユリノを召喚して何をするつもりなんだ？」

「…………」

　アークは足を止めると、ロザリアの方に振り向いた。

　彼女を真まっ直すぐに見み据すえる濃い青の両りよう眼めには、強い意志が宿っている。

「そんなの決まってるだろ──」



　──召喚対戦サモン・クルセイドで優勝して、聖召喚騎士サモン・クルセイダーの称しよう号ごうを手に入れる。



　　　　　　　　　○



　ロザリアの部屋を出たアークとユリノは、教員の部屋がある区画から、教室が並ぶ区画へと抜ける。

　高い天井で石柱がアーチを描く廊ろう下かは、海の向こうからの夕ゆう陽ひが差し込んで、オレンジ色に染まっていた。

　夏はもうすぐ終わりだが、陽ひ射ざしはまだまだ強い。

　この国立クローディア召喚学院の校こう舎しやは古城を改築・増築したものだ。

　そのため、先ほどの教員区画のような新しい建物から、今二人が歩いているような古めかしい城じよう塞さいまで、建物の雰ふん囲い気きはバラバラだ。

「…………」

「どうした、ユリノ？」

　ふいに立ち止まった彼女に、アークは声をかける。

　彼女はアーチの間から城の中庭を見ていた。

　何人かの生徒が放課後の時間を満まん喫きつしていたが、顔見知りはいないようだった。

「……何も変わってない。前と同じまま」

「まあ、そりゃそうだろ。一年しか経たってないんだ」

　アークの返事にユリノはこくりと頷うなずいて、

「……でも、アークは変わった」

「俺が？　そうか？」

「……前よりずっと、召喚対戦での優勝に拘こだわってる。そうでしょ？」

「…………」

　隠しているつもりはなかったが、まさかこんなにあっさり見み透すかされるとは思わなかった。伊だ達てに子供の頃からの付き合いではない。

「……そうだな。俺は聖召喚騎士の称号を手に入れる。そうすれば、庶民には払えそうもないバカ高い入学金がなくたって、ミスティア大学に入学できる」

　ミスティア共和国の首都ミスティリアにあるその大学は、大陸のあらゆる文ぶん献けんが集められ、あらゆる人材が集つどう場所。『賢人の庭』と称される知の聖地だ。そこで学び、研究を続ければきっと、



「ユリノ──お前を、本当に生き返らせることだってできるんだ」



「アーク……」

　夕ゆう陽ひに赤く照らされたユリノの顔は、生きているのと変わらないように見える。

　けれど今の彼女はやはり召喚獣レヴナントでしかない。

　召気アニムスによって召喚粒子マテリアに魂たましいを定着させた擬似生命。

　それでは、本当に彼女が還かえってきたとは言えない。

　だから、

「そのために、召喚対戦サモン・クルセイドで優勝するんだ。俺とお前で」

　召喚対戦は、クローディア召喚学院で、創そう設せつ当時から実じつ践せん訓練の一いつ環かんとして行われている伝統的なイベントだ。第一学年で基礎的な知識や技術を得た後、第二学年と第三学年の二年間で、一人約八十回の試合を行う。

　その内容は、召喚獣を召喚し、術師自らも武器を持って戦う、いわばタッグバトル。

　実戦に近い形式で行われ、怪け我が人にんも多く出る。

　参戦は義務ではないが、それでも生徒の半数が出場するという事実は、優勝者に与えられる《聖召喚騎士サモン・クルセイダー》の称しよう号ごうの凄すごさを物語っている。

　百年前、大陸全土を荒廃させた《大戦争グランウオー》。

　島国であるこのミスティア共和国を含む世界各地が戦場となった、史上最大の戦争を終結に導いた英雄──クローディア・ハイライン。

　伝説中の伝説である召喚術師サマナーにして、このクローディア召喚学院の創始者である彼女が初代《聖召喚騎士》の称号を持つ。

　召喚対戦の優勝者は、代々その称号を受け継いでいく。

　そして、称号を得た者は、最高の栄えい誉よと共に、無数の恩おん恵けいを受けることができる。

　その一つが、ミスティア大学への無むし償よう・無試験入学だ。

　それを、アークは手に入れなくてはならない。なんとしても。

「……アークと、私で」

　アークの言葉にそう呟つぶやくと、ユリノは無表情のままコクコクと首を縦に振った。

「……やっぱり、アークは変わってなかった。あのときと同じ」

「あのとき？　なんの話だ？」

「……分からないならいい」

　そう告げると、ユリノはそのまま廊ろう下かを歩いて行ってしまう。

　なんだか膨ふくれているようだ。

「おい、待てよ。あんまり離れると──」

　アークからユリノに送られる召気が途と切ぎれ、召喚が解かい除じよされてしまう。

　もちろん、その後すぐに、旧学生寮りようにある召しよう喚かん陣じんの上で再構成されるのだが……。

　それでもアークはなんとなく不安を感じて彼女を追った。

　と、その時だ。



「もっぺん言ってみろよぉらあ！」



　ガラの悪い男の声が聞こえてきた。

　場所は、廊ろう下かを抜けて校こう舎しやの外、南門の手前にある召しよう喚かん術じゆつ訓練場の横手だ。

　この訓練場は、学院の敷地に十箇所ある召喚対戦サモン・クルセイドの試合会場の一つでもある。

　試合は放課後で、その際にはかなりの数の観客も集まるのだが、今は試合が終わった後なのか、人ひと気けがなく閑かん散さんとしている。

　アークとユリノは声の聞こえた方を覗のぞき見る。

　三人の男子生徒がいて、一人の女子を囲んでいた。

「あれは……」

「……知り合い？」

「同じクラスのレイナ・ブラッドフォードだ。第一学年でも同じだったから、お前も知ってるはずだぞ」

「……私は、アークにしか興味ない」

「…………」

　なんと答えていいか分からず、アークは口を閉ざして様子見を続ける。

　女子生徒──レイナは、見事な金色の髪を掻き上げながら、気の強そうな碧へき眼がんで自分を取り囲む男子生徒たちを見上げている。

「何度でも言って差し上げますわ。貴方あなたがたのような、群れねば何もできないような腰抜けに、ブラッドフォード家の名を汚けがされたくありません」

　完全に上から目線のお嬢じよう様さまの発言に、男子たちは色めき立った。

「誰が腰抜けだぁあ!?」

「調子乗ってんなよお嬢様」

「明日の試合の前に、ここで叩たたきのめしてもいいんだよ？」

「騎き士しの恥はじ晒さらしの屑くずがいい度胸ですわ。返り討うちにしてさしあげましょう」

　対するユリノはあくまで落ち着き払って、そんなことを言う。

　それが余計に相手の怒りを募らせると分かっていないのか、ワザとなのか……。

「何やってんだアイツは……」

　アークは呆あきれた声を上げる。

　レイナ・ブラッドフォードは、騎士の名門ブラッドフォード家の令れい嬢じようだ。

　そのプライドがある上、今時珍しいくらいに騎士道精神に溢あふれている。

　あの様子では、アークがただ出て行ったところで引っ込みがつかないだろう。

　アークはその場で大声を上げた。

「あ！　先生こっちこっち！　喧けん嘩かです喧嘩！」

「っ！」

　その声に、男子生徒たちがあっという間に戦意を失くし、走り去っていく。

「明日の試合、憶おぼえてろよ！」

　そんな小物じみた捨すて台詞ぜりふを吐いて。

「なんて情けないんですの……」

　走り去る男子たちを侮ぶ蔑べつの視線で見送ると、レイナはアークの方にツカツカと歩み寄ってきた。アークは柱の陰かげから姿を見せつつ呼びかける。

「あー、あんた、大丈夫だったか？」

「……アーク、どういう下心があってあの女を助ける？」

「下心なんてねえよ！　困ってたから助けただけだろうが」

「……ずるい。私も暴ぼう漢かんに襲おそわれて、危ういところをアークに助けられて、お礼に身体を捧ささげたい」

「お前にとって重要なのは、最後の部分だけだろそれ……」

　とユリノにツッコんでいる間に、レイナは二人の眼めの前までやってきた。

　間近で見るのは初めてだったが、さすが名門のお嬢じよう様さまだけあって、高貴な雰ふん囲い気きの漂ただよう容姿だった。金色の髪はまるで絹きぬのようだし、肌はミルクのように白い。

　しかし今彼女は、そんな容姿が台無しになるような険けわしい顔をして、

「要らぬお節介は止やめてもらいたいですわね」

「なっ……」

　お礼の言葉どころか、いきなりピシャリとそう言われ、アークは一瞬絶句する。

「お節介って……お前な。絡まれてたのを助けたのに」

「ふん。そんなこと、誰も頼んでおりませんわ。あのような有う象ぞう無む象ぞう、わたしの剣の錆さびにしてやるつもりでしたのに」

　物ぶつ騒そうなことを言ってレイナは、制服の上からベルトを巻いて腰に下げている片手剣シヨートソードに触れた。

　恐らくは模も造ぞう剣だろうが……だとしても、武器を常に腰に提さげて校内を歩いている時点でマトモではない。

　制服として指定されてはいるものの、義務ではないので誰も使用しない学がく帽ぼうをわざわざ被かぶっている辺りも変わっている。

「……そもそも、なんであんな言い争いになってたんだ？」

「どこの誰とも知れない貴方あなたに、わざわざ教える筋すじ合あいなどありませんわ」

　そう言い放つと、レイナはバカにするような笑みを浮かべ、スタスタと校こう舎しやの方へ歩き去っていく。

　レイナの後ろ姿を見ながら、ユリノが言ってくる。

「……むぅ。気に入らない。アークに助けられたのに、文句ばかり言って。私ならその場で身を委ゆだねる。だからアークは他の女なんか無視して、私だけ助けるべき。ううん。むしろアークが私を襲うべき」















「今お前に襲おそわれてるのは俺だ！　離れろ！」

　アークは、興奮して抱きつこうとしてくるユリノを引きはがす。

　それにしても、同じクラスなのに「どこの誰とも知れない」とはひどい。

　彼の視線の先で、夕ゆう陽ひに照らされたお嬢じよう様さまは、廊ろう下かの奥に消えていった。



　　　　　　　　　○



　男子寮りようのアークの部屋から、旧学生寮への引越しは半時ほどで済んだ。

　元々物はあまり持っていないし、大型の家具は旧寮に使えそうなものが残っていたのでそれを使うことにした。

　持ち物がアークのものだけだったら、もっと早く済んでいたくらいだ。

　半時かかったのは、それ以外にもものがあったからで──。

「……嬉うれしい」

　と、旧寮の部屋で一息ついたアークに、ユリノは言ってきた。

「ん？　何がだ？」

「……アーク、ちゃんと取っておいてくれた。私の遺い品ひん」

「…………」

　一年前、ユリノが亡なくなった時。

　アークは、学院と、彼女の両親に頼んで、彼女の寮りようの部屋にあった持ち物を総すべて自分の部屋に持ち込んだ。

　結果、同室の友人を追い出すことになってしまったのだが。

　アークは、ユリノ自身の手で、部屋に並べられていく彼女の持ち物を眺ながめながら言う。

「違うだろ。今までも、これからも、これはお前の持ち物だ。遺い品ひんなんて言うな」

「……アーク」

　ユリノは手を止めてこちらを見る。

　そしてポットとタオルを放り投げて飛びついてきた。

「……ありがとう。お礼に私をアークの持ち物にしていい」

「わ、止やめろ！　暴れるなって。召しよう喚かん陣じんが崩れるだろ！」

　アークは彼女を押さえると、床を見る。

　部屋の中央には、白はく墨ぼくで描かれた魔ま法ほう陣じんがある。

　ここは、昨夜アークがユリノを召喚した部屋だった。ユリノは、アークの近くか、この召喚陣がある場所でなければ、実体を保たもっていられない。必然的に、彼女の部屋はここということになる。

「上にベッドでも置いて、踏ふまないようにしておかないとな。ユリノ、運ぶの手伝え」

「……分かった」

　召喚儀式の邪じや魔まになるからと、隣の部屋に押し込んでいたそれを二人がかりで運ぶ。

　学生寮用の安物なので大して重くもなく、作業は楽に済んだ。

　他にも、タンスなどを運び込み、引越しは完了した。

「これで、召喚陣を踏んづけることもないだろうし、大丈夫だろ……って、お前は何やってるんだ？」

　ユリノは「むふふ……」と無表情のまま口くち許もとによだれを垂らしながら、ベッドに枕を二つ並べている。

「……ここで今夜からアークと私が愛し合うんだから、綺き麗れいにしておかないと」

　アークは溜ため息いきをついて、自分の枕を奪い取ると、

「言っとくけど、俺の部屋は隣だからな」

「……なにそれ。聞いてない」

「当然だろうが！　男女で同じ部屋とかおかしいだろ」

「……そんなことない。前にクラスの女子が言ってた。同室で寝ない夫婦は性交渉が少なくなって、離婚率が高まるって。危険」

「夫婦になった憶おぼえはねえよ！　生々しい言い方は止めろ！　それに、そういうのは、国令で禁止されてる。さっきロザリア先生に言われたばかりじゃねえか」

「……バレなければ問題ない」

「バレたら終わりだろうが！　学院から追い出されんだぞ！」

「……むう」

　ユリノは不満気に頬ほおを膨ふくらませるが、すぐにポンと手を叩たたいた。

「……質問。どこからが性せい行こう為い？」

「あ？」

「……どこかで線引きされてなければ、抱き合うだけで性行為とみなされてしまう。さすがにそんなことはないはず」

「まあ……そりゃそうだな」

　国令なのだから、きっと詳しい基準はあるのだろうが、そこまではアークも知らない。

　そもそも召喚獣レヴナントとそういうことをしようなどと普通は思わない。

　元々は、教会がもっと大きな権けん威いを持っていた大昔の決まり事だったのだ。

　それがやがて、宗教的禁きん忌きから倫りん理り的基準に置き換わり、各国の国令で禁止されるようになった……と授業で習った気がする。

「……だったら」とユリノは言ってくる。「きっと入れなければ問題ない」

「だから言い方が生々しいんだよ！」

「……大丈夫。それ以外でも、アークのことたくさん気持よくしてあげるから。今夜は寝かさない、よっ……」

「ややややめろ！」

　興奮して飛びついてこようとするユリノから、アークは慌あわてて逃げる。

　ユリノは基本的に無表情なので、突然何をやらかすか読めなくて困る。

「とにかく！　別室なのは決定だ！　明日から授業に出るんだから、夜よ更ふかししないでさっさと寝ろよ」

「……いじわる」

　そういう問題じゃない！　と扉を閉じて、アークは隣の部屋に戻った。

　ユリノから取り返した枕をベッドに放って、椅い子すに腰を下ろす。

「……はぁ」

　どっと疲れを感じて、溜ため息いきを吐ついた。

　と。

　アークはふと、机の上に置いてあった本に眼めを留とめる。

　それはアークたちが普段目にするのとは、少し違う雰ふん囲い気きのものだった。

　見慣れない文字が横ではなく縦に並んでいて、紙が糊のりではなく紐ひもで綴とじられている。

　ユリノが家からこの学院に持ってきたものだった。

　アークはそれをパラパラとめくる。

　開きやすくなっているページがあった。

　そこには説明と共に、変わった武器を操る人物の絵がいくつか載っている。

　長い柄えの先にわずかに湾わん曲きよくした刃を持つその武器は、薙なぎ刀なたというのだそうだ。

「…………」

　ユリノの見事な黒髪や、どこか異国風の顔立ちは、母はは方かたの祖母から受け継いだものだ。

　祖母は、遠い東方の国の生まれで、商人の娘だったらしい。

　それがどうしてこのミスティア共和国で家庭を持つことになったのかは分からないが、ユリノの母親は、その祖母が好きだった花の名前を娘に付けた。

　ユリ、というのは東方の国での百合リリイの呼び名らしい。

　その祖母が遺のこしたものの一つがこの本で、ユリノはそこに描かれた薙なぎ刀なたという異国の武器に強く惹ひかれていた。

　召喚対戦サモン・クルセイドでは、術師も武器を持って戦う。

　それなら自分はこれがいいと、彼女は何度もこのページをアークに見せてきた。

　しかし、学院には薙刀が置いていなかった。

　召しよう喚かん術じゆつが盛んではない東方の武器は、あまりこの国には馴な染じんでいないのだ。

「けど、今なら……」

　そう思い立って、アークは本を持って部屋を出た。

　隣室の扉は開いていたので、そのまま部屋に飛び込む。

「なあ、ユリノ。お前、ひょっとしてこの武器──」

　と言いかけたところでアークは絶句する。

　ベッドの上に、ユリノが下着だけを身につけて横たわっていた。

　眼めに眩まぶしい純白のそれは、彼女の黒髪と強いコントラストを成して、アークの記憶に消えないインパクトを刻きざみ付ける。

「うお、お、お前！」

「……さすがアーク。なんだかんだ言ってもヤるときはヤる」

　呻うめき声を上げる彼を、ユリノは無表情の顔でじっと見上げてくる。

「何がだ？」

「……夜よ這ばい」

「違う！」

　と叫びつつ、アークはその魅力的な光景から眼を逸そらせない。

　一年間離れていて、今改めてその姿を見てよく分かった。

　ユリノは魅力的だ。異国風の顔立ちも、小こ柄がらな体格のわりに意外と大きな胸も。きゅっとくびれた腰から小振りなおしり、そして引き締まった太ももへ向かうラインも。

　子供のころからずっと一緒だから気づかなかったが、彼女はいつの間にか、しっかりと『女の子』になっていた。

「……アーク、チャンス。今脱がすと、この着用済み下着をプレゼント」

「っ！　何でだ！　何に使うんだよ！」

　皮肉にもユリノの誘い文句でアークは正気に返って叫ぶ。

「……何って。匂においを嗅ぐに決まってる」

「決まってねえよ！　下着は下着として使え！」

「……それはそれでありだと思う。私の下着が、アークの、下半身を包む……」

「俺が着るって意味じゃねえ！」

　アークは溜ため息いきを吐つきつつ、本を机の上に置いた。

「……ってかお前、この本を俺の部屋に置いていったのは、わざとだな？　扉だってさっき閉めたのに開いてたし」

「……バレた」

「あーもう！　アホなことやってないで、とっとと寝るぞ！」

「……はーい」

　やっと素直にそう言って、ユリノは小さく手を上げた。

　アークは再び自室に戻る。

「……薙なぎ刀なたの話するの忘れたじゃねえか」

　まあ明日でもいいかと思いつつ、アークはベッドに寝転がる。

　正直、これ以上彼女と一緒にいたら、色々と抑えきれなくなりそうだった。

「これから毎晩こうなのか……？」

　耐えられるかどうか自信がない。

　壁一枚隔へだてた隣には、彼女がいるのだ。まだ下着姿かもしれない。

　脳のう裏りに焼き付いた、見事なプロポーションが自然と思い出される。

（……バカ言うな！　子供のときは一緒に風呂だって入ってたじゃねえか）

　故こ郷きようの田舎町では、薪まきの節約のため何軒かの家庭が一緒に風呂を使うことが多かった。

　隣の家同士だったアークとユリノも、同時に風呂に放り込まれていた。

　もちろんずっとではない。あるときからアークが拒きよ否ひするようになったのだ。

（あれは確か……そうだ。アイツがなんか女っぽくなってきたからで……って余計なこと考えるなっ！）

　想像のなかで、裸はだかで風呂を走り回っていた小さい子供のユリノが、一気に今の姿に成長してしまう。召喚したときの、一いつ糸しまとわぬ姿を思い出してしまう。

（さっさと寝ろバカ野郎！）

　アークは、先ほどユリノに浴びせたような罵ば声せいを自分にぶつけると、布団のなかに潜もぐり込む。

　しかし昂たかぶった気持ちは鎮しずまらず、しばらく寝られそうにはなかった。










第２章　騎士ノ血統　─Princess Knight─



　──ユリノっ！

　闇の中でアークは叫んだ。



　アークたちが乗る馬車は、夜の森を走っていた。

　ランプの明かりだけが頼りで、歩みはひどく鈍のろい。

　そこへ、突然雷が落ちた。

　轟ごう音おんが鳴り響き、窓の外が昼よりも眩まばゆい光に包まれる。

　雷鳴が幾度も鳴り響き、雷光は執しつ拗ように馬車を狙う。

　やがて恐きよう慌こうに陥おちいった馬が暴れだし、馬車は暴走を始めた。

　道を外れ、崖から転がり落ち、岩や樹きにぶつかりバラバラに破壊される。

　──ユリノっ！

　アークは空中に放り出されながら手を伸ばした。

　しかし、夜の暗闇の中で、彼女の姿を捉とらえることはできない。

　彼の手は宙を虚むなしく掠かすめる。

　──ユリノっ！　ユリノ！

　叫びは虚うつろに残ざん響きようして。

　アークは闇の中で何かに身体を打ち付け、意識すらも闇の淵ふちへ落ちていく……。



　　　　　　　　　○



「──アーク、アーク」

「…………ん？」

　自分を呼ぶ声と、身体を揺り動かされる感触。

　確か自分は崖から落ちて……いや。

「……夢か」

　アークは身を起こす。身体はそれなりに柔らかいベッドの上にあった。

　あのときのように、樹の枝に引っかかっていたりはしない。

　未いまだに夢に見るのだ。

　一年前の夏。一週間ほどの帰き省せいを終えて、学院へと帰る道の途中で遭あった『事故』。

　そして彼女の死──。

「……アーク、大丈夫？」

　再びそう呼びかけられ、ようやくアークは、今の状況を思い出す。

　自分はユリノを召喚した。

　そして昨日からここに二人で住んでいる。

　彼女はもう夢の中だけの存在ではないのだ。

　アークは頭を振って、こびりついた不吉なイメージを追い払うと、ベッドの傍かたわらに立つ彼女の方に眼めを向け……

「ああ、なんともない──ってお前、なんて格かつ好こうしてやがる！」

　……答える途中で大声を上げた。

　ユリノは素す肌はだに、フリル付きの白いエプロンとソックスだけを身にまとっていた。

　布の横からは、彼女の意外に大きな胸がこっそりはみ出しているし、短い裾すそは足の付根の危険地帯を、簡単に晒さらしてしまいそうである。

「……朝ごはんは何がいい？　私？　オア私？　それとも私？」

「選択肢はお前だけか！　っていうかそんな服どこから持ってきたんだよ」

「……これは召喚粒子マテリアで構築した」

「ああ……なるほどな」

　召喚獣レヴナントの身体は召喚粒子が凝ぎよう縮しゆくして形成される。

　その姿はいわばイメージの産物だ。

　つまり、召喚主マスターあるいは召喚獣自身が、その存在の一部として想像できるものは、服であれ武器であれ、召喚粒子で再現が可能なのだ。















（これなら、薙なぎ刀なただっていけそうだな……）

　と、昨日の夜考えていたことを思い出していたアークに、ユリノは、

「……どう、アーク。似合う？」

　言いながら、ショウでもやっているかのように、その場でクルリと回ったりする。

「わ、バカ、止やめろ！」

　後ろ姿は更にマズい。白くほっそりとした背中もキュッとしまったおしりも丸見えな上、太もも辺りまでを隠すソックスが、かえってエロティックさを強調している。

「……ほらアーク、後ろから獣みたいに襲おそいかかるといい」

「うるせえ！　とっとと部屋に戻って制服に着替えろ！」

　無表情の顔だけこちらに向けて腰をフリフリするユリノをなんとか部屋から追い出す。

　溜ため息いきが漏もれる。朝から無駄に大量に気力を消費してしまった。

　しかし、寝覚めの悪さは幸いどこかへ吹き飛んだようだ。

　アークは自分も着替えるため、ベッドから下りた。



　　　　　　　　　○



　着替えを終えたアークとユリノは、旧学生寮りようの建物を出て、学院の校こう舎しやへ向かった。

　校舎の中央辺りにある大食堂で、ビュッフェ形式の朝食を食べてから、教室へ向かう。

　扉を開けて、石造りのその部屋に入った途と端たん、妙な空気が二人を迎えた。

　それまで満ちていたざわめきが一瞬消え、次にヒソヒソと囁ささやくような声が教室のそこかしこから響く。生徒たちは、入ってきたアークたちに声をかけたりはしないが、チラチラと盗み見てくる。

「……どうしたの」

「ま、仕方ねえさ」

　首を傾かしげるユリノに小声でそう言うと、アークは自分の席へ向かう。

　クラスメイトはユリノが一年前の『事故』で亡なくなったことを知っている。

　そしてロザリアからは、アークが召喚獣レヴナントにユリノの姿を取らせているだけ、というふうに聞かされているはずだ。

　つまり、彼らにしてみればアークは、召喚獣に死んだ幼おさな馴な染じみの姿を取らせている未み練れんたらしい奴やつということになる。気まずくて話しかけにくいに決まっている──。

「ようアーク、おはようさん」

　──そんなことを考えないバカは別だが。

　アークが振り向くと、褐かつ色しよくの肌に金色の短髪という、ユリノ以上に目立つ風ふう貌ぼうの男子が立っていた。

「……誰？」

「ラギだよ。ラギ・アール・シャルム。こいつも一年のとき同じクラスだったはずだぞ」

「……思い出した。警けい戒かいしてた」

「警戒？」

「……アークと仲が良かったから」

「こいつ男だぞ!?」

「……そんなことは問題じゃない。恋愛は何が起こるか分からない」

「万に一つもねえよ！」

　アークとユリノのやり取りに、彼──ラギはゲラゲラと笑い出す。

　彼は大陸の南方にある砂漠の国、ラシードからの留学生だ。

　ラシードは鉱物資源が豊富で、ミスティア共和国との貿易が盛んな国である。

　ラギ以外にも何人か、ラシード出身の生徒が学院にいる。

　ラギは人懐こそうな丸い黒くろ眼めでユリノを見下ろすと、

「うーん、ホント、そっくりだなぁ。本人にしか見えないぜ」

「ん、まあな……」

　本人なのだから当然だ。

　だが、それを口にするわけにはいかないので、アークは曖あい昧まいに答える。

「いやー、一年前、アークが『ユリノを召喚する』なんて言い出したときは、頭がどうかしちまったかと思ったけど、こういう意味だったんだな」

　感かん慨がい深げに言って、勝手に頷うなずくラギ。

　ユリノの持ち物を保管するために追い出す形になったルームメイトというのが、このラギだった。

　入学の時からアークやユリノとは一緒に行動することが多かった。

　ユリノが死んだ直後は、本気で心配されたりもした。

「──で？　どんな召喚獣レヴナントなんだ？　戦乙女ヴアルキリイか？　龍乙女ドラゴンメイドか？　まさか淫夢魔サキユバスじゃないだろうな」

「お前は……淫夢魔は召喚禁止指定の対象だろうが」

　エロい笑みを浮かべる友人に呆あきれつつ、アークは答える。

　様々な理由で、ミスティア共和国の国令により召喚と契けい約やくが許ゆるされない召喚獣は多い。

　淫夢魔の場合は、契約の際に性せい行こう為いが不可欠で、それが国令違反になるためだ。

「まだ秘密だ。特にお前にはな」

「ちぇ、そうかよ」

　自分の召喚獣の情報を隠しておく生徒は多い。

　召喚対戦サモン・クルセイドの試合であらかじめ対策を立てられないようにするためだ。

　ラギも召喚対戦の参加者だ。

　それも、力で押し切るより、情報収集をして、知略で勝利をつかむタイプ。

　なので、ユリノが何者なのか語らないことを、特におかしいとは思われないだろう。

　事実、ラギは不ふ審しんがる様子もなく、ユリノに眼を向ける。

　そして。

「ま、それじゃ改めて、よろしく頼むわ、ユリノ……でいいのか？」

　と問いつつ、手を差し出す。

　ユリノは、コクリと頷うなずくと、その手を握り返した。

「……いい。よろしく」

「お前……」

「なんだアーク。召喚獣レヴナントにだって人格はあるんだ。挨あい拶さつくらいしたっていいだろ」

　驚くアークに、ラギはあっけらかんと言ってくる。

　その態度は軽くて、何も考えていないように見えた。

　それでも──アークは内心で彼に感謝する。

　今のやりとりを見て、クラスメイトたちの雰ふん囲い気きが少し変わった。

　異物を警けい戒かいするような空気が和らいだのだ。

　以前のユリノと同じように接するのは無理でも、それに近づくことはもしかしたら……そんな風に感じさせてくれた。

「ラギ──」

　友人に礼を述べようとアークが口を開いた、そのとき。



「邪じや魔まですわ。どいてくださるかしら」



　高たか飛び車しやな声が背中にぶつけられた。

　その一声で、和らいだ空気が、再び緊きん張ちようしたように感じた。

　アークが振り向くと、見憶おぼえのある、金色の髪の女子生徒が立っている。

　レイナ・ブラッドフォードだ。

「また貴方あなたですの？」

　レイナは形の良い眉まゆをひそめて、碧へき眼がんで睨にらむようにアークを見る。

　お嬢じよう様さま然としたその姿は、教室のなかでも強い存在感を放っていた。

　名門騎き士しの家柄にふさわしく、可愛かわいらしい顔立ちのなかに凜り々りしさも潜ひそんでいる。

　それに何より、腰に提さげた片手剣シヨートソードが目立つ。

　戦争中でもあるまいし、武器を持ち歩く意味は示じ威い以外にない。

　よっぽど自分の家柄、あるいは騎士という立場に拘こだわりがあるのだろう。

「あー、すまんすまん」

　とラギがさり気なく謝りながら避よけたので、レイナはその横を通り抜ける。

　が、途中で立ち止まると、アークの方に再び視線を向けてきた。

「貴方がアーク・ランバートでしたのね。エインズワース先生が仰おつしやっていたわ。そちらが貴方の召喚獣ですの？」

　何か意味ありげな視線をユリノに向けるレイナ。

　アークはそれに何か苛いら立だつものを感じながら答える。

「ああ、そうだ」

「ふぅん……まさか、その召喚獣レヴナントで召喚対戦サモン・クルセイドに出場するつもりですの？」

「そのつもりだ。何か問題があるのかよ」

「いいえ、別に」

　そう告げると、レイナはバカにするように鼻を鳴らし、そのまま背を向けて立ち去る。

　何人かの女子が彼女に声をかけた。

　レイナはそれに「おはようございます」と返すだけで、特に会話をしようともせずに、さっさと自分の席に座る。剣と学がく帽ぼうを机の傍かたわらに置き、教本を開いて読み出した。

　そんな態度を取られながら、話しかけた女子たちに気にする様子はない。

　それどころか、返事をもらえたと喜んでいる。

　他のクラスメイトも、今のが日常の風景のような態度だ。

　どこか近寄りがたい雰ふん囲い気き。

　しかし彼女の立ち位置は『孤立』というより『孤高』というのが相応ふさわしいようだった。

「あいつ……前からあんな扱あつかいだったか？」

　前はなんというか、単に話す相手がいない、みたいだった気がする。

　思わず疑問を口にするアークに、ラギが苦笑しながら、

「アーク、お前ホント教室のこと見てなかっただろ」

「うるせえな」

　ユリノを召喚するための知識と技術を得るため、学院の授業はかなりおろそかにしていた。当然、クラスでの交友関係も同じだった。

「《騎き士し姫》は召喚対戦で大活躍だからな。自然と人気は出るさ。ご本人の態度は何も変わっちゃいない」

「ふぅん……なんだ、《騎士姫》って？」

「ま、召喚対戦の出場者に対する渾名あだなみたいなもんだ。あの騎士の名門ブラッドフォード家のご令れい嬢じようだからな。ピッタリだろ」

「なるほどな……」

　ブラッドフォード家は《終戦の英雄》クローディア・ハイラインと共に、百年前の《大戦争グランウオー》を終結に導いたクラウド・ブラッドフォードの末まつ裔えいだ。

　この召喚学院は、クローディアの遺言に基もとづき、クラウドが設立に携たずさわった。レイナにとっては、色々と思う所があるのかもしれないが……それにしても、彼女がユリノを見る視線は、アークには気に入らなかった。

「……あいつ、強いのか？」

「お前な……今期の召喚対戦じゃ、一番の有名人だぞ」

　ラギが呆あきれたような声を上げる。

　出場者の情報収集までは手が回っていなかった。

「《騎き士し姫》は四月から夏休み前までの十七試合で負けなし。ダントツの一位だ」

　ラギはニヤリと笑みを浮かべて言う。

「優勝候補の一人だよ、確実にな」

「へえ」

「ちょうど今日、試合があったはずだ。興味があるなら見てきたらどうだ？」

「そうだな……」

　そういえば昨日、彼女に絡んでいた男が「明日の試合」がどうのと言っていた。

　アークは改めてレイナに眼めを向ける。

「……っ！」

　なぜか彼女がちょっと首を振り向けて、こちらを見ていた。

　一瞬視線が合うと、レイナはすぐに顔を戻して、また教本を読み始める。

　その慌あわてた様子は、『孤高』という言葉にはちょっと似合わない態度だ。

「……なんだ？」

　自分の話をされて気になったのだろうか。

　よく分からずアークは首を傾かしげる。

　そしてそんな彼を、ユリノが不満気に見つめていた。



　　　　　　　　　○



　放課後。

　アークとレイナは校こう舎しやの玄関ホールにある告知板までやってきた。

　元は城の入り口だったそこは、学がく舎しやとは思えない豪ごう華かさである。

　全面に緋ひ色いろの派手な絨じゆう毯たんが敷かれ、中央には巨大なシャンデリアが下がっている。

　左右にはカーブを描く階段があり、手すりには金製の小さな彫像がいくつも並ぶ。

　その階段に挟まれる位置に、巨大な告知板が掲かかげられている。

　金属製の告知板には、羊よう皮ひ紙しが何枚も張り出されていた。

　多くは召喚対戦サモン・クルセイドに関する情報である。

「……アークの名前、あった」

　その内の一つ、一番大きな紙を指さし、ユリノが告げる。

　アークは群がる生徒をかきわけつつ、それを眺ながめる。

「当たり前だけど、一番下だな」

　それは、召喚対戦の出場者全員の順位表だった。

　大抵の生徒は第一学年の後半から第二学年前の春休みに、自分のパートナーとなる召レヴ喚ナン獣トを召喚し、契けい約やくを行う。

　契約が学院から承認されると《召喚術師サマナー》の称しよう号ごうが与えられ、希望者は第二学年と第三学年の二年間、実じつ践せん訓練の一いつ環かんとして召喚対戦に参加する。

　参加者は毎年、学年の約半数程度だ。

　戦闘を目的とせずに召しよう喚かん術じゆつを学ぶ者──治癒系の召喚獣レヴナントと契けい約やくする者や、召喚術を研究対象として扱あつかっている者など──もいるし、戦闘系の召喚術師サマナーでも、全員が激しい戦いに身を投じるわけではない。

　クローディア召喚学院を普通に卒業することで得られる《上級召喚師クルスサマナー》の称しよう号ごうがあれば、普通に召喚術師として活動するには充分である。

　更なる高みを目指す者、あるいは特別な目的を持つ者が、召喚対戦サモン・クルセイドに挑むのだ。

　今年の参加人数は五十四人。

　そしてアークの順位は五十四位──最下位だ。

　横にはご丁てい寧ねいに『０勝17敗（17試合が不戦敗）』とまで書かれている。

　アークは、自分の上に並ぶ五十三人の名を眺ながめていく。

　上の方には、これまでの十七試合全勝で同着一位の生徒が何人かいる。

　その中にはレイナの名もあった。

　召喚対戦の試合は一人につき、週に一回行われる。

　夏と冬にひと月ずつ休みがあり、三月には第三学年の出場者の内の上位五人が同時に戦う決勝が行われる。

　それ以外の二年間で、一人が行うのは八十試合だ。

　そのうちの十七試合、アークはすでにハンディキャップを背負っている。

「──上等だぜ」

　アークは思わずそう呟つぶやいた。

　負ける気などない。

　ここから先、勝ち続ければいいのだ。昨日言ったとおり、アークとユリノの二人で。

「……アーク。来週の試合の予定も載ってる」

「お、ホントだ」

　順位表の隣にある、小さめの羊よう皮ひ紙しに視線を移す。

　上に三年生の、下に二年生の試合の予定が書かれている。

　アークの試合は──来週の第四曜日ユピテル。

　対戦相手は……。

「へえ」

　アークはその名を見て、笑みを浮かべてしまった。

　偶ぐう然ぜんか、因いん縁ねんか。

　なんと都合のいい展開だろう。

「──行こうぜ、ユリノ」

「……どこに」

「敵てき情じよう視し察さつだよ。次の対戦相手の実力、拝おがませてもらおうぜ」

　言って、アークは再び人混みをかきわけ、玄関ホールを立ち去る。

　告知板に記されていた名前は『レイナ・ブラッドフォード』だった。



　　　　　　　　　○



　アークとユリノは告知板の『本日の試合』の案内に書かれていたレイナの試合の会場──第一試合会場に足を運んだ。

「やけに人が多いな……」

　観客の群れをかき分けながら、アークは文句を言う。

「……アーク、こっち。少し余裕がある」

　ユリノが手て招まねきする方へ向かう。

　そういえば、昨日レイナが男子生徒たちに絡まれていたのは、この試合場の前だった。

　あのときは他に人がいなくて閑かん散さんとしていたが、今はまるで違った雰ふん囲い気きだ。

　観客の半分は制服を着た学院の生徒だが、残りは一般人だ。

　第一試合会場は唯一校こう舎しやの中にある会場だが、観光客でも気軽に訪れることができる。

　ここ以外にも校舎の一部は、観光地として公開されているのだ。

　召しよう喚かん術じゆつに関する貴重な資料なども保管されていて、その辺りは立ち入りが禁止されているが、あまり厳げん重じゆうな警けい戒かいとは言えない。

　それでも設立以来事件らしい事件がほとんど起こっていないのは、この国に長く平和が続いている証しよう拠こ、あるいは大陸唯一の召喚術師サマナー養成機関としての学院の権けん威いのおかげ、と言えるかもしれない。

「しかし……レイナはともかく、相手のあの男も人気なのか」

　アークは、観客席に囲まれた円形の競技場を見下ろし、溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

　多数の視線に見守られながら対たい峙じする、二人の召喚術師。

　一人は、腰に提さげた鞘さやから抜き放った剣を、片手で構える金髪の少女、レイナ。

　もう一人は、昨日彼女に絡んでいた男子生徒の一人だった。確か、最後に一番小物じみた捨すて台詞ぜりふを残していった奴やつだ。

　今はどこか気取った風に笑みを浮かべ、剣を構えて立っているが、昨日の様子を見た後だと、小物臭しか感じられない。

　しかし、彼も騎き士しの家系だ。

　アークは告知板に書かれていた、ロンバルディア・ハインケルという名前を思い出す。

　ハインケル家も、ブラッドフォード家に優まさるとも劣おとらない名門騎士の家系である。

　ミスティア共和国は、名前のとおり既に王政が廃はい止しされているが、古くは他の多くの国と同じく、国王がいた。そしてそれに仕える騎士も。

　昔、王自らが権力を議会へと譲った時、騎士は国自体に仕え、民を護まもる存在となった。

　その後勃ぼつ発ぱつした《大戦争グランウオー》において、騎士の多くは召喚術師として戦い、他国のミスティアへの侵しん略りやくを防いだ。

　現在、この国が大陸五大国の中で群を抜いて繁はん栄えいし、国際社会をリードする立場にあるのは、騎き士したちのおかげなのだ。

　そのためこの国では、騎士、特に召喚術師サマナーを英雄と称賛する者が多い。

　競技場にいるのは、対戦者の二人だけではない。

　審判役の教師が一名、試合の余波が客席に飛ばないよう防護する役が四名、緊きん急きゆうの際の救護役が二名。

　ローブを纏まとった彼らは、試合の邪じや魔まにならないよう、競技場の端はしに控えていた。

　そして、異い形ぎようの存在が二体──彼らの召喚獣レヴナントだった。

　レイナの召喚獣は、身長三メートルほどの巨人だ。

　頭頂部から手指、足の先まで総すべてを白色の甲かつ冑ちゆうで覆おおったその姿は、どこか天使のように神こう々ごうしく、雄お々おしい。

　対たい峙じするロンバルディアの召喚獣は巨大な蜘く蛛もだった。漆しつ黒こくの胴体から伸びる八本の脚あしが蠢うごめいて、相手の召喚獣へと跳びかかる隙すきをうかがっていた。

「……気色悪い」

「だな……なんであれを召喚獣にしようと思ったんだ」

　多分あれは古代の魔ま獣じゆう、闇蜘蛛シエロブだろう。動きは鈍にぶいが、生命力が異常に強い。つまり、戦いとなれば持久戦に向いている。そういう利点を買ったのか。

　ロンバルディアが笑みを浮かべ、声を上げた。

「行け、アンジェリーナ！」

　召喚主マスターの指示に応え、大蜘蛛が巨人に飛びかかる。

　同時に、口から吐き出される大量の糸。

　それは見る間に巨人の身体を包み込み、四し肢しを拘こう束そくした。

　巨人は、動く暇ひまも与えられず、されるがままだ。

「さあ、こっちも行くよ！」

　一方、ロンバルディアもレイナへと迫せまっていた。

　ロンバルディアが振り下ろす剣を、レイナは片手剣シヨートソードで受け流す。

　決して正面からぶつからず相手の力を逸そらすテクニックはさすがだが、全体的には押されているようにしか見えない。体格の差もあるだろう。

「……なんだ。あの女、大したことない」

「いや、これからじゃないか？」

　ユリノの評価に、アークは異を唱える。

　召喚対戦サモン・クルセイドの試合では、相手の召喚獣の実体化を解かい除じよさせることが勝利条件となる。

　そのための方法は三つだ。

　一つは、相手の召喚獣に攻撃を加えて召喚粒子マテリアを削り、再構成するための召気アニムスを消費させる方法。召喚主が持つ召気が尽きれば、召喚獣の実体化は維い持じできなくなる。

　残りの二つは、召喚主への直接攻撃だ。気絶させるなどして強制的に召喚を解除させるか、負けを認めさせる方法。

　召喚獣レヴナントは召喚主マスターの召気アニムスをエネルギーとし、召喚粒子マテリアで実体化している。

　召喚粒子は、同じ召喚粒子同士でも、現実の物質相手でも、召気を仲ちゆう介かいしてしか干渉し合うことができない。

　人間は召気をまとっているので、召喚獣に触れることはできる。

　しかし、召喚粒子の構成を崩すようなレベルの干渉には大量の召気が必要だ。

　通常人間は召気を操ることはできないので、人間は召喚獣にダメージを与えられない。

　一方で召喚獣は、召喚された術式に従したがう形で召気を操ることができる。

　それにより、現実の物質にダメージを与えることが可能だ。

　つまり、召喚獣へ攻撃を加えられるのは召喚獣だけ。

　召喚主に対しては人間と召喚獣の両方が攻撃を加えられる。

　必然的に、有利な戦い方は「何らかの方法で相手の召喚獣を足止めし、その間に召喚主と召喚獣両方で相手の召喚主を攻撃する」形になる。

　もちろん、様々なタイプの召喚獣がいるので、常にそれが正しいとは言えないが、一つの指し針しんではある。

　そして、レイナはまだ、その状況に追い込まれてはいない。

　しかもアークには、まだ彼女は本気を出していないように見えるのだ。

　そして次の瞬間──。



「──ネフィリム！」



　レイナが自身の召喚獣の名を叫ぶ。

　それは、遙はるか古代に、神に命じられてこの世界の大陸の姿を創つくり上げたと言われる、伝説上の創造者だ。

　彼女の声に応え、巨人が身を震わせた。

　動きを封ふうじられた腕が、脚あしが、軋きしみを上げ。

　そして──糸を引きちぎり、纏まとわりつく黒蜘ぐ蛛もを投げ飛ばす。

「!?　僕のアンジェリーナの糸が切られるなんてっ！」

「無駄口を叩たたいている暇ひまがあるんですの？」

「──っ!?」

　相手の背後に回り込んでいたレイナが、剣を刺し突とつの形に構えながら声を上げる。



「《撃滅せよデイストラクシヨン》！」



　試合会場の外まで響き渡りそうな朗ろう々ろうとした声に。

　ネフィリムが更にその身を巨大化させた。

　否いな、全身の甲かつ冑ちゆうが一瞬変形したのだ。

　各接合部が外れて隙すき間まを作り、蒸じよう気きのようなものが一いつ斉せいに吹き出した。

　次の瞬間。

　巨人の前に広がる競技場の地面が、爆散した。

　まるで、眼めに見えぬ破は城じよう槌ついを一斉に撃ち込まれたかのように。

　硬い土がへこみ、崩れ、宙に弾はじける。

　黒蜘ぐ蛛もも叩たたき潰つぶされるようにその姿を歪ゆがめ。

　次の瞬間、召気アニムスによる結合を解かれ、召喚粒子マテリアとなって空中へと拡かく散さんする。

「昨日の威い勢せいはなんでしたの？」

「……うぅ」

　一方レイナは、背後からロンバルディアの首筋に片手剣シヨートソードの鋒ほこさきを当てていた。

　触れている。しかし刺さってはいない、ギリギリの位置。

　高い技術がなければ不可能な寸止めだった。

　ロンバルディアは手にした剣を放す。ズシリとした音を立てて剣は土の上に落ちた。

「もう二度と、わたしにあのような侮ぶ辱じよく的な発言はしないことですわね。お仲間にもよく言っておいて」

　そう言い放つと、レイナは剣を引いた。

　ロンバルディアは、腰が抜けたかのように、その場にへたり込んだ。

　レイナは剣を鞘さやに収めると、身を翻ひるがえしてその場を去っていく。

　ネフィリムが光へと分解され、召喚を解かい除じよされる。

　後に残ったのは、まるで大部隊同士の戦場跡のような、めくれ上がった地面。

　圧倒的な、力の差の証あかしだけだった。

「……すごい」

「ああ、名門騎き士しってのも伊だ達てじゃねえな」

　ユリノの言葉にアークは頷うなずく。

　さすが優勝候補。

　舐なめていたわけではないが、楽に勝てる相手というわけではなさそうだ。

　審判役の教師が、レイナの勝利を宣言する。

　観客席からは歓かん声せいが巻き起こっていた。

　アークは観客をかき分けて、試合会場の出口へ向かう。

「……アーク、どこ行くの」

　追ってくるユリノに、アークは答える。

「ちょっと《騎士姫》様に挨あい拶さつだ」



　　　　　　　　　○



　試合会場の裏手の方には、観客の姿はない。

　そこを、一人で歩いていたレイナに、アークは呼びかける。

「よう」

「……また貴方あなたですの？」

　振り向いたレイナは、アークの姿を見るなり、難しい顔をする。

「なにか？」

「来週の試合、お前の相手が俺になったんだ。だから挨あい拶さつくらいしとこうと思ってな」

「ふぅん……まさか貴方も、下らない取引を持ちかけるつもりではないですわよね？」

「取引？」

　まさか、とアークは思いつく。

「ひょっとして、あのロンバルディアってやつ。昨日はそれで……？」

「そうですわ」

　レイナは掌てのひらで自分を示しながら、わずかに声を荒らげる。

「このわたしに、ブラッドフォード家を継ぐ身たるこのわたしに！　金で勝利を譲れと言ってきたのですわ！」

「金で？　けど、お前の家だって騎き士しの名門だろ？　そんなの無意味じゃないのか──」

　いや……。

　騎士の多くは国から俸ほう給きゆうを受けている。

　戦時は戦果に応じて俸給が増えるが、長く続く平和で、騎士は質しつ素そな暮らしを余よ儀ぎなくされている。そのため、武ぶ芸げいのかたわら、商売を始める者も多い。

　その商売が軌き道どうに乗らず、苦しい生活を強しいられている家もあるらしい。

「何を思ったか知りませんが──ブラッドフォード家は彼らのように、商人の真ま似ね事ごとをして富とみを得ようなどとしたことはありませんわ。彼らはそれを古臭いと嗤わらいましたけれど」

　つまり、あくまでも騎士らしく生きる、というわけだ。

　一方のロンバルディアたちの家は、騎士でありながら商売を行い、それが上う手まく行っているのだろう。

　どちらの生き方も、アークは悪いとは思わないが、本人たちは相あい容いれなかったようだ。

「で、お前はそれを断った、と」

「当然ですわっ」

　怒りに声を震わせて、レイナは言う。

「騎士たる身が、戦わずして負けることなどあってはなりませんわ。その誇ほこりを忘れ、あまつさえ嘲あざけるような愚おろか者、召喚対戦サモン・クルセイドの試合でさえなければ、あの場で首を討うちとってやるところです」

「…………」

　アークは、レイナが腰に提さげた、青と金の鞘さやに収まった剣を見る。

　決けつ闘とうで命を奪うなど時代遅れも甚はなはだしいが、彼女ならやりかねない。

　彼女は確かに《姫》だが、間違いなく《騎き士し》なのだ。

　それもかなり時代錯さく誤ごな信念を持っている。

（そういうのは嫌いじゃないが……）

　そう思うアークを、レイナが鋭するどい碧へき眼がんで睨にらみ上げてくる。

「まあ、貴方あなたはあの男よりはマトモなようですわね。昨日も──」

「？」

　後半はなんだかゴニョゴニョと口の中で呟つぶやくせいで聞き取れなかった。

　アークは聞き返そうとしたが、それより早く、なぜか顔を赤くしたレイナが言う。

「ご、ご用事はそれだけですの？　くだらない雑談をするだけなら、失礼させていただきますわ」

「……そうだよ、アーク。あまり私以外の女と話していると、耳が腐る」

「俺にそんな奇病はねえよ！」

　グイグイ袖そでを引っ張ってくるユリノにツッコむ。

　そんな二人の様子を、レイナはどこか不ふ機き嫌げんそうな表情で見ていた。

　立ち去ろうとしていた彼女は、足を止め、自分から話しかけてくる。

「貴方……その召喚獣レヴナントで戦うと言っていましたわね？」

　そう言って、ユリノの方を指差すレイナの態度に、アークはまた苛いら立だちを感じる。

　朝、教室で感じたのと同じだ。

　そして今度はその正体に気づいた。

　このお嬢じよう様さまは、ユリノを『召喚獣』としてしか見ていない。

　もちろんそれは間違いではない。

　彼女は、この『召喚獣』が、本物のユリノの魂たましいを持っていることを知らないのだから。

　しかし──。

「……ああ、そのつもりだぜ。俺はこいつと──ユリノと一緒に戦う。お前に負けるつもりはないし、目指すのは、召喚対戦サモン・クルセイドの優勝だ」

　少し意地になって、アークはそう告げる。

　すると、レイナは更に不機嫌さを増した表情で言ってくる。

「貴方が《聖召喚騎士サモン・クルセイダー》に？　ふざけているんですの？」

「ふざけてるかどうか、顔見りゃ分かるだろ」

「っ……でしたら、無謀な愚おろか者ですわね。貴方のような、覚悟の足りない人間が、簡単に手に入れられるほど軽いものではありませんわよ、《聖召喚騎士》の称しよう号ごうは」

「……そりゃどういう意味だよ」

　ふん、と小さく鼻を鳴らして、レイナはもう一度ユリノを指さした。

「貴方はユリノ・ホークウッドの外見に似せられる召喚獣を選んで契けい約やくした。それも、何に手間取ったのか知りませんが、これまでの試合を放ほう棄きしてまで。感かん傷しように流され、戦いでの勝利という目的を疎おろそかにしている、いい証しよう拠こですわ」

「ぐっ……」

　アークは言葉に詰まる。

　召喚対戦サモン・クルセイドでは、複数の召喚獣レヴナントを登録して戦うことはできない。

　そして、ユリノの他に召喚獣と契けい約やくできるほど、アークの召気アニムスに余裕はない。

　だからアークは今までの試合を放ほう棄きするしかなかったのだ。

　アークの目的、そしてこの召喚獣がユリノ本人だと知らなければ、レイナのように考えるのも無理はなかった。

　彼女に反論するには、このユリノが本物だと教えねばならない。それはロザリアを通して学院から禁止されている。

　レイナは、アークが黙ったのを図星と思ったらしい。たたみかけるように言ってくる。

「死んだ女と会いたいからといって、召喚獣にその姿を真ま似ねさせて楽しいですの？　そんなもの、召喚粒子マテリアの集合体に過ぎませんのに」

　そう言われた瞬間、頭がカァッと熱くなる。

「このっ……取り消せ！　こいつは──」

「……アーク、落ち着いて」

　思わずレイナへ詰め寄ろうとしたアークを、ユリノが止める。

　アークは別に殴りかかろうとか、そこまでしようとしたわけではない。

　ただ、ユリノにはそのくらいの勢いに見えたようで、彼女はけっこう強い力で彼の服を後ろから掴つかんだ。

　そのせいでアークは身体のバランスを崩す。

「──わっ」

「きゃっ……」

　前につんのめり、レイナを巻き込んで転んだ。

「ってえ……悪い。大丈夫か？」

「え、ええ……」

　間近にレイナの顔があった。

　ミルク色の肌は、これほど近くで見ても粗あらのないなめらかさ。

　驚きに見開かれた碧へき眼がんは吸い込まれそうなほどに澄すんでいる。

　照れるようなその表情は、いつもの孤高な《騎き士し姫》に似合わず、彼女が同年代の少女なのだとアークに意識させる──。

「……アーク。いつまでその女を抱きしめてるの」

「え？　うぉ!?」

　差し挟まれたユリノの声にアークは我に返る。

　そして同時に、

「？　…………ひゃぁ!!」

　レイナが声を上げた。

　倒れる際にレイナを支えようと伸ばした両手。

　その片方は身体の後ろに回って背中を押さえていたが。

　もう片方の手は、間に合わずにただ彼女の身体の一部に触れるにとどまっていた。

　つまり、彼女の胸を、掴つかんでいた。

「いやあああああああ！」

　悲鳴を上げてアークの腕を振り払うレイナ。

「うぉっ！」

　アークを突き飛ばすようにして自分も起き上がると、胸周りを護まもるように自分の身を抱きながらバックステップ。

　やや前まえ屈かがみになりつつ、キッとアークを睨にらみ据すえてきた。

　眼めには僅わずかに涙が浮いているようにも見える。

　その姿にはもう孤高もへったくれもなかった。

「す、すまん。わざとじゃなくて──」

「……アーク、おっぱい揉もみたいなら、私はいつでも歓迎なのに」

「お前はややこしくなるから黙ってろ！」

　アークはユリノを黙らせるが、レイナは完全に誤解している様子で、

「し、信じられませんわ。き、昨日はちょっと──」

「昨日……なんだって？」

「!?　な、なんでもありませんわ！　憶おぼえておきなさい、アーク・ランバート！　この屈くつ辱じよくは、試合で晴らさせてもらいますっ！」

　相変わらず腕を抱えたまま叫ぶと、レイナは逃げるように走り去っていった。

　アークは反論する暇ひまも与えられず、それを見送るしかない。

「ああ、もう……」

　髪をかきむしりながら、アークはユリノの方を見やって、

「──どうした？　ユリノ」

「……別に」

　と答える彼女は、しかし何だか膨ふくれているように見えなくもない。

「？」

　アークはわけが分からない。

　第一試合会場からは、いまだ興奮冷めやらぬ観客たちが、姿を現しつつあった。










第３章　召喚対戦　─SUMMON CRUSADE─



「準備はいいか、ユリノ」

　夏の暑さが残る第九月の、最初の第四曜日ユピテルの放課後。

　第三試合会場の、競技場への入り口に立って、アークは言った。

　横に立つユリノが頷うなずいて答える。

「……問題ない。私はいつでもアークのもの。今ここで裸はだかになれと言われたらなる」

「言わねえよ！　こんな衆しゆう人じん環かん視しのなかで！」

「……じゃあ、二人きりのときは言う？」

「それは……」

「……いい。分かってる。この一週間アークは何も言ってこなかった」

「…………」

「……ヘタレ」

「そこまで言うか!?」

　今日まで一週間、ずっと特訓漬けだったのだ。

　そもそもユリノに手を出すわけにはいかないのだし、アークとしては余計なことを意識しないで済んで助かっていたのだが。

　レイナ・ブラッドフォードの実力は本物だった。

　先週までの十八試合を、総すべて彼女は開始後数分で勝利していた。

　それも、召喚獣レヴナントと召喚主マスターを共に追い詰めてだ。先週のロンバルディア戦のように。

　決め手となるのは、彼女自身の、片手剣シヨートソードによる舞踏ダンスのように乱れのない剣捌さばき。

　そして、彼女の召喚獣──巨人ネフィリムによる圧倒的な攻撃。

　鎧よろいの機構を利用して全身に圧縮空気を生み出し、それを一いつ斉せいに放つ。

　あれを撃たれれば逃げ場はなくなる。

　召喚獣はあっという間に実体化を解かれ、人間が喰くらえば間違いなく気絶するだろう。

　反則と思えるほどの、必殺の一撃だ。

　だが、かといって諦あきらめるつもりはない。

　そのために特訓をしてきたし、アークにしかできない攻略法もある。

「……よし」

　アークは、装着した手甲ガントレツトの感触を確かめるように、両手を握り締める。甲の側を覆おおう金属がぶつかり合う音と、掌てのひらの側の皮ひ革かくが軋きしむ音が、心地ここちよく響く。

「両者、入場」

　審判役の教師の声に、アークとユリノは土が敷き詰められた競技場に足を踏ふみ入れた。

「しかし……人、少ねえな」

　周囲の観客席を眺ながめて、アークは呟つぶやく。

　先ほどは「衆しゆう人じん環かん視し」と言ったが、そう表現していいのか疑問なほどに、人影は疎まばらだ。先週のレイナ対ロンバルディア戦の盛況ぶりとはえらい違いである。

「仕方がないですわよ。貴方あなたは騎き士しでもなんでもない一般人で、これまでの試合も総すべて不戦敗の、つまりは最下位。注目に値あたいする要素は何もありませんもの」

　アークの呟きを聞いたレイナが言ってくる。

「いつもと同様、私があっという間に勝利を収める展開しか予想できませんわ。研究熱心な出場者も、見るに値しないと判断したのでしょう」

「…………」

　確かに、観客の多くは、暇ひまなので見にきた、という様子の学院の生徒ばかり。

　あとは、レイナのファンなのか、数人で集まって彼女に熱心な声援を送っているグループがいくつかあるくらいだ。レイナ自身は、それに応える気はないようだが。

　あれから──先週、ロンバルディアとの試合があった日以降、レイナはアークと一度も言葉を交わしていなかった。

　その代わり、時折とても鋭するどい視線を向けられていることに、アークは気づいていた。

　今にも剣を抜いて襲おそいかかってきそうな顔で、アークの方を睨にらんでいたのだ。

「それより、どういうつもりですの？」

「あ？　何がだよ」

「貴方、武器はどうしましたの？　まさか、素手でわたしとやりあうつもりではないでしょうね」

「ああ、そのまさかだよ。武器っていうなら、これが俺の武器だ」

　言って、アークが手甲ガントレツトをかざしてみせると、レイナは碧へき眼がんを吊つり上あげた。

「どこまでもバカにして……っ」

　しかし、もちろんアークはふざけているつもりなどない。

　これがアークのやり方──他の召喚術師にはできない、彼だけの戦い方には、最適なスタイルなのだ。

「両者、召喚獣レヴナントの召喚を」

　審判が規定どおりに告げた。

　その言葉に従したがい、レイナが召喚を行う。



「──太古の大地を創つくりし巨人よ。神の命によりてこの世界に降りし者よ。今一度、わが呼び声に応え、わが為にその豪ごう腕わんを揮ふるえ！　ネフィリムよ来たれ！」



　瞬間。

　彼女の傍かたわらに召喚粒子マテリアで構成された擬似召しよう喚かん陣じんが現れる。

　契けい約やくを交わした召喚獣を、呪じゆ文もんの詠えい唱しようのみによって実体化させる際に発生するものだ。

　擬似召しよう喚かん陣じんはレイナの身体から召気アニムスを得て形を組み換え、その巨大な姿を出現させる。

　白き甲かつ冑ちゆうに包まれた巨人、ネフィリム。

　この大陸の姿を創つくり上げたと言われる、伝説上の創造者。

「こりゃすげえ」

「……大きい」

　アークとユリノは思わず感嘆の声を上げる。

　先週、観客席から見下ろしたときとはまるで違った。

　神こう々ごうしくも雄お々おしいその姿は、二人の視界に山のように迫せまる。

「臆しましたの？　今のうちに棄き権けんしてもよろしいですわよ」

　問うてくるレイナに笑みで応え、アークはパートナーに呼びかける。

「ユリノ」

「……了解」

　頷うなずき、彼女は右手を横に掲かかげる。その指先から光が溢あふれた。召喚獣レヴナントであるユリノの魂たましいが召喚粒子マテリアと反応し「彼女が望む姿」を生み出しているのだ。

　召喚粒子は実体として定着し、彼女の手に身長を超える長大な武器が出現した。

　ユリノを召喚した翌日の夜、アークが思いついたことだった。

　学院に実物がないなら、ユリノが「自分の一部」として実体化してしまえばいいのだ。

　東洋で用いられるその武器は、ユリノの好みにデザインがアレンジされていた。

「見慣れない武器ですわね」

「……これは薙なぎ刀なた」

　ユリノはその長なが柄えを振り、両手で構え直すと、湾わん曲きよくした刃の鋒きつさきをレイナに向けた。

「……超、強い」

「面白いですわ……」

　レイナもそう告げて、自身の片手剣シヨートソードを抜き放った。

　お互いの準備完了を見て取った審判が告げる。

「英雄の名のもとに、両者とも栄えい誉よある戦いを──対戦、開始」

　アークとレイナは、互いのパートナーたる召喚獣を傍かたわらに、対たい峙じする。

　ここから、一瞬でも召喚を解かい除じよした者、あるいは負けを認めた者の敗北となる。



　──アークとユリノの、最初の戦いの幕が開いた。



　　　　　　　　　○



「行くぞ、ユリノ」

「……了解」

　二人は間を置かずに駆かけ出した。

　ネフィリムの圧縮空気による一いつ斉せい攻撃が放たれる前に距離を詰めるしかない。

　巨人の足元を迂う回かいして、レイナの元へ。召喚主マスターに直接攻撃を仕掛ける作戦だ。

　しかし。

「誰でも思いつく策ですわ」

　レイナは悠ゆう然ぜんとして声を上げる。



「ネフィリム──《圧潰せよコラプシス》！」



　命令を受けた巨人が動く。

　外見に見合わない速さで脚あしを持ち上げると、

「……っ！」

　脚部分の鎧よろいだけが変形し、その各部から上方へと空気を吹き出した。

　速度を増した圧おし潰つぶしの一撃が、アークとユリノを狙う。

　二人は別方向へと走り、なんとかそれを躱かわす。

　高重量の激突は、まるで隕いん石せきでも落ちてきたような衝しよう撃げきを、競技場全体へ響かせる。

　土が、小石を投じられた水面のように波は紋もんを描いた。

「──ユリノっ！」

「……大丈夫」















　頷うなずきを交わすが、二人はネフィリムの巨体で左右に分断されてしまった。

　二人同時にレイナを狙う作戦はもう使えない。

「よそ見をしている暇ひまはありませんわよ」

「っ！」

　横薙なぎに滑るように、片手剣シヨートソードの刃がアークの胴を襲おそう。

　いつの間にかレイナが間合いへと踏ふみ込んできていた。

　ギリギリでアークは剣を躱かわす。しかし彼女の攻撃は一度で終わらない。

　まるで舞踏ダンスのように、流れるようにレイナの猛攻は連続する。

　彼女の武器は刃の切れ味をなくした模も造ぞう剣だ。しかし素材や造りは真剣と変わらない。

　訓練用の木剣と同じなどと思っていてはひどい目に遭あうだろう。

　だが──。

「はぁ！」

「──っ!?」

　ガギン！　と金属同士がこすれるような音が響く。

　斜め上から振り下ろそうとしていた剣を、アークは手甲ガントレツトの腕部分で受けていた。

　一瞬、驚きに呆ぼう然ぜんとするレイナ。

　その隙すきをついて、アークは一気に踏み込み、反対の拳こぶしを突きこもうと──。

「くっ！」

　レイナが一気に身を引いた。

　間合いの外まで後退し、剣を構え直す。

「──やっぱりな」

　逃げられたが、アークは自分の判断の正しさに笑みを浮かべる。

「お前の剣は確かに速いが、その分一振り一振りが軽い。タイミングをずらして受ければ間合いに踏み込めるぜ」

　と言いつつ、受けた腕には結構な衝しよう撃げきが走っていたが、ここはハッタリだ。

　相手に、自分の剣が通用しないと思わせるための。

　しかし、

「──それがどうしたんですの？」

　レイナは平然として言ってきた。

「自分の剣技の特とく徴ちようなど、貴方あなたに指摘されるまでもなく把は握あくしておりますわ。貴方こそ、自覚が足りないのではなくて？　やはり経験不足は否いなめませんわね」

「あ？　どういうことだよ？」

「これは剣術大会ではなくて、召喚対戦サモン・クルセイドですのよ──ネフィリム！」

「！　しまっ──」

　アークはユリノの方へ視線を向ける。

　彼女は、ネフィリムの猛攻をなんとか躱していた。しかし、反撃の余裕はない。

　そして、



「《撃滅せよデイストラクシヨン》！」



　レイナの一声。

　ネフィリムの全身の甲かつ冑ちゆうが一いつ斉せいに変形する。

　各接合部に隙すき間まが生じ、そこから圧縮された無数の空気の砲ほう弾だんが放たれる。

「──ユリノ！」

　アークは駆かけ出していた。

　戦略も何もない。ほぼ無意識の行動だ。

「なっ……」

　彼が意識を逸そらした隙すきに振られたレイナの剣は、それ故に空から振ぶった。

　レイナは唖あ然ぜんとしてアークの後ろ姿を見送るしかない。

　追うわけにはいかなかった。

　追えば、レイナ自身もネフィリムの殲せん滅めつ攻撃を喰くらうことになってしまう。

　召喚獣レヴナントの攻撃は人間にも召気アニムスを通して影響を与えるのだ。

　それは召喚主マスター自身も例外ではなかった。

　アークはネフィリムの足元を潜くぐり抜け、ユリノを庇かばうようにその身を抱く。

　そこへ。

　轟ごう音おんとともに、一帯を穿うがつ砲弾の雨が降り注いだ。



　　　　　　　　　○



「な……ば、バカですの、あの男は……っ」

　土煙によって視界の利かない競技場を前に、レイナは思わず呟つぶやく。

　確かにネフィリムの空気砲弾を受ければ、大抵の召喚獣は実体化を解かい除じよされてしまう。

　そうなれば、この試合はアークの負けだ。

　しかし、彼にそんな判断があったようには見えなかった。

　ただ、自分にとって大切な少女が危険な目に遭あうのを防ごうとして思わず身体が動いた──そんなふうに見えた。

「なぜですの……？　たかだか、姿を似せた召喚獣のために……」

　生身の人間が、あの砲ほう撃げきを受ければどうなるかなど、彼だって分かっていただろうに。

「……！　そうですわ、早く救護を……」

　負傷は確実。場合によっては、緊きん急きゆうの処置が必要かもしれない。

　レイナは救護役の教師に声をかけようとして──。

「…………え？」

　ようやく気づいた。

　土煙が収まりつつある競技場。

　戦場跡のごとく抉えぐられ、破壊された地面の上に。

　二人の人影が、まだ立っていることに。

「──悪い。自分の方の戦いに集中しすぎた。やっぱ実戦は違うな」

「……大丈夫。アーク、カッコ良かった。王子様みたい」

「おいやめろ、抱きつくな！　まだ試合が終わったわけじゃねえんだぞ」

　言いながら、アークは前に突き出していた右腕を下ろした。

　それを見て、レイナは驚きよう愕がくする。

「うそ……まさか、素手で、ネフィリムの攻撃を防いだんですの……？」

　信じられない。

　召喚獣レヴナントによる攻撃は、召気アニムスを仲ちゆう介かいして物質に与えられる。

　その特とく殊しゆなエネルギーは、身体を鍛きたえれば防げるというようなものではない。

「いったいどうやって……」

「悪いな。それを今ここで教えてやるつもりはないぜ」

　そう答えたアークが、ユリノと共に再び突っ込んでくる。

「くっ……ネフィリム！」

　レイナは彼ひ我がの間に立ちふさがる巨人に指示を飛ばす。

　巨人が腕を振るい、二人の進撃を妨ぼう害がいする。

　それを躱かわしながらアークが言ってきた。

「やっぱりな……お前、あの攻撃を行った後しばらくは、召気が足りなくなって、鎧よろいの変形を利用した攻撃ができないんだろ」

「くっ……」

　そのとおりだった。

　これまでは、常にあの砲ほう撃げきで相手を倒し切ってきた。

　だから、それを防がれたときにどうするかなど、考えていなかった。

「けれど……だからといって何ができるんですの？」

　鎧を変形させるための召気はレイナにはもうなかった。

　だが、それで召喚獣自身が戦えなくなるわけではない。

　実体化を保たもっている限り、その巨きよ躯くの力は消えないのだ。

「ネフィリム！」

　巨人が豪ごう腕わんを振り下ろす。変形機構による圧縮空気で加速を行わなくとも、ただの人間と、小こ柄がらな召喚獣を押し潰つぶす程度の力はある。

　しかし、

「なっ……」

　レイナは再び驚愕する。

　アークとユリノの二人が、ネフィリムの一撃を軽々と躱かわしたのだ。

　宙へと跳ぶことで。

　二者がそれぞれに、三メートルを超える巨人の頭の高さまで、その身を跳び上がらせていた。

　召喚獣レヴナントはともかく、人間にできる動きではない。

　いったい相手はどんな裏技を使っている？

　だが、その疑問を今は捨て置くしかない。レイナは声を上げる。

「ネフィリム！　ユリノを狙いなさい──！」

　召喚獣へ攻撃を加えられるのは召喚獣だけだ。

　ならば、アークの方はひとまず放っておいていい。

　召喚獣であるユリノを倒せば勝敗は決する──。

　しかし、直後レイナは、その判断が間違いだったことに気づく。

　そして──アークがネフィリムの空気砲ほう弾だんを凌しのいだ方法と、人間では行い得ないはずの跳躍の意味にも。

「うおおおおお！」

　絶ぜつ叫きようと共に。

　振り上げるアークの拳こぶしから光が生まれた。

「まさか……召気アニムスを凝ぎよう縮しゆくさせているんですの!?」

　有り得ない、という言葉が真っ先に浮かんだ。

　確かに、召気は人間の身体に宿るエネルギーだ。

　それは呪じゆ文もんの詠えい唱しようや召しよう喚かん陣じんなどによって召喚粒子マテリアに影響を与えることができる。

　しかし、それを自在に操り、防ぼう壁へきや攻撃代わりに使うなど不可能だ。

　人は、召気を操ることなどできないのだから。

　否いな──歴史上、召気を操ることができた召喚術師サマナーが一人いた。

《終戦の英雄》クローディア・ハイラインだ。

　彼女がその特とく殊しゆな体質をどのように使ったのか、記録にはない。

　ただ、常勝無敗だったと、そうあるのみ。

　あるいはそれは、彼のような戦い方だったのかもしれない──。

　彼は──アーク・ランバートは。

　召気を掌てのひらに集中させ、ネフィリムの砲弾を防いだ。

　足元で爆発させることで、大跳躍を行った。

　そして今。



「《月架翔刃ルナテイツクフイスト》！」



　空に並ぶアークとユリノ。

　その拳こぶしと刃やいばの先に光が充みちる。

　まさに月までも磔たつ刑けいに処しよすかのように。

　光を纏まとう一撃が、巨人の胴に撃ち込まれた。

　削り取られた召喚粒子マテリアが爆発するように拡かく散さんした。

　土煙と光とが混ざり合い、辺りの様子が再び見えなくなる。

　だが。

「──っ！」

　それらを押し退のけて、アークとユリノが姿を現した。

　吹き散らされる土煙と光の跡には、肘ひじ関節から先を斬り落とされ、胴に大穴を開けたネフィリムの姿があった。

「そんな……」

　人間が、召喚獣レヴナントにダメージを与えた。

　そのショックに、レイナは思わず構えていた剣を降ろしてしまう。

　そこへ、ネフィリムを貫つらぬいた勢いそのままに、アークが迫せまる。

　巨人の胴を破砕した拳が、真まっ直すぐレイナへと。

「きゃっ──」

　思わず小さな悲鳴を上げ、レイナは仰あお向むけに倒れてしまう。

　学がく帽ぼうが地面へと落ち、乾いた音を立てた。

　だんっ！　と派手な音と共に、アークは覆おおい被かぶさるようにレイナの前に着地する。

　そして拳はそのまま彼女の顔に迫り──。

「…………？」

　鼻先でピタリと止まった。

　レイナは訝いぶかしげに、拳の向こうのアークの顔を見る。

　間近に迫った彼の真剣そのものの表情に、思わずドキリとする。

　だが──。

　アークの顔はそのまますぐに悔しげなものに変わり、小さく溜ため息いきが吐き出された。

　そして彼は拳を引くと、立ち上がってしまう。

「ま、待ちなさい！　どういうつもりですの!?」

　地面に背中を預けたままなのも忘れて、レイナは叫ぶ。

「このままわたしを気絶させるなり、降参させるなりすれば、貴方あなたの勝ちですのよ？　まさか手心でも加えるつもりですの？」

「──ちげえよ」

　言ってアークは、彼のパートナーが立っている場所へ指を向けた。

　見れば、ユリノが召喚粒子となって、空中へ拡散していくところだった。

　彼女は不満気な表情を浮かべたまま、その姿を消した。

「召気アニムスを使いすぎた。お前を気絶させようが降参させようが、ユリノが消える方が先だった。だから今回は、俺の負けだ」

「そ、そんなの……」

　何をバカなことを、と思った。

　その差は恐らく、ほんのわずかだったはずだ。

　この圧倒的な戦況で、誰がそのことに気づくだろう。

　誰もがアークの勝ちだと判断したはずだ。

「ちっ……」

　アークは小さく舌打ちした。

　がしがしと髪の毛をかきむしりながら、

「相手がお前じゃなかったら、こんなことしなかったかもしれねえよ。ただでさえハンデがあるんだ。一勝だって惜しいからな」

　けど、とアークはレイナに顔を向ける。

「お前、先週の試合で八百長持ちかけられたとき、学院に報告したりしなかっただろ。そうすりゃ楽に不戦勝だったのにさ。そうやってバカ正直な戦い方してる奴やつに、判定ミスみたいなセコい勝ち方したくなかったんだよ」

「…………」

　そして彼は、レイナに手を差し出してきた。

　彼女は思わずそれを握り返してしまう。

　アークは、軽々と彼女を立ち上がらせる。

　手甲ガントレツトの皮ひ革かく越しにも分かるほど、戦いの名な残ごりの熱さが、その手のひらには残っていた。

「──勝者、レイナ・ブラッドフォード」

　審判役の教師がそう告げる。

　アークはアッサリと彼女の手を放すと、立ち去っていった。

　レイナは呆ぼう然ぜんとしてその場に立ち尽くす。

　握られた手には、未いまだ彼の熱が残っているように感じられた。

　自分の顔が真っ赤に染まっていることに、彼女は気付いていなかった。










第４章　英雄ノ記憶　─Memories of the Heroine─



「おいユリノ。すごく歩きづらいんだが」

　翌日の昼休み。

　教室から食堂へと移動するアークに、ユリノは後ろからがっちりと抱きついていた。

　アークが歩くのに合わせて足を動かすのだが、タイミングが合うはずがない。

　先ほどから何度も転びそうになっていた。

「……仕方ない。これはみんなの誤解を解くために必要なこと」

「どうせ何日かしたら皆すぐ飽きるって、あんな噂うわさ」

　そう。

　昨日のアークとレイナの試合は、学院のあちこちで話題になっていた。

　何しろあの戦いの勝者は、実質的にはアークだったようなものだ。

　連戦連勝の《騎き士し姫》レイナ・ブラッドフォードが、今回初めて出場した無名の術師に対して、膝ひざを屈してしまった。

　しかも、あの試合、観戦者が少なかったせいもあって、話が広まる間に変な方向に捻ねじ曲げられてしまっていた。

　試合中にアークがレイナを押し倒して愛の言葉を囁ささやいた、だの。

　実はあの二人は恋人同士で、だからアークはわざと勝ちを譲ったのだ、だの。

「あんなもん、無視すりゃいいんだよ」

「……駄だ目め。こうやってアークと私がラブラブだってことを見せつけて、あの女とは何の関係もないって示さないと」

「って言っても、お前のことは皆、召喚獣レヴナントだと思ってるしなぁ……」

「……そんなこと言って、アークだって喜んでるくせに」

「あ？　何がだよ」

「……背中の感触。気づいてないわけがない」

「くっ、お前……！」

　頑がん張ばって意識しないようにしていたのに、言われたせいで無視できなくなった。

　抱きついてくるユリノの大きな両胸が、背中にはっきりと感じられる。

　動く度たびに揺れるそれは先ほどから、ふにょんふにょんと、アークの身体を押していた。

「やっぱり離れろ！　今すぐ！」

「……駄目。もっとアークを欲よく情じようさせる」

「すでに目的が変わってるじゃねえか！」

　わあわあ騒ぎながら二人は食堂に到着する。

　校こう舎しやの中央、告知板がある玄関ホールの、すぐ奥だ。

　大きな空間に、ところ狭しと椅い子すとテーブルが並べられている。

　昼食時なので、特に混み合っていた。

　アークは適当にパンを買って、なんとか空あいている席を見つけ、確保する。

　ユリノは物を食べないので何も買っていない。

　凝ぎよう縮しゆくされた召喚粒子マテリアによって構成されている召喚獣レヴナントは、見かけ上普通の生物と同じように振る舞えるので、口に入れて咀そ嚼しやくして飲み込んで……まではできるのだが、そのあとの消化吸収が行われないのだ。

「なかなか慣れねえな……」

「……私は平気。だけど、アークが気になるなら、解決法がある」

「お、なんだ？」

「……私がアークを食べる。これで二人とも食事ができる」

「…………」

「……安心して。性的な意味でだから」

「それは分かってる……」

「……やった。許可が出た。うふふふ……」

「出してねえよ興奮すんな！」

　と、二人が騒ぎ合っているところへ、



「こちら、座ってもよろしくて？」



　横からそんな声が飛んでくる。

　金色の髪に学がく帽ぼうを乗せ、片手剣シヨートソードを腰に提さげたお嬢じよう様さま──レイナ・ブラッドフォードが、トレイを持って立っていた。

　どことなく不ふ機き嫌げんそうに見える仏ぶつ頂ちよう面づらで、アークたちの向かいの席を示す。

「ああ、いいぞ──」

「……駄だ目め。空いてない」

　アークが答えるのを遮って、ユリノが言い放つ。

　レイナは怪け訝げんそうな顔で、

「あら、誰か後からいらっしゃいますの？」

「いや、そんなことはない──」

「……ないけど、その席は呪のろわれた席だから。座ると立てなくなると言われている。止やめておいたほうがいい」

「ほ、本当ですの!?」

「勝手に怪かい談だんを捏ねつ造ぞうするな！　レイナも信じるなよ……空いてるから座っていいぞ」

「でしたら……遠えん慮りよなく」

　それでも若干じやつかん気味悪そうに、その席に腰を下ろすレイナ。

　トレイを置くと、金色の絹きぬ糸いとのような髪を軽く後ろへ払う。トレイに乗っているのは、カルボナーラソースのかかったパスタだった。

「……なんでアークはこの女に甘いの」

　小声でボソボソとユリノが言ってくる。

「はぁ？　いや、これだけ混んでるんだから、相あい席せき断るのは悪いだろ」

「……じゃあ、この女じゃなくても座らせた？」

「まあ、そりゃそうだろ」

「……ならいいけど」

「？」

　無表情のまま、しかしどこか不満気に言うユリノに、アークは首を傾かしげるしかない。

　彼女が何に怒っているのか、よく分からなかった。

「…………」

「うぉっ？」

　アークは思わず声を上げる。

　レイナが、碧へき眼がんを釣り上げて彼のほうを睨にらんでいた。

「な、なんだ。どうした？」

「あ、いえ、その、別に……なんでもありませんわ」

　レイナはいつになく歯切れ悪くそう言うと、視線を下に落としてしまう。

　そして食事を再開するのだが、それでもチラチラと、何か言いたそうにアークのことを見てくるのだった。

　そんな彼女の様子を見て、ユリノがいきなりアークの腕を掴つかむ。

「……行こうアーク」

「わ、何するんだ。俺はまだ食べてる途中だっ」

「……大丈夫。今日は暖かいから、外で食べると気持ちいいよ？」

「いや、今からわざわざ移動するのは面倒臭い──おい、引っ張るなって」

「──お、お待ちなさい！」

　レイナが慌あわてた様子で声を上げた。

　大きかったせいで、一瞬周りから注目を浴びてしまう。

　皆すぐに視線を戻したが、何人かは彼女が《騎き士し姫》だと気づいただろう。

　アークはユリノの腕を解ほどくと、座り直して、彼女を見る。

「やっぱり何かあるんじゃねえか。なんだよ？」

「は、はい。その……ですわね……」

　レイナは落ち着かなそうにフォークをクルクル回しながら口ごもる。

　フォークに絡まったパスタが丸まって凄すごいことになりつつあった。

「ええと……昨日は……その……起こすとき手を貸していただいて……あ、えっと、その前に、あのときは、助けてくれて……いえ、別に助けが必要だったわけではありませんのよ？　けど、それはそれとして、貴方あなたの行動に……その……っ」

「……？」

　さっぱり要よう領りようを得なかった。

　何やら、昨日の試合のことと、その前にロンバルディアたちに絡まれていたときの話をしているらしいが、それがどうしたのか分からない。

　孤高の《騎き士し姫》らしからぬ歯切れの悪さだ。

　顔が赤いし、風か邪ぜでもひいているんじゃないか、とアークはむしろ心配になる。

「すまん。何が言いたいのか分からないんだが」

「で、ですから──」

　レイナはキッとアークを睨にらむと、



「わわ、わたしと決けつ闘とうしなさいっ！」



　いきなりそう言い放った。

「…………はぁ？」

「いえ、その、ええと……」

　レイナはますます顔を赤くして、わたわたと両手を振り回す。

　無む理り矢や理り自分を落ち着かせるように、わざとらしい咳せき払ばらいを二度三度。

「そ、そう。決闘ですわ決闘。わたしは、貴方を立派な騎士道精神の持ち主と認めます。しかして、先日の試合の結果は、騎士として全く不本意なもの。ですから、改めて手合わせし真の決着をつけようと、そういう話ですわっ」

　どうですの？　とやや余裕を取り戻し、得意げな顔でアークを見てくるレイナ。

「どう……って言われてもな。俺は別に騎士のつもりはねえし。だいたい昨日の試合はもう決着がついたんだ。改めて決闘なんて──」

「そんなことはありません！　昨日の貴方は、まるでお兄様のようで……」

「え？」

「！　い、いえ。とにかく！　わたしは、あの試合に納得が行かないのです！　だから決闘しなさい！」

「そんな無む茶ちやな……」

　そもそも、召喚対戦サモン・クルセイドと授業以外の私的な決闘は、学則で禁じられているはずだ。

　とはいえ、こっそり戦う生徒はいるし、学院もある程度は黙もく認にんを通しているが。

　しかし、アークは死者の魂たましいを召喚したということで目をつけられてしまっているので、あまり騒ぎを起こしたくない。

　と、それまで黙っていたユリノが不意に口を開いた。

「……駄だ目め。アークと私に、そんな暇ひまはない」

「そ、そうだぜ。俺たちは忙しいんだ。放課後は毎日訓練してるしな」

「で、では第七曜日ドミニカはどうですの？　授業も召喚対戦サモン・クルセイドの試合もありませんわ。少しくらい時間が取れるのではなくて？」

「あ、いや……」

「……第七曜日はデートする」

「そうそうデート──しねえよ!?」

　アークは小声でユリノに言う。

「お前な……第七曜日は《月架翔刃ルナテイツクフイスト》を完成させるって言っただろ。出かける暇ひまなんかねえぞ」

「……今はそういうことにしておくべき。じゃないとこの女はずっとつきまとってくる」

「けど、嘘うそをついてまで……」

「どういうことですのっ？」

　コソコソ話していると、レイナが噛かみ付くような口調で言ってきた。

「い、いや違うんだ。騙だますつもりはなくて──」

「《月架翔刃》……あの戦せん技ぎ、あれで未完成なんですの!?」

「あ、そっち……？」

　アークは拍ひよう子し抜けするが、確かに自分の召喚獣レヴナントを打ち破った技のことは気になるのだろう。

　レイナはジッとアークを見てくる。

　話すまで解放してくれそうにない。アークは仕方なく説明することにした。

「──あれは俺とユリノがそれぞれ、拳こぶしと刃やいばの一点に召気アニムスを集中させて相手にぶつける戦技だ。あのときは召気の操作が不充分で、全力が出せなかった」

「わたしのネフィリムにあれだけのダメージを与えましたのに……？」

「直前にジャンプしただろ。あのとき足の方に集中させた召気の移動が間に合わなかったんだ。だからあれは『本当の全力』じゃない。それに、俺とユリノの攻撃を同じ場所に当てられなかったから、ダメージが分散してしまった」

「…………」

「理想は、あの戦技で召喚を完全に解かい除じよさせることだ。だから、まだ未完成なんだよ」

　そう言いながらレイナの方を見て、アークはギョッとする。

　彼女は、真っ赤に染まった頬ほおをわずかに膨ふくらませ、上うわ目め遣づかいにアークを睨にらんでいた。

　なんというか、得意げに自分の持っているおもちゃを自じ慢まんしていた子供が、それよりさらに立派なものを相手に見せられたときの表情、とでも言えばいいだろうか。

　とにかく、悔しそうだった。

「そんな……ネフィリムの鎧よろいをあんなにしておいて、未完成だなんて……わたしを押し倒しておいて、まだ物足りないだなんてっ……！」

「おい！　変な言い方をするな！　大体あの試合はお前の勝ちだったろうが」

「あんなもの勝ったとは言えません！　やはり再戦ですわ！」

「……だからアークと私はデートで忙しい」

「話が元に戻ってるぞ……」

　しかしレイナは今度は、それに喰くい付いてきた。

「召喚獣レヴナントとデートなんてとんだ変態ですわ！　そんな特とく殊しゆな嗜し好こうの持ち主だったなんて……ま、まさかあの旧学生寮りようで二人きりで……なんてことをっ！　幻げん滅めつですわ！」

「待て、落ち着け！」

　勝手に興奮し出すレイナに、アークは慌あわてて弁べん明めいする。

　誤解されるのはまだいい。

　だが──召喚獣との性せい行こう為い禁止という──国令を破っていると思われるのは困る。

　変に噂うわさが広まって、学院に疑われでもしたら厄やつ介かいだ。

「俺にそんな趣味はないからな？　普通に人間の女が好きで──」

「そ、それでわたしの胸を……っ！」

　レイナは身を抱いて、ガタガタと椅い子すを揺らしアークから遠ざかる。

「あれは事故だっ！」

「怪あやしいものですわ！　なにしろ召喚獣とデートしようという変態なのですからっ」

「だからそれも……」

　誤解だ、と言いかけて、アークは言葉を止める。

　デートすることにしておかないと、レイナは決けつ闘とうの件を諦あきらめない。

　しかしそれ以外のことは否定しておきたい。

　だが、そんな冷静な説明ができそうな空気ではなかった。

（ああもう、どうしろってんだ）

　投げやりな気分になってきたアークの前でレイナは、

「もう結構ですわ！」

　一声叫ぶと、荒い足取りで食堂を出て行ってしまった。

　あとには、完全に球体と化したパスタが残された。

　アークはユリノを睨にらむ。

「おい、どうするんだ。ひどい誤解をされたじゃないか」

　ユリノはまるで気にしていない様子だ。

「……これでいい。これであの女はアークに絡んでこなくなる」

「そうだろうけどなっ！」

「……それとも、なに。アークはあの女にもっと絡まれたかったの？」

「そうじゃねえけど……なんだよ。なんでそんな膨ふくれてるんだ？」

「……別に」

　と言いつつ、ユリノの不ふ機き嫌げんな表情は治らなかった。

　アークはわけが分からず、首を傾かしげるしかない。

　ちなみに、パスタは勿もつ体たい無ないのでアークが頑がん張ばって全部食べた。



　　　　　　　　　○



　放課後。

　夕食の後の自主訓練を終えて寮りように戻ってから、アークは訊きいた。

「なあ、どうしたんだユリノ」

「……なにが」

「なんかお前、ずっと不ふ機き嫌げんじゃないか？」

　午後の講義に入った辺りからずっと、ユリノはどこか口数が少なかった。

　いつものようにアークに引っ付いてきたりもしない。

　先ほどの訓練も、手を抜いているわけではなかったが、どこか自動的にアークの指示に従したがっているだけというか、身が入っていない様子だった。

「……むう」

　頬ほおを膨ふくらませて呻うめくと、ユリノはアークの腕を掴つかんで自分の部屋に引っ張りこんだ。

「あ、おい、なんだよ」

「…………」

　そのままアークを放り投げるように、一緒にベッドに倒れ込む。

「おい、なんだってんだ？　疲れてるんだから、冗談ならまた今度に──」

「……アーク」

　ユリノは、いつになく真剣な顔で言ってくる。

「な、なんだよ」

「……あの女のおっぱい、揉もみたい？」

「はっ、はぁ!?　何言ってんだ！」

「……不安。あの女に迫せまられて、アークがついフラフラと欲望に負けるかと思うと」

「いや、レイナは決けつ闘とうしろって言ってるだけじゃねえか」

「……むう。アーク、結構鈍どん感かん。それはまあ、ちょっと安心だけど」

「どういうことだよ？」

「……分からないならいい。でも、そのうち他の女が現れて、アークに告白するかもしれない。そのときアークは断る？」

「そりゃ、好きでもない相手と付き合ったりはしねえよ」

「……好きだったら？」

「いや、だから──」

「……アークが他の女を好きにならない保ほ証しようはない。誘ゆう惑わくされて欲望に負けるかもしれない。そうしたら私はどうしたって勝てない。だって私は、召喚獣レヴナントだから。人間じゃないから」

　淡たん々たんと、しかしいつになく多た弁べんな彼女に、アークは圧倒される。

　今やユリノの顔は、どこか思い詰めたようでさえあった。

「……アークだってきっと普通の女の子のほうがいいでしょ。死んでる人間より──」

「もうやめてくれ……っ」

　アークは悲痛な声を上げながら、ユリノの両肩を掴つかんだ。

　そのまま彼女をベッドに押し付ける。まるで押し倒すような体勢だ。

　ユリノの顔が間近にある。

　黒髪に黒い瞳ひとみ。異国風の顔立ち。けれどアークにとっては、とても身近な姿だ。

　もう二度と会えないと思った。

　人間の魂たましいの召喚には、召気アニムスの複雑な操作が必要だった。

　普通は不可能なその特とく殊しゆな行為を、アークは行うことができた。

　だが、簡単なことではなかった。

　上う手まくいかず、何度投げ出したくなっただろうか。

　それでも、ユリノの死から一年後、唯一魂の召喚が可能な夜に間に合わせるため、特訓を続けた。

　そしてようやく──取り戻すことができたのだ。

　冥めい界かいの底から、彼女を救い出せた。

「そんなわけないだろ……」

　絞り出すように、アークは言う。

「……アーク？」

　そう呟つぶやくユリノの唇くちびるは、瑞みず々みずしくて柔らかそうだった。

　掴んだ肩からは、しっかりとした感触と温ぬくもりが、布越しに伝わってくる。

　仰あお向むけになっても分かる大きな胸も、細身ながら肉付きのいい腕や脚あしも、生前の彼女とまるで変わらない。召喚粒子マテリアで構成されていることを忘れてしまいそうなほどに。

「俺は、お前に会いたくて、お前に生き返って欲しくて、お前を召喚したんだ。まだお前は召喚獣レヴナントかもしれないけど、でも、いつか必ず元の通りの人間にするって、本当に生き返らせるって、そう言っただろ」

「……うん」

「だから、お前はお前だ。召喚獣でも、人間でも、俺にとってお前はユリノだ」

「……アーク」

　彼の名を呼ぶ少女は、わずかに眼めを潤うるませていた。

　赤く染まった頬ほお。

　ほんの少しだけ開いた唇の間から漏もれる、熱い吐と息いき。

　無表情なのに、そこには溢あふれるほどの感情が満ちていた。

　そんなことに、アークは今更ながらに気づく。

「…………いいよ」

　ポツリ、と呟くユリノ。

「？」

「……触って、いい。ちょっとだけ」

「っ！」

　アークの心臓が跳ね上がる。

　いつもの彼女とはまるで違う態度。

　恥ずかしがりながらも、なんとか絞り出したようなその声は、だからこそ彼女が本気なのだと分かって──。

「ユリノ……」

　アークは彼女の柔らかそうな唇くちびるを、ほっそりとした身体を、大きな胸を見る。

　触れたい。

　触れたくないわけがない。

　やっと再会できたのだ。

　それを実感したいと思うのは当たり前だ。

　だから、アークは。

　ゆっくりと顔を近づける。

　するとユリノは、びくっ、と怯おびえるみたいに少し身をすくめて、けれど何かを受け入れるように、静かに眼めを閉じた。

　そしてアークは──。

「──悪い。ちょっとテンパってた」

　そう言ってユリノの上からどいた。

　ベッドから降りて、彼女に背を向ける。

「…………アーク？」

　問いかけてくるユリノの声には、明らかに不満が滲にじんでいる。

「……アークのヘタれ。今のは確実にベッドインする流れ」

「だから、それは駄だ目めなんだっての！」

　そう叫びつつ振り返って見れば、ユリノは顔を赤くしてベッドの端はしに逃げていた。

「なんだよ……お前だってメチャクチャ動どう揺ようしてるじゃねえか」

「……う。違う。これは、違う」

「何がだよ……」

「…………召喚獣レヴナントとえっちなことしたら駄目なんて国令、なくなればいい」

　ユリノは話を逸そらすように、恨うらみがましくそんなことを言う。

「……私みたいに人間の姿をしてる召喚獣となら、倫りん理り上の問題なんてないはずなのに」

「いや、それはそれでマズいんじゃないのか？」

　違法な商売に利用されそうな印象はある。

　しかし、一律でそういった行為を禁止することには、違和感を覚えなくもない。

　否いな──自分が不満を持っているから、そう感じるだけだろう。

　アークはそう思い、危険な考えを封ふうじた。

　一方でユリノはまだ不満そうに、頬ほおを赤く染めたまま膨ふくれている。

「……でも、せめてキスくらいしてくれてもいいと思う」

「だからお前は……そんなことして止まらなくなったらどうするんだよ」

「……ふぇ!?」

「なな、なんでもねえよ！」

　とにかく！　とアークは叫ぶ。

「俺は、お前が今は召喚獣レヴナントだからって、他の誰かとそういうことをしようなんて、考えてなんかいないんだよ。だから、変な心配するな」

「……うん」

　頷うなずくユリノの声には、しかしまだどこか不安な響きがあった。

　なので、アークは、髪の毛をかきながら告げる。

「あー…………そうだ。行くって言っといて行かないと、レイナにバレたとき面倒だろうし。だから、行くからな」

「……？」

「第七曜日ドミニカ、ハイライン市に。言っただろ、さっき」

「……デート？」

「ん、まあ……そう言いたいなら、それでいいけどさ」

「……アークっ」

「うぉ!?」

　瞬間移動のような速さで、ユリノが背中に飛びついてきた。

「……嬉うれしい。どこ行く？　食事は何？　夜はどこに泊まる？　どんなプレイをする？」

「あっという間に元に戻ったな!?　落ち着け！」

　ユリノはアークの身体に腕を回して、グイグイと自分の身体を押し付けてくる。

　背中に柔らかい感触を受けて、アークはまたしても危険を感じる。

「言っとくけど、学院の門限までに帰るんだからな！」

　そう告げると、ユリノの身体を引きはがして、逃げるようにユリノの部屋を出た。

「……？」

　そこでふと、違和感を覚える。

　訓練でギリギリまで使ったはずの召気アニムスが少しだけ回復していた。

　身体の疲労も少し軽くなった気がする。

　普通は、こんな短時間で回復したりはしないのだが。

「どういうことだ……？」

　訓練の成果が出てきているのだろうか。

　そう思い、アークはあまり深く考えず、風呂場に向かった。
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　そして、その週の第七曜日ドミニカ。

「……デート、デートっ」

「おい、あまり引っ付くなよ。歩きにくいだろ」

　アークとユリノは、学院の最寄りの街であるハイライン市に来ていた。

《終戦の英雄》クローディア・ハイラインが生きていたころ、ハイライン城の城じよう下か町まちだったここは、今ではミスティア共和国有数の観光都市として栄えている。

　漆しつ喰くい塗りの白い壁が並ぶ中央の大通りは、すごい人混みだった。

「なんだこの人の多さは。もう帰りてえ……」

「……そんな。来たばかりなのに。それはひどい」

「本気で落ち込んだ顔するな。冗談だよ。……で、どこに行くんだ？」

「……服屋さん」

「服？　お前、買う必要なんかないだろ」

　召喚獣レヴナントは、イメージした姿を召喚粒子マテリアの凝ぎよう縮しゆくによって実体化できる。服も召喚粒子で構成することが可能だ。

「……むぅ、アークは何も分かっていない。流行はすぐに変わる。せっかく好きな服を作れるなら、最新のファッションをチェックしておきたい」

「そういうもんかねぇ」

「……そういうもの」

　ユリノはアークの腕を引っ張って、近くにあったブティックに入っていく。

　特に行きたい場所があるわけでもないので、アークはおとなしくそれに従したがった。

「はー、すげえな。たかが服でこんなにたくさんあるのかよ」

　とアークは広い店内に並ぶ洋服の群れを眺ながめながら言う。

　アークたちの故こ郷きようで服屋といえば、中年の夫婦が経営している、仕立てや馬ば具ぐの販売を兼ねた店が一つあるきりだった。

「……アークは遅れてる。そんなことでは、田舎者とバカにされる」

「はぁ」

　アークは気のない返事をする。

　学院にいる間も、外出時も、この制服で充分なので、困ることはないと思うのだが。

　しかし、ユリノが楽しげに服を手にとって、合わせたりしている様子を見るのは、悪い気分ではなかった。

　そんな、誰もが当たり前にできることをする時間さえ、彼女は永遠に失ってしまうところだったのだから。

「……ん？」

　と、そこでアークは、服の群れの向こうに、何やら見たことのある金髪と学がく帽ぼうがチラチラ覗のぞいているのを見つける。

　アークが視線を向けた瞬間、すごい勢いで姿を隠したのだが、あれは……。

「……アーク、どうかした？」

「いや、なんでもない」

　たまたまか、と思いつつアークは視線を戻す。

　しかし──。

　隣のブティックでも、さらに隣のブティックでも、視線を感じて振り向くたびに、見憶おぼえのある金色の髪が、どこかに素早く隠れるのだった。

「…………」

「……もうアーク。聞いてる？」

「悪い。ちょっと待っててくれ」

　さすがに限界だった。

　アークは、どちらが似合うかと服を掲かかげたユリノを置いて、金髪が隠れた方へ向かう。

　トイレを探すような感じで適当な方向に眼めを向けつつ、さり気ない足取りで近づき、

「おい」

「──ひゃわっ!?」

　一気に視線を向けると、やはり思ったとおり、いた。

　お嬢じよう様さまらしからぬポーズで身を潜ひそめていたのは、レイナ・ブラッドフォードだった。

「いいい、いきなりなんですの？　びっくりするではありませんか！」

「びっくりするのはこっちだ。お前、なんでさっきから俺らをつけてくるんだよ？」

「は、はぁ？　そんなつもりはありませんわ」

　立ち上がると、金色の髪をふぁさりとかき上げながら、レイナは言う。

「た、たまたま、偶ぐう然ぜんですわ。貴方あなたがたが勝手に、わたしの行くお店に先回りしていただけではありませんこと？」

「じゃあそのオペラグラスはなんだよ……」

「うぐっ……こ、これは、今度観かん劇げきのときに使おうと思いましてさっき買ったのですわ」

　苦しい言い訳をしながらそれを制服のポケットに押し込むレイナ。

　アークは溜ため息いきを吐つく。

「……あのな。こんなふうにつきまとったって、俺はお前と決けつ闘とうするつもりはないぞ」

「え……？」

「なんだ。違うのか？　そういうつもりでついてきたのかと思ったんだが……」

「む……そ、そう！　そうですわ！」

　と、レイナは突然堂々と言って、アークを指さしてきた。

「召喚獣レヴナントとデートなど、常識的に考えておかしいですわ。わたしと決闘したくないので、わざとそんなことを言ったに決まっています。ですから、こうして、本当に貴方があの召喚獣とデートしているのかどうか確かめていたのですわ」

「……じゃあやっぱり、つけてきてたんじゃねえか」

「うっ……」

　それは……と口ごもるレイナ。

　どうも、何を考えているのかアークには判はん然ぜんとしなかった。

「……アーク」

　そこへユリノがやってくる。

「……戻ってこないと思ったら。なんでデート中に他の女とイチャイチャしてるの？　しかも、よりによってこの女……」

「落ち着け！　イチャイチャなんかしてねえよ」

「そ、そうですわ。貴女あなたのほうこそ、さっきから見てれば召喚獣レヴナントのくせに彼とベタベタして……」

「……私と何するかはアークの自由。ベタベタしても、もっふもっふしても、あなたに咎とがめられる筋すじ合あいはない」

「なんだもっふもっふって……おい、やめろ！」

　ユリノはアークの腕を取って、自分の身体に押し付けてくる。ふんにょりとした柔らかい感触に二の腕が包まれた。

「……だから、お邪じや魔まな泥棒猫はさっさと退散するべき。しっし」

「誰が泥棒猫ですの!?　わたしは別にそんな……ただ、召喚獣相手に人間のような付き合い方をするのはどうかと思いますのよ」

「だとしても……」

　アークは溜ため息いき混じりに言う。

「俺とユリノのことは、お前には関係ないだろ」

「そ……それは、そうですけれども……っ」

　ぎゅうっと唇くちびるを噛かんで、レイナは顔を俯うつむけてしまう。

　両手で制服の裾すそを掴つかみ、泣きそうな表情をされると、罪悪感が湧いてきてしまう。

　そんなにアークに言い負かされたのが悔しいのか。

　孤高の《騎き士し姫》も形なしだ。

（しかし……ユリノが本物だって説明するわけにはいかないし……）

　と、アークがそんなことを思っていると、ユリノが言った。

「……そんなに言うなら仕方ない。レイナもついてくるといい」

「それは……どういうつもりですの？」

「……アークと私のラブラブっぷりを見せつける。それを見て敵かなわないと思ったら、潔いさぎよく身を引くべき。騎士なら、負けを認めることも誇ほこりだって分かっているはず」

「ふ、ふん。敵わないとか負けとか、言葉は不適切な気もしますが、分かりましたわ。貴女がたの行動が、わたしを煙けむに巻くための誤ご魔ま化かしでないと分かったら、決けつ闘とうの件も諦あきらめて差し上げましょう」

「……これで決まり」

　アークが入り込めない領りよ域ういきで、何やら勝手に話がついていた。

　ユリノとレイナの間で目に見えぬ火花が飛び散っているように思えるのは気のせいだろうか。要するに、アークとユリノのデートが偽ぎ装そうではないと納得させればいい、というだけの話のような気がするが。

「……行こう、アーク」

「あ、ああ」

「ちょ、ちょっとお待ちなさい！」

　この状況に、なんだか嫌な予感しかしないアークだった。
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「……どう、アーク。似合う？」

「お、おお。凄すごく似合うぞー。ユリノは何を着ても素敵だなぁー」

「……アークはお世せ辞じが上手」

「ほ、ホントだってー。ユリノは綺き麗れいだからなー」

　後ろから刺さるレイナの視線に耐えながら、アークは棒読みの台詞せりふを発する。

　先ほどから、ユリノが試着室で着替えるたびに、似たようなやり取りをしていた。

　そしてそのたびにレイナの眼めがジットリと細くなっていくのは、やはりアークの演技がわざとらしいからだろうか。

「──なあ」とアークはユリノに小声で言う。「もういいだろ。これ以上やると、かえって怪あやしまれるぞ」

「……駄だ目め。もっとアークに褒ほめられ、じゃない、着たい服が、じゃない、あの女に見せつけないと」

「本音が駄だ々だ漏もれ過ぎるだろ……」

「……あと一着、持ってきたやつだけ」

「はぁ……分かったよ」

　アークは溜ため息いき混じりに頷うなずく。

　しかしレイナはすでに限界だったようで、

「いい加減にしてくださるかしら!?　一体いつになったら別の場所に行きますの？　先ほどから、服を着替えているだけではありませんか」

「……これは、アークがいかに私の趣味に理解があるかの証明。アークはむしろ喜んで私の色々な服装を見て褒めてくれる」

「…………」

　アークは口を出せない。

　見かけ、というか設定ではそういうことになっているので、否定できなかった。

「ですが、それにしても──」

「……レイナも試着するといい。これとか似合いそう」

「な、なんのために、わたしがそんなっ」

「……せっかく一緒にいるんだし、レイナも楽しんでくれると、嬉うれしい」

「くっ……そ、そんなに言うんでしたら……」

　突然態度が柔らかくなるユリノに、アークは何か怪あやしいものを感じる。

　が、レイナは気にする様子もなく、服を受け取って隣の試着室に入っていった。

　ユリノも引っ込んで扉を閉じる。

　アークが所しよ在ざいなげに待っていると、ほぼ同時に両方の試着室の扉が開いた。

　そこに立つ二人の少女の姿に、アークは思わず息を呑のむ。

　ユリノはこれまで試着したのとは雰ふん囲い気きの違う、異国風の衣い裳しようだった。

　一枚布に近いきらびやかな服で、合わせた布の間から胸の谷間が大だい胆たんに覗のぞいている。

「……どう、アーク」

「お、おう。すごいな……めちゃくちゃ似合ってる……」

　思わず口からそんな言葉が出てくる。

「……やった。やっと本音で褒ほめられた」

　と呟つぶやくユリノ。

　その、ほんの少しだけ持ち上がった口くち許もとを、アークは無性に可愛かわいいと感じる。















「……ところで、レイナの方は？　似合ってる？」

　ユリノはなぜか、わざわざそんなことを言ってくる。

　アークは不ふ思し議ぎに思いつつも、彼女の方に眼めを向けた。

「ど、どうですの？」

「ああ、あー……」

　とアークは思わず残念そうな声を上げてしまった。

　いや、悪くはないのだ。

　その白いワンピースはレイナによく似合っていた。肩周りを大だい胆たんに露ろ出しゆつさせ、スカートは複数の布が重ねられて、複雑な構造が脚あしの長さを強調している。制服とはまた違った魅力を、レイナから引き出していた。

　まさに夜会に赴おもむくご令れい嬢じようだ。

　ただし……サイズが合っていない。

　特に胸周りの。

　なんというか、スカスカしてしまっている。

　ユリノとレイナは、身長はほぼ同じだが、胸のサイズは悲しいほどに差があった。

　ユリノが自分用に持ってきた服をレイナが試着したら、当然こうなるだろう。

「おいユリノ。お前分かっててやったな」

「……なんのこと。私は知らない。これは不幸な事故」

「ぐぐ……貴女あなた！　どういうことですの!?　貴女が似合うと言ったからわたしは……！」

　横から叫んでくるレイナにユリノは素そ知しらぬ顔で、

「……似合ってはいる。でも、胸の小ささが予想以上だった」

「くっ……別に、そのような脂し肪ぼうの塊、騎き士しには不要のものですわ！」

「……そう。でもアークは大好きだよね」

「なっ、ユリノてめっ、こんなところでバラすことじゃねえだろ」

「バラす……ということは事実なのですわね？」

「あ、いや……」

「もしかして……あのときわたしの、その……サイズを調べて、その上で用はないと判断して、それであとから『わざとじゃない』などと言って誤ご魔ま化かしてましたの!?」

「そんなわけあるか！　どんな変質者だ俺は!?」

　アークは否定するが、興奮したレイナは聞く耳を持たないようで、

「この変態！　信じられませんわ！　こんな屈くつ辱じよくを受けるなんて！」

　パァン！　とアークの頬ほおを派手に叩たたいて、彼女は試着室に引っ込んだ。

「おい……なんで俺が叩かれるんだよっ！」

　納得が行かず声を上げるアーク。

　ユリノはなぜか、うんうんと満足げに頷うなずき、

「……これであの女も諦あきらめるはず」

　よく分からないことを言いながら試着室に戻っていった。
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「さ、先ほどは失礼いたしましたわ」

　と、ブティックとは打って変わってしおらしい様子で、レイナは頭を下げた。

　お昼時の、レストランの二階席。

　ハイライン市の中央広場を丸く囲む店々の内の一つだ。

　アーク、ユリノ、レイナの三人は窓まど際ぎわの席に腰を下ろしていた。

　ポジションはこの前のお昼と同じく、アークとユリノが隣同士、正面にレイナである。

　窓の外には、広場中央の銅像が見える。

　召喚獣レヴナントの翼馬ペガサスにまたがり、剣を天に高く掲かかげたその女性は、《終戦の英雄》クローディア・ハイラインだ。

　そちらにそれとなく眼めを向けていたアークに、レイナは続けて言ってくる。

「お詫わびに、昼食はわたしに奢おごらせてくださるかしら」

「いや、別にそこまでしなくても……」

　叩たたかれた頬ほおは、別にもう、全然痛くもない。

　が、ユリノが通りかかった店員を呼び止め、

「……これとこれとこれとこれを」

「ちょっと、お待ちなさい！」

　とレイナがツッコんだときには、店員はその場を立ち去ってしまっていた。

「……なに」

「だれが貴女あなたに奢ると言いましたの!?　そもそも貴女、召喚獣なのですから何も食べないでしょう？」

「……今のはアークの分。アークが好きそうなものは完璧に把は握あくしている」

「ぐっ……？」

　そうなんですの？　という感じに睨にらんでくるレイナに、アークは頷うなずくしかない。

　確かに、今ユリノが注文した料理は、どれもアークの好みだった。

「……ほら、またアークと私のラブラブっぷりが証明された。料理の好みに詳しいなんてこれはもう夫婦のレベル」

「しょっちゅう食事が一緒だっただけだろ……」

　家が隣同士なので、よくどちらかの家で食べていたのだ。

「しょっちゅう一緒だった……ですの？」

「あ、いや……ほら、召喚してからずっとな」

　アークは慌あわてて誤ご魔ま化かす。

　レイナは疑い深そうな視線を向けてきたが、突然プイとそっぽを向くと、

「注文したものは、貴方あなたに責任を持って食べていただきますわねっ」

「おう……」

　いきなり不ふ機き嫌げんになったレイナを訝いぶかしみながら、アークは頷うなずく。

　注文しすぎだったのかもしれない。

　ブラッドフォード家は騎き士しの名門だが、羽は振ぶりが良いわけではないという話だった。

　ならば、ここは自分が払っておくべきだろうか。

　しかしそれはそれで彼女のプライドを傷つけそうだ。

　と悩んでいる間に料理が運ばれてくる。

　ハイライン市には漁港があり、多くの海産物が取れる。テーブルに並ぶのは、スズキのパイ包み焼き、サーモンのムニエル、アサリがたっぷりのクラムチャウダー、などなど。

　どれも確かにアークの好みだが、さすがに量が多い。

　アークは、向かいの席で膝ひざに手を置いているレイナに言う。

「なあレイナ。お前も一緒に食べてくれないか」

「何を言ってますの？　責任を持って食べろと言ったばかりではありませんか」

「そうだけどな。でも、無理して食べてももったいないし、何より、食事は人と一緒にしたほうが楽しいだろ？」

「う……そ、そこまで言うなら、仕方ありませんわね」

　言って、レイナはナイフとフォークを手に取った。

　アークは内心で安あん堵どの息を吐く。

　正直、この状況で一人きりで食事をするのは気まずすぎる。

　そしてレイナは、こう言わなければ、絶対に自分から食べようとはしなかっただろう。

　なんというか、真面目まじめすぎるのだ。この《騎士姫》様は。

「なあ──」

　と、自分も料理に手を伸ばしながらアークは言う。

「お前、なんでそんなに騎士であることに拘こだわるんだ？」

「……それは」

「お兄様、ってのと関係あるのか？」

「なっ……なんでそれを知っているんですの!?」

「この前、昼休みに一緒だったとき呟つぶやいてただろ。俺がお兄様に似てるとかなんとか」

「聞こえていたんですのね……っ」

「まあな。俺、耳は悪くないつもりだぜ」

「…………」

　レイナは戸惑うように、フォークでマグロのバターソテーを突き崩していたが、やがてポツリと口を開いた。

「──お兄様は、わたしとは歳としが離れていましたわ。それでも、厳げん格かくなお父様よりは、お母様に似て優やさしい方で、わたしのことをとても可愛かわいがってくれました。一方で、剣や乗馬の才能にも満ち溢あふれていて、まさに騎き士しの理想を体たい現げんしたような方でしたわ。

　召喚術師サマナーを目指していたお兄様は、クローディア召喚学院に入学しました。第七十七期生。入学審査の成績は、筆記実技共にトップでしたわ」

　アークたちが第八十八期なので、もう十年以上前ということになる。

「……ん？」

　と、そこでアークは気づく。

「待てよ。確かロザリア先生も七十七期じゃなかったか？　で、召喚対戦サモン・クルセイドの優勝者──聖召喚騎士サモン・クルセイダーの称しよう号ごうを持ってたよな」

「ええ……そうですわね」

　聖召喚騎士の称号は、《終戦の英雄》クローディア・ハイラインを初代とし、その後召喚対戦の優勝者に順に与えられていく。

　アークたちの担任であるロザリア・エインズワースは第七十八代聖召喚騎士、ということになる。

「ってことはつまり、レイナの兄貴は、ロザリア先生に負けたのか？」

　アークの問いに、レイナは緩ゆるく首を横に振った。

「いいえ……お兄様は、召喚対戦そのものに参加しなかったのですわ。第二学年時の夏休みに、帰き省せいする途中行方ゆくえ不明になり……」

「……っ！」

「そしてそのまま、ですわ。エインズワース先生に訊きいてみたこともありますが、第二学年になった頃から、授業を病欠することが増えたことくらいしか分かりませんでした。

　どうしてお兄様がいなくなったのか、自分の意思なのか、何かの事故があったのか、そういったことはまるで分かっていません。

　お父様も、お母様も、もうお兄様のことは諦あきらめているようです。わたしがこうして召喚学院に入学し、聖召喚騎士を目指しているのも、わたしがお兄様の代わりになろうとしているからだと思っているでしょう。

　けれどわたしは、そんなつもりはないのです。今はまだ力不足ですが……学院を卒業したら、お兄様を探しに行くつもりです。そして、聖召喚騎士の称号を手に、胸を張って再会したいのです」

　レイナは、胸元からネックレスを取り出した。

　制服に隠れて見えていなかったが、その金きん鎖さの先には、小さな十じゆう字じ架かが付いていた。

「それは？」

「……お兄様が召喚学院に入学する前にくれたものですわ。同じものをお兄様も持っています。この十字にかけて、わたしはブラッドフォード家の名誉を護まもるため、いついかなるときも騎士たろうと誓ちかったのですわ」

　そして彼女は、十字架をすぐに大切そうに制服の中にしまい込んだ。

　まるで、それが兄の思い出そのものであるかのように。

「…………」

　アークは言葉もない。

　誰もが、様々な想おもいを持って、召喚対戦サモン・クルセイドに参加している。

　だからこそそれは、信じるもののための戦いクルセイドと言われるのかもしれない。

「……悪かったな。変なこと訊きいて」

「いえ……学院でこの話をしたのは初めてですわ。少し、気が楽になったような気もします。ありがとう、と言わせていただきますわ」

「おう。そんなら良かったけど……」

　そんな言葉を交わしたきり、二人は口を閉ざしてしまう。

　どこか妙な空気になったところで、横からユリノがポツリと言った。

「……つまり、レイナはブラコン」

「は、はぁ!?　どうしてそうなりますのっ？」

「……どうしてもこうしても、今の話を聞いたら百人中千人がブラコンって言う」

「人数がおかしいですわよっ！」

「……しかも、その兄に似てるからって、アークに惚ほれるなんて、かなりの重症」

「ほ、惚れ……っ！　違いますわ！　それはお兄様とは関係ありませ……じゃなくて！　アークのことは、単に騎き士しとして認めただけですのよ！」

　一気に食卓に騒がしさが戻ってきた。

　アークは頭を抱えたくなる。ユリノは変な勘違いをし出したし、レイナはレイナで混乱してか、真っ赤になって妙なことを口走っている。

　と、そこでレイナが誤ご魔ま化かすように声を上げた。

「そ、それよりっ。お返しに、というのも変ですけれど、貴方あなたたちの話も聞かせてくださいませんこと？」

「俺たちの……？」

「そう……一年前の事故のことですわ」

「……！」

　再び一気に静まった空気の中、アークは表情をやや真剣なものにして言う。

「話って言ったって……あれは単なる『事故』だぜ。乗ってた馬車が暴走して、崖から転落したんだ」

「現場の崖は、学院とハイライン市をつなぐ道の途中ですから何度か見たことがありますが、道から随ずい分ぶんと離れていて、簡単にそちらへ行ってしまうような場所ではありませんわね。ただの事故だったとは思えないですわ」

「…………」

「お願いします。根拠はありませんが、何か、お兄様の行方ゆくえの手がかりになるかも……」

「…………はぁ」

　アークは小さく溜ため息いきを吐ついた。

　こんな、今にも泣き出しそうな表情で懇願されては、断りきれるものではなかった。

「分かったよ。知ってる奴やつは知ってる、公然の秘密ってやつだしな。けど、残念ながら、お前の兄貴の行方ゆくえ不明とのつながりは別にないと思うぜ」

「公然の秘密……というのは、どういうことですの？」

「だって、とんでもない不ふ祥しよう事じだろ──」

　アークは皮肉な笑みを浮かべて言った。

「学院のすぐ近くで、正体不明の召喚術師サマナーに馬車が襲おそわれて死人が出たなんてさ」

「なっ……」

　レイナは彼の言葉に絶句する。

「信じられませんわ。そんなことが……」

「ま、誰だってそう思うよな。だからこそ、事実にもかかわらず、その話は根も葉もない噂うわさってことで、それほど広まってないんだ」

　クローディア召喚学院は、ミスティア共和国を含む大陸全土で唯一の召喚術師養成機関である。

　あらゆる分野へ優秀な召喚術師を輩はい出しゆつする学院の権力は、召しよう喚かん術じゆつの研究において最さい高こう峰ほうであるミスティア大学よりも上だ。

　ミスティア共和国が現在、大陸の国際政治の主導的立場に立てているのは、クローディア召喚学院の権けん勢せいゆえと言っても間違いではない。

　そのため、召喚術師たちの社会的地位はクローディア召喚学院の権けん威いに護まもられている。

　だから、召喚術師がわざわざ召喚学院に泥を被かぶせるような事件を起こすはずはない。

　だが──。

「実際にあったんだから仕方がないだろ。俺たちの他に乗ってた乗客は三人とも死亡。生き残ったのは俺と御ぎよ者しやだけだった。もう一人、荷物を学院に届ける運送屋の男がいたんだが、こいつだけ行方不明になっている。この男が召喚術師を手引きして、乗客の内の誰かを狙ったんじゃないかって話だ」

　その光景は、今でも夢に見るほどに、記憶の中で鮮明だ。

　あのとき──。

　暗い夜の森の道を、ランプの明かりを頼りに馬車はノロノロと進んでいた。

　突然轟ごう音おんが鳴り響き、窓の外が昼よりも眩まばゆい光に包まれた。

　雷鳴と稲光は、馬車を狙い撃つように、執しつ拗ように何度も繰り返される。

　恐きよう慌こうに陥おちいった馬は暴走し、道を外れ、森の中を駆かけ──。

　──崖から転がり落ちた。

　そしてアークは、バラバラに破壊された馬車から放り出され、気を失い──。

「──気がついたら、崖の途中の樹きに引っかかってた。雨が降った様子もないし、その雷みたいのは、召喚獣レヴナントの攻撃だったんだと思う」

「なるほど……」

「……それに、ユリノが犯人らしい姿を目撃したらしい」

「……っ！」

　眼めを丸くするレイナ。

　ユリノがコクリと頷うなずいて、

「……馬車から放り出されて、落ちてく途中。崖の上に立って、こっちを覗のぞき込んでる人が見えた。顔は暗くて見えなかったけど、服装が特とく徴ちよう的だった。多分、見れば分かる」

「じゃあ……貴方あなたがたは、その人物を見つけて復ふく讐しゆうをするつもりですの？」

「いやぁ、どうだろうな」

　アークは頭の後ろで手を組む。

「そういうことには、あんまり興味がわかねえな。ま、実際そいつと会ったらどうするか分かんねえけどさ。でも、わざわざ探そうとまでは思わねえ」

　そもそも、手がかりが少なすぎて探しようがない。

　ユリノとは召喚してから何度かこの話をしていたが、今言った以上のことは思い出せないようだった。

　一応ロザリアにも伝えておいたが、彼女も「せめて顔が分かればな」と言っていた。

　それよりは、とアークは内心で思う。

　今の自分には、召喚対戦サモン・クルセイドで優勝すること、そしてその先──ユリノを本当に生き返らせる方法を探すこと──その方が重要だ。

　復讐などしたところで、ユリノが甦よみがえるわけではないのだから。

「…………すみません」

　とレイナが言ってくる。

「無理に聞き出してしまって。嫌なことを思い出させてしまいましたわね」

「いや……お前の気持ちも分かるしな」

　もしアークがレイナの立場だったなら……ユリノが死んだのではなく、行方ゆくえ不明になったら、やはりどんな些さ細さいな手がかりでも、探ろうとするだろう。

「少しだけ、似ていますのね。わたしと貴方は」

「ああ。そうだな……」

　そう言って苦笑し合うアークとレイナ。

　それをどことなく不ふ機き嫌げんそうに見ていたユリノは、通りかかった店員を呼び止める。

「……デザートにこれとこれとこれとこれを」

「ちょっと！　先ほどから、なんで貴女あなたが注文していますの!?」

「……だからアークが食べる。アークは甘いものも好き。ね？」

「まあ、そうだけど……」

　確かにそのとおりなので頷くと、レイナはキッとアークを睨にらみつけ、

「お、お兄様は甘いものはあまり嗜たしなみませんでしたわ！　辛いものがお好きでしたわ！」

「いや、知らねえよ……」

　やっぱりブラコンじゃねえか、という言葉を、アークは飲み込んだ。

　と、そこで急に、レイナが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「ん？　どうした？」

「いえ。ちょっと気になったのですが……なぜこのユリノは、召喚獣レヴナントなのに、死ぬ直前にユリノが見たもののことを知っているんですの？」

「──っ！」

「好きな食べ物は、まあ、教えれば済むことですが、犯人を目撃したことなどは、ユリノが死ぬ前にアークに伝えなければ分からないことですわよね？　でも先ほどの話ですと、『事故』のときにそんな余裕はなかったように思えましたが……」

「いや、それは、だな……」

　しまった、とアークは歯は噛がみする。

　まさかそんなところで疑問を抱かれるとは思わなかった。

（くそ、どうする？）

　と、言い訳の言葉を探していると。

　不意に、窓からそれが飛び込んできた。
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「ひゃあああああ！」

　そんな間抜けな悲鳴を上げながら、窓から飛び込んできた何かは、テーブルやら椅い子すやら食器やらを巻き込んでゴロゴロと転がり、壁にぶつかってようやく止まった。

　窓に硝子ガラスが嵌はまっていたら大だい惨さん事じ──と言いたいところだが、そうでなくても店内は充分な惨さん状じようだった。

「なっ……？」

　アークは絶句するしかない。

　ユリノとレイナも同様のようで、その何かが転がっていった方に視線を向ける。

　そこにひっくり返っているのは、どう見ても、十二歳くらいの少女だった。

　褐かつ色しよく肌にピンク色の髪。異常に布面積が少ない黒の服を身に着けていて、どこか不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きだった。

「ふゃ～、あー、もうびっくりしたぁ」

　恐らくこの場にいる全員が思っているだろうことと同じことを呟つぶやきながら、少女はフラフラと立ち上がった。

　そこでアークは気づく。

　少女は、明らかに普通の人間ではなかった。

　眼めは血で染めたように赤く、両耳の先はつまみ上げたように尖とがっている。

　服の背中からはコウモリのような羽が、尻からは細い尻尾しつぽが生えていて、彼女の動きに合わせるようにユラユラと動いていた。

（召喚獣レヴナント、なのか？）

　と。

「こらぁ！　待てえ！」

　そんな声と共に。

　今度は階段を登ってくる者がいた。

　銀色の髪に緑色の両りよう眼めの、召喚学院の女子生徒だ。

　ほっそりとした身体に身につけた制服は、動きやすいようにか袖そでをばっさりカットしている。スカートにもスリットを入れていて、代わりとでもいうようにスパッツを履はいていた。長なが手て袋ぶくろを着けた腕には、赤い腕わん章しようが巻かれている。

　そんな、原形がなくなりそうな制服の上には、銀色のプレートメイル。手には大振りの三日月斧バルデイツシユ。まるでこれから出しゆつ陣じんするとでもいうような格かつ好こうだ。

「あの鎧よろいと腕章は風フオ紀ルテ隊イスの……」

　アークは、学院の生徒組織の名を呟つぶやく。

　風紀隊──生徒会のもとで活動する警備組織だ。

　と言っても、実際の警備には本職の人間がちゃんと雇われているので、風紀隊の業務は基本的には、生徒同士のトラブルの解決だ。

　と、レイナがツカツカとその風紀隊の少女のところへ歩み寄っていった。















「シルヴィア！」

「え、なになに──げ、レイナっ」

　シルヴィアという名前らしい女子は、レイナの姿を見るなり、その中性的な顔を気まずそうにしかめた。

「なんだレイナ、知り合いか？」

「わたしのルームメイトですわ。バカなことばかりやらかすので、困っておりますの」

「いやだなレイナ。ボクだって、最近は落ち着いてきたと思わない？」

「ではこの騒ぎは何事ですの!?」

　とレイナは、竜巻でも発生したかのような店内の惨さん状じようを指差す。

「これはボクのせいじゃないじゃない……」

　シルヴィアは口を尖とがらせながら周りを見回し、褐かつ色しよく肌の少女の姿を見つけると声を上げた。

「あ！　アイツだよアイツ！　ボクが学院の敷地で見回りをしてたら、アイツがウロウロしてて怪あやしかったから、声をかけたら逃げ出したの。それでここまで追ってきたんだ」

「ん～？　うっわ、まだついてきてた。シツコイなぁもう」

　少女はシルヴィアを見ると、両手を振り回して怒り出す。

　その雰ふん囲い気きは、どう見ても普通の子供だが……。

「──面倒臭いな、もぅ」

　そう言うと、少女は突然、バッと腕を横に広げた。

　すると同時に──。



　──少女の背中の羽が、巨大化した。



「なっ……」

　端はしから端までの距離は、少女の身長よりも長いだろう。

　不ぶ気き味みな色合いの翼よく膜まく、浮き上がった支し骨こつ、長く鋭するどい爪つめはまさにコウモリ──否いな、

「……悪魔？」

　ポツリとユリノが呟つぶやいた、まさにその言葉を連想させた。

「にぃん」

　と笑みを一つ零こぼして。

　少女の羽が激しくはばたいた。

　店内に風が巻き起こる。

　そして、少女は入ってきたときと同じように唐とう突とつに、窓から飛び出していった。

「──な、なんですの、あれは!?」

　信じられないといった声を上げ、レイナが窓から外を覗のぞく。

　アークとユリノも見た。少女は建物の上を悠ゆう々ゆうと飛んでいく。

「あ、待て……ううぇ」

　シルヴィアが声を上げかけて、突然苦しげにしゃがみ込んだ。

「どうした？　ひょっとして今の奴やつに何か攻撃を受けてたのか？」

「ううん……動きすぎてお腹なかが減って……お昼まだなんだよぉ」

「…………」

　マジかよ、とアークは思うが、どうやら冗談で言っているわけではないようだった。

　シルヴィアは本当に力尽きたように、床にへたり込んでしまった。

「仕方ないな……ユリノ、行くぞ！」

「……了解」

「お、お待ちなさいっ！」

　アーク、ユリノ、レイナの三人は階段を駆かけ下りて店を飛び出し、謎の少女を追った。

（学院に侵入した不ふ審しんな召喚獣レヴナント？　もしかして……いや、まさかな）

　アークは思わず頭に浮かんだ考えを振り払った。



　　　　　　　　　○



　空を飛ぶ少女は、まるでアークたちをからかうように動いていた。

　わざと蛇だ行こうして飛んだり、急降下してきたと思ったら高こう空くうへ戻って行ったり、建物に隠れたと思ったらまた現れたり。

「くそっ……追いつかれないと思っておちょくってやがるな……」

　さすがに少し息を切らしながらアークは呻うめく。

　山と海に囲まれたハイライン市は起き伏ふくが多い。

　先ほどから坂道を登ったり下ったりと、無駄な運動を強しいられていた。

「離されては、いないようですけどっ」

　と、こちらも苦しげなレイナの声。

「……でも、このままじゃそのうち逃げられる」

　ユリノは一人平気な態度でそう言う。

　召喚獣の彼女だけは疲労と無縁だ。

「そうだな……よし」

　と、アークはユリノと頷うなずき合うと、不意に少女が逃げるのとは別方向に向かう。

「ちょっと、どこに行きますの!?」

「俺らでなんとかしてあいつを地上に引きずり下ろす。お前はそれを捕まえてくれ」

「引きずり下ろすって……どうやるんですの？」

「まあ、見てろって」

　アークはユリノと共に坂を駆け登る。

　急な坂を登り切ると、街を見下ろせる小高い丘の上に出た。

　距離は遠くなったが、高度は先ほどより少女に近い。

「よし……行くぞ、ユリノ」

「……了解。『鳥』だね」

　頷うなずきを返すと、アークは意識を集中する。

　全身を巡る召気アニムスを感じ取り、それを自分の意思で動かすイメージを描く。

　それは、呼吸を調整して気分を変えるのに少し似ている。だが、それよりも遥はるかに難しい行為だった。

　血液の循じゆん環かんを操作する、というのが近い。

　もちろん、普通の人間にできることではない。

　彼の召気はすぐに手のひらへと集まり、凝ぎよう縮しゆくされた。

　周囲の召喚粒子マテリアが反応して淡い光を放つ。

　同時に、ユリノは召喚粒子によって、手に薙なぎ刀なたを生み出していた。

　そして、

「頼んだぞ、ユリノ」

「……うん」

　軽くステップを踏ふんでジャンプしたユリノの足裏に、アークは召気を集中させた手のひらを当て──。

　──一気に爆発させる。



「《墜鳥破掌ラプターフオール》！」



　光の線を引いて、ユリノは遥か高こう空くうへ。

　対レイナ戦のとき、ネフィリムを攻撃するために二人で跳んだときとは比べ物にならない距離を飛ぶ。

　街の上空を、黒髪の少女はまさに鳥のように舞う。

　否いな、それは鳥を墜おとすために放たれた、一撃の力だ。

「……？　うわわわ！　なになに？」

　レイナの方を見て余裕ぶって笑っていた褐かつ色しよく肌の少女が、接近するユリノに気づき、慌あわてて回避しようと羽をはためかせる。

　だが、遅い。

「……逃がさない」

　振り上げられた薙刀が、容よう赦しやなく少女の背へと叩たたきつけられる。

「ぎゃわ───！」

　どこまでも緊きん張ちよう感の感じられない悲鳴を上げ、少女はレイナが待ち構える地上へと落ちていく。

　そこは、市街地と森との境界だった。

　地面へと叩たたきつけられた少女は、しかし怪け我がなどはまるでない様子で、

「いてててて……酷ひどいよぅ、何あのジャンプ。反則じゃーん！」

　プンスカ怒りながら立ち上がる。

「空を飛べる貴女あなたに言われたくありませんわ」

　レイナがそこへ追いつき声をかける。

　彼女の傍かたわらには、すでに召喚した巨人、ネフィリムが立っていた。

「うげっ、なんかゴツいのが出てきた！」

　少女はそう声を上げ、レイナに背を向けて森の方へ逃げ出す。

　羽を使わないのは、召喚主マスターの召気アニムスが尽きてきたからだろうか。

「逃がしませんわ！」

　レイナは声を上げ、パートナーへと指示を飛ばす。



「《断裁せよターミネイト》！」



　ネフィリムの腕の鎧よろいが変形し、空気を吐き出しながら回転を始める。

　唸うなりを上げ、眼めに見えぬ速度で廻まわるその腕を、巨人は高速で移動しながら、逃げる少女の背へと叩き込む。

「うっひゃあっ！」

　弾はじき飛ばされた少女は、そのまま放物線を描いて力なく地面へと落ちていき──それを追いついたネフィリムがもう片方の手でしっかりと捕らえた。

　腕の中で少女は「きゅうぅ～」と間抜けな声を上げて、ぐったりとしていた。

　アークとユリノがそこへ追いついてくる。

「捕まえましたわ」

「おう、上う手まくいったな」

　アークは、得意げに言うレイナに笑みを浮かべる。

　その横でユリノが、少女を捕らえているネフィリムを見上げ、

「……それにしても凶悪。いたいけな少女にあんな技を仕掛けるなんて。レイナは鬼畜」

「ちょっ……言いがかりは止やめてくださいませんこと？　相手が召喚獣レヴナントだと分かっていたからですわ。あれは、相手の召喚粒子マテリアの結合を崩して、召喚を解かい除じよさせるのに特化した技ですのよ」

「待て待て。それ、もし召喚が解除されていたら、召喚主には逃げられてたじゃねえか」

「あ……」

　レイナは、しまった、という顔になる。

「……レイナ、間が抜けてる」

「い、いいではありませんの。結果的にこうして捕まえられたのですし。それより、近くに召喚主がいるはずでしょう？　逃げられる前に見つけないと」

　そうだ。

　こうして召喚獣レヴナントを捕らえても、召喚を解かい除じよされてしまえば意味はない。

　召喚獣は召喚主マスターが発する召気アニムスによって実体化を保たもっているので、この少女の主あるじも遠くない場所にいるはずだ。

「しかしあの子供、ネフィリムの打撃を受けても召喚粒子マテリアが全く乱れませんでしたわ。主は相当力量のある召喚術師サマナーに違いありませんわ」

「おいおい、あんまり脅おどかすなよ」

「……負け惜しみ？」

「ち、違いますわよっ」

　そんな会話を交わしながら三人は辺りを見回す。

　と。

「……ん？」

「どうしましたの？」

「いや……今、森のほうで何か動いたような……」

　そちらにアークは視線を向ける。

　未いまだ気絶している少女を捕らえたネフィリムが立っている。

　そのさらに向こうの森で、何かが──。



　──ザンッ。



　一迅の風が吹いた。

　次の瞬間。

「ネフィリム!?」

　レイナが悲鳴のような声を上げる。

　見れば、少女を捕らえていた巨人の左腕が付け根からバッサリと切断されていた。

　まるで巨大な刃物で斬り裂かれたように。

　本体から離れてしまった腕は、召喚粒子の結合を解かれ、光となって消える。

　捕らえられていた少女は、そのまま地面に落ちて尻しり餅もちをつき、その衝しよう撃げきで眼めを覚ましたようだった。

（なんだ？　何が起きた……？）

　何も見えなかった。

　どんな攻撃が巨人の腕を断ち切った──？



「ったく、何捕まってやがるんだ、ボケ」



　口くち汚ぎたなく罵ののしる声が、アークたちの背後から聞こえた。

　振り向くと、そこには奇妙な出いで立たちの少年がいた。

（なっ……いつの間に現れた!?）

　年齢はアークたちと同じくらいだろう。黒髪に、やや赤みがかって見える黒くろ眼め。細身の身体に張り付くような服。その上には黒いローブを羽織っている。

　そして、服の至るところに、様々な形の、銀色のアクセサリがジャラジャラとまとわりついていた。

　手には奇妙な武器を握っている。

　薄っぺらい車輪のような形で、その外側にぐるりと刃がついている。一いつ箇か所しよだけ持ち手の部分があって、どうやら回転させながら相手に投げて使用するもののようだ。

　しかし──。

（あれを投げてネフィリムを攻撃したのか……？）

　森に隠れていたのがこの男だったとしたら、アークたちが巨人の左腕の喪そう失しつに気を取られている隙すきに背後へ移動し、自分で投擲した武器をキャッチしたということになる。およそ人間の動きではない。

　それにそもそも──。

（──普通の武器で、召喚獣レヴナントを攻撃できるはずがない……っ）

　アークは警けい戒かい心を高めながら現れた男を睨にらむ。

「……貴方あなた、何者ですの？」















　誰何すいかするレイナに、チッ、と男は忌いま々いましげに舌打ちし、

「なんでバカ丁てい寧ねいにご挨あい拶さつしてやらなきゃいけねえんだよ。ここは舞ぶ踏とう会かいの会場か？」

　敵意しか感じられない口調でそう返してくる。

「なっ……」

「そうだそうだー」

　と、眼めを覚ました少女が、ぐるりとアークたちの横を迂う回かいして、男の元へ辿たどり着く。

　そしてそのままヒョイと飛びつくと、動物の親子のように、相手の身体にしがみついて離れない。

「ランドルフもベルベルも、秘密の作戦中なんだから、正体も秘密なんだもんね！」

　そう言ってこちらに舌を出してくる少女。

「ランドルフとベルベルね……ご丁寧にどうも」

「待って。偽名の可能性もありますわ」

「ああ、それもそうだな」

　ベルベルというのは、いかにも偽名臭い。

　しかし、男は舌打ちを一つすると、

「べらべら喋しやべってんじゃねえよ、ロリビッチ」

　と、鬱うつ陶とうしそうに少女を突き飛ばす。

「うきゃっ」

　声を上げて、少女はゴロゴロと地面の上を転がり──否いな、そのまま宙に浮かんで回転していた。

　男はまるで射い殺ころそうとでもするかのような視線でアークたちを睨にらみ、言ってくる。

「いいか、このチビはベリアルだ。こいつ以外の奴やつがクソふざけた渾名あだなの方を口にするのを聞くと虫むし唾ずが走るから、二度と口にするんじゃねえ。一回目は見逃してやるが、次は──刻きざむぞ」

「……っ」

　その一言に、アークはゾクリと背筋を震わせた。

　本気だ、と感じた。

　口先だけではなく、本当にこの男は、ベルベルと口走ったというだけの理由で、相手を躊ちゆう躇ちよなく殺すだろう──そんなふうに思った。

（そんなふざけた理由で……）

　アークは男を睨みつける。

　が、相手──ランドルフはもはや彼らから視線を移して、髪の毛をかきむしっている。

「あーしかし、どうすっか。こいつらモロ学院の生徒じゃねえか。これじゃ思いっきし警けい戒かいされるぞ。おいロリビッチ、お前のせいだ」

「ぶー！　ベルベルはビッチじゃないもん！」

「んなことどうでもいいんだよ。こいつらをどうするかって話なんだよ」

「むぅ。見つかったのが困るんなら殺しちゃえばいいじゃーん」

「それじゃ騒ぎになって、結局警けい戒かいされるじゃねぇか。もっと頭を使え頭を」

　アークは息を呑のんで二人の会話を聞く。

（なんなんだ、こいつら……？）

　夕飯の相談でもするようなノリで、アークたちを殺すかどうか話し合っている。

　それが日常の行為ででもあるかのように。

（まるで……こいつらだけ、戦争でも続けてるみたいな……）

　と。

「……アーク」

　小声で名を呼びながら、ユリノが服の袖そでを引っ張ってきた。

「どうした──」

　と視線を向けてアークはギョッとする。

　ユリノは顔面蒼そう白はくで、眼めを見開き、ランドルフたちを見つめていた。

　黒い両眼はどこか焦しよう点てんがズレていて、声を発する唇くちびるは小こ刻きざみに震えていた。

　まるで何かに怯おびえるように。

「……あいつ」

　と彼女は言った。

「なに？」

「……あの、ランドルフって男。崖から落ちるときに、私が見たやつ」

「なんだって……？」

「……憶おぼえてる。あの服の装そう飾しよくが……闇の中でやけにキラキラしてた……間違いない」

「──！」

　その瞬間。

　血が煮え滾たぎったかと思った。

　今まで押し隠していた、アーク自身も気付いていなかった衝動が、溢あふれ出す。

　──殺意。

「お前があああああああぁぁあぁっ!!」

「……アーク、駄だ目め！」

　その制止の声が、ユリノなのかレイナなのか。

　それさえも分からずにアークは駆かけ出す。

　召気アニムスを集めた生身の拳こぶしを振りかぶり。

　奇妙な出いで立たちの相手に向かって。

　こいつが。

　この男が。

　ユリノを！　殺した！

　ランドルフがアークに気付く。手にしていた輪わ状じようの武器を掲かかげる。アークの脳のう裏りに、腕を斬り落とされたネフィリムの姿が思い浮かぶ。構うものか。そんなことよりこの男を。ユリノを殺したこいつを。殺してやる。殺してやる！　殺してやる殺してやる殺してやる殺してや──



「《圧潰せよコラプシス》！」



　ゴォウン！

　と。

　ランドルフへと突進するアークの眼前の地面に、巨腕が叩たたきつけられた。

　草地が陥かん没ぼつし、地震のような揺れが辺りに響き渡る。

　圧縮空気で加速された、ネフィリムの一撃だった。

「…………」

　アークは、その一撃を直接食らったかのように、その場に立ち尽くす。

　ランドルフも、輪わ状じようの武器を掲かかげたまま、推すい移いを見守っている。

「落ち着きなさい！」

　背後から、レイナの声が飛んできた。

「今ここで感情のままに動いてどうするんですの？　無事では済みませんわよ！」

「くっ……」

　アークは上げていた腕を下ろす。

　凝ぎよう縮しゆくさせていた召気アニムスが分散し、光を帯びて拡かく散さんする。

　ユリノが小さく「……ありがとう」とレイナに言うのが聞こえた。

「へぇえ……」

　ランドルフが、アークの拳こぶしを見て、笑みを浮かべた。

　その笑みに、アークはたまらなく不ぶ気き味みなものを感じる。

「てめえ……俺と同じかぁ」

「──？」

「操作はできるようだが……まだまだ無駄が多いな。循環は無理か」

「何言ってやがるんだ！」

　意味不明なことを呟つぶやくランドルフに、アークは声を荒らげる。

　しかし相手はそれに答えることなく言ってくる。

「一つ、予告してやるよ。明日、俺とこのチビで、てめえらのクソ下らねえ学院を襲しゆう撃げきする。そこにいる奴やつらをどいつもこいつも全員、皆殺しにしてやる」

「っ！」

「止めてみろよ。ま、誰がいても、まとめてぶっ殺してやるだけだがな」

　ひははははははっ！　と、ランドルフは心底愉たのしそうに、甲かん高だかい笑い声を上げた。

　そして、輪状の武器をローブの中にしまうと、唐とう突とつに笑みを止とめ、

「おい、行くぞロリビッチ」

「むきゃー！　だからベルベルはビッチじゃなーいもん！」

　怒りながらも、少女──ベリアルは身を動かす。

　背の羽が、再び巨大な悪魔の翼と化す。

「あ、待──」

「じゃぁねー、バハハーイっ」

　アークが制止しようとしたときにはすでに、少女はランドルフを抱え、はばたき一つ、遥はるか上空へと飛び上がっていた。

　そして、少女一人のときとは比べ物にならない速度で、森の奥、さらに先の、ハイライン市の城壁の向こうへと、姿を消してしまった。

「──くそっ」

　アークは憤いきどおりの声を上げつつ空を眺ながめていたが、やがてユリノとレイナのところへ戻った。

「レイナ……助かった。ありがとう」

「べ、別に礼を言われるようなことではないですわ。それより、大丈夫ですの？」

「ああ……もう平気だ。落ち着いた」

　アークは苦笑を浮かべる。

「……アーク、これからどうする？」

　ユリノが訊きいてくる。

　彼女の顔色も、すでに元に戻っていた。

「ああ……」

　アークは再び、黒衣の少年と黒肌の少女が飛び去った空を見上げて言った。

「とにかく、学院に戻ろう。このことを報告しないと」










第５章　悪魔ヲ使ウ者　─BELIAL standing─



「なるほど。話は分かった」

　紫し煙えんを緩ゆるく吐きつつ、アークたちの担任教師──ロザリア・エインズワースは言った。

　短くなった黒煙草たばこを卓上の灰皿に押し付けて消す。

　彼女の執務用の個室にはアーク、ユリノ、レイナ、それにシルヴィアが集まっていた。

　あれからアークたちは、レストランでシルヴィアと合流して、馬車で学院に戻り、この部屋を訪問したのだった。

　彼らから話を聞いたロザリアは、眉み間けんに皺しわを寄せて溜ため息いきを吐つく。

　そして、窓から夕ゆう陽ひの照らす学内を見るともなく眺ながめながら、

「何にしろ、大おお事ごとにならなくて良かった。まあ、料理屋から食事代と修理の請求は来たがな」

　とロザリアはシルヴィアの方を睨にらむ。

　銀髪の風フオ紀ルテ隊イスの少女は「あははー」と笑って視線を逸そらした。

　あれから彼女は、レストランで大量に料理を注文して食いまくったらしい。

　片付けに追われる店で迷惑な上に、財布を持っていなかったので、その請求までちゃっかり学院宛てにしたようだった。

　アークは、それよりも気になっていることを聞いた。

「──で？　ランドルフって奴やつは、有名な犯罪者かなんかなのか？」

「いや」

　ロザリアは首を振り、

「その名は聞いたこともないな。──だが、召喚獣レヴナントのほうが気になる。ベリアル、と聞いたらピンと来るものがあるだろ」

「……ソロモン王の七なな十じゆう二ふた柱はしらのしもべ」

「そうだ」

　答えたユリノに頷うなずきながら、ロザリアは講義のように続ける。

「ベリアル──叛はん逆ぎやくと邪じや悪あくの堕だ天てん、淫いん烙らくの悪魔。文ぶん献けんによっては、ルシファに次ぐ地獄第二の実力者ともされる。召喚獣の種別カテゴリイとしては《精霊ゲニウス》に当たるが、並の存在じゃない。相当の力量がなければ契けい約やくできない大物だ」

　召喚獣は便べん宜ぎ的に、三つの種別に分類される。

　一つは死んだ動物の魂たましいである《屍神モルス》。ユリノはこれに当たる。

　一つは、古代に生息したと言われる魔力生物の魂である《魔獣ベステイア》。

《終戦の英雄》クローディア・ハイラインが駆かった翼馬ペガサスや、ロンバルディアの闇蜘蛛シエロブがそうだ。

　そしてもう一つが、天使や悪魔など、上位の精神的存在とされる《精霊ゲニウス》。

　レイナのネフィリムはここに分類される。

「《精霊》は他の二つと違い、人々の共通認識──概念が実体化したものだ。それ故に召喚や契けい約やくに様々な条件があるが、その分強大な力を持つものが多い。一般に広く知られている悪魔などは、最たるものだ」

「けど……そんなすごい召喚獣レヴナントには見えなかったけどなぁ。ただの子供だったじゃん」

　とシルヴィア。

　空を飛ぶ姿は、全然普通ではなかったが……それはともかく、アークは答える。

「いや……あれは本来の姿じゃなかったのかもしれない。元は大人の姿で、召気アニムスの節約のために普段はあの大きさとか──」

「……アーク」

「なんだよユリノ」

「……真面目まじめな話をしているときに、イヤらしい想像をするのは良くない」

「は？　誰もそんなこと言ってねえだろ」

「……嘘うそはもっと良くない。アーク、今、あの幼女が大人になった姿を想像した。あの露ろ出しゆつ度で、胸がたふんたふんになったところを妄もう想そうした」

「なっ……してねえよそんなこと！」

「……アーク。ああいう服装が好きなら言って。私、すぐに着替えるから」

「お前こそ真面目にやれよな!?」

　アークとユリノのやり取りに溜ため息いきを吐つきながら、レイナが口を開く。

「それで……どうなさいますの、エインズワース先生。あのランドルフという男、大だい胆たん不敵にもこの学院への襲しゆう撃げき予告を残していきました。あまつさえ、皆を殺すとまで……」

「ふむ……」

　とロザリアは二本目の煙草たばこに火をつけながら、

「相手の目的がいまいち掴つかめないが──学院で人を殺すというのなら、殺す人間をなくしてしまえばいい」

「どういうことですの？」

　ロザリアは煙草を口にくわえる。細くすぼめた口から紫し煙えんを吐き出したあと、再び橙だいだい色いろに染まる窓の外を見て、

「明日は、今年最後の残暑だそうだ。相当の暑さになるらしい。そういう日にうってつけの訓練があってな」

　と、ロザリアは四人を見回すと、どこか愉たのしげな笑みを浮かべた。

「特別野外訓練を実じつ施しする。生徒は全員学外へ移動。本校こう舎しやには見張りに教師を配置しておく。ランドルフとやらは空からの学院を襲おそうことになる、というわけだ」

「なるほど……確かにそのほうが安全ですわね」

　学院の生徒は、戦闘要員としては未熟過ぎる。もし、ランドルフが日常的に人を殺しているような人間だとすれば、彼らは単なる的まとにしかならないだろう。

　ならば、精鋭の教師だけで襲しゆう撃げきに備えたほうが、護まもるものがない分戦いやすいだろう。

「無論生徒たちのほうにも護衛の教師はつけるがな。万が一そちらが襲撃されないとも限らない」

「──先生」

　と、アークはロザリアに呼びかける。

「明日は、俺も校こう舎しやの方に──」

「駄だ目めだ」

　最後まで言わせることなく、ロザリアはそう断じた。

　アークは思わず身を乗り出して声を上げる。

「なんでだよ！　あいつは……あの男はユリノを……っ！」

「……アーク」

　爪つめが割れそうなほどに硬く握り締める拳こぶしを、背後からユリノが両手で包み込む。

　その温ぬくもりに、アークの感情は少しだけ鎮しずまる。

　が、湧き上がる怒りは収まりはしなかった。

　しかし、ロザリアは冷ややかに告げる。

「感情で動くな。戦闘訓練を充分に受けていないお前では足手まといになる」

「くそっ……」

　アークは歯は噛がみする。しかし反論はできなかった。

　先ほどのランドルフによるネフィリムへの攻撃。

　あれを、アークは眼めで捉とらえることすらできなかったのだ。

　ロザリアは他の三人にも視線を向け、

「お前らもだ。変な考えは起こすんじゃないぞ」

　ユリノ、レイナ、シルヴィアは三者三様に答えを返した。

「よし。それじゃもう行っていいぞ。あたしはこれから報告に行ってくる。そのあと会議か……また長引きそうだな、くそっ」

　憎にく々にくしげにボヤきながら、煙草たばこを灰皿に押し付けるロザリアを置いて、アークたちは部屋を出た。

「ううう……難しい話をしたらまたお腹なかが空すいてきたよ。ボク、何か食べてから戻るね」

　そう言ってシルヴィアは食堂の方に歩いて行った。

　それを苦笑して見送ったレイナは、

「それでは、わたしはこちらですので」

　と女子寮りようの方へ足を向けかけて、

「あ……アーク」

　振り向くと、なんだかモジモジした様子で、上うわ目め遣づかいにアークの方を見てくる。

「ん？　どうした？」

「その、今日は……ありがとう。同年代の人とあんなふうに出かけて、食事をしたりするのは初めてだったもので……楽しかったですわ。それでは！」

　と一方的に告げると、アークの返事も聞かずレイナは廊ろう下かを走り去っていった。

　アークは苦笑してそれを見送る。

《騎き士し姫》だなんだと騒がれていても、ごく普通の、歳とし相そう応おうの少女なのだ、レイナも。

「……アーク」

「な、なんだ!?」

　またレイナに関して責められるのかと思ったが、そんなことはなく、

「……大丈夫？」

　ユリノは心配そうに、そう言ってきた。

　アークは首を振り、

「──ああ。問題ねえよ。俺は落ち着いてるぜ。先生が言ったことにもちゃんと納得してる。俺はまだ、先生方に比べて戦闘の知識も実戦経験も足りねえ。戦いに参加したって足手まといにしかならないってこともな」

　そう言って、アークは真まっ直すぐにユリノを見つめた。

　ユリノは、どこか不満気な表情のまま、小さく頷うなずいた。

「さ、戻ろうぜ。明日は野外訓練って言ってたろ。今回は何やるか知らねえけど、なるべく休んどくに越したことはねえだろ」

　そしてアークとユリノは、旧学生寮りようの方へ向かう廊下を歩いていった。



　　　　　　　　　○



　翌日。

　クローディア召喚学院の全生徒が、本校こう舎しやの北にある砂浜に集められていた。

「なんでこうなるんだ……」

「……これはいい対策。ロザリア先生、ナイス」

　呆あきれ声を上げるアークに、ユリノが絡まるようにして抱きついてくる。

「ば、バカ、やめろ！」

　アークは慌あわてて逃げる。さすがに今のはマズかった。

　なにしろ今のユリノは、セパレートタイプの水着姿なのだ。

　普段と違って直じかに肌と肌が触れ合う危険な接触だった。

　昨日行ったブティックで見かけたのを召喚粒子マテリアで作り上げたもので、最新流行らしいが、正直眼めのやり場に困るので勘弁して欲しい。

「……アーク。この水着は、ここの紐ひもを引っ張ると簡単に脱げるようになっている。とても便利」

「ふーん……」

「…………引っ張らないの？」

「引っ張らねえよ！　っていうか、そんなところまで再現しなくていいだろ」

「……むぅ、アークは分かっていない。このリボン結びがおしゃれなのに」

「そうかよ……」

　適当に返しながら、アークは砂浜を見回す。

　この浜は、学院の敷地内にあるプライベートビーチだ。

　奥の方に行けば、砂浜と水場をフィールドとする第四試合会場もある。

　女子生徒のほとんどは、泳法の訓練の際に使われる学院指定の、フリル付きワンピースタイプの水着を着ている。男子は、やはり学院指定のハーフパンツだ。

「いやはや、壮そう観かんだねー」

　とラギが近づいてきて言ってくる。褐かつ色しよく肌の彼は、このシチュエーションと格かつ好こうが妙に似合っていた。

「青い空、照りつける太陽、砂浜に集つどう若者！　水着！　たまらないね」

「もう九月だけどな……」

　アークは苦笑しつつ答える。

　昨日のロザリアの言葉どおり、驚くほどの海うみ日和びよりだった。

　いくら南部とはいえ、秋のミスティアでこの陽よう気きは珍しい。

「まあ、もし寒い日だったら、山で野外訓練になってたかもしれないし……それ考えたらこのほうがマシか……」

　何度か行ったことがあるが、あれは辛かった。

「……アーク。早く海行こう。お水かけ合って遊ぼう。溺おぼれたら……人工呼吸を……っ」

「召喚獣レヴナントは溺れないだろ──おい、引っ張るなよ！」

　と二人が騒ぎ合っていると、

「おーし、注目しろクソガキどもー」

　着替え用の小屋から出てきたロザリアが、手を叩たたきながら声を上げる。

　視線を向けた生徒の半数ほど──ほぼ男子──の間から「おぉー」と歓かん声せいが湧く。

　彼女はユリノ以上に布面積の少ない水着だった。

　Ｖ字の切れ込みが深々と入った胸当ては谷間を大だい胆たんにさらけ出しているし、下は股上が驚くほど浅い。

「……むぅ、あれはズルい。私ももっと露ろ出しゆつ度を上げなければ」

「対抗しなくていいんだよお前は」

　鼻息を荒くするユリノを、アークは慌あわてて止めた。ユリノの場合、この場で本当に水着のデザインを変更しかねない。

　岩場の上に立ったロザリアは、集まってきた第二学年の生徒──他の学年は離れたところで別の講師の元に集まっていた──を見回して告げる。

「今日は一日、この海岸で野外訓練だ。学院校こう舎しやは改修をしているから勝手に戻らないように。どうしても用がある奴やつは、教師の誰かに声をかけろ」

　そういうことにしておくようだ。

　確かに「何者かが襲しゆう撃げきしてくる」と言っても混乱を生むだけだろう。

「まあ、野外訓練といっても大したことはやらない。課題を一つクリアしたら、あとは自由に過ごして構わないぞ」

　これには、男女両方から歓かん声せいが上がった。

　恐らく、万が一海岸のほうが襲撃された場合に備えてだろう。逃げる体力も残っていなかったりしたらマズい。

　岩場の上で、ロザリアが召喚の詠えい唱しようを行う。



「わが帰き路ろを灯ともす火よ。悪あつ鬼きの忘れ火よ。わが前に姿を示せ。ここは常とこ世よ、ここは汝なんじが遊び場ぞ。彷徨さまよう炎よ、路みちを照らせ──ジャック・オー・ランタン！」



　擬似召しよう喚かん陣じんが現れ、組み換えられて、ロザリアの召喚獣レヴナントが姿を現す。

　巨大な鎌かまを持ったカボチャのオバケ、だった。

　オレンジ色の表面には笑っているような眼めと口が彫り込まれ、その中で蝋ろう燭そくのような炎がユラユラと揺れている。胴は黒いボロ布でスッポリと覆おおわれていた。

　悪魔が地獄へ帰る際に夜道に忘れていった明かり、と言われている精霊ゲニウスだ。

　そして、ロザリアはさらに召喚獣に命じる。



「《飴か鞭かトリツク・オア・トリート》！」



　瞬間、ジャック・オー・ランタンが振るった大鎌デスサイズの刃先で、召喚粒子マテリアが凝ぎよう縮しゆくされ、手のひらサイズのカボチャが無数に出現した。どれも丁てい寧ねいに、本体と同じ顔が彫り込まれている。

　その数はざっと百──第二学年の生徒の数と同じのようだった。

　ロザリアが腕を振るのに合わせて、大量のカボチャは海の方へと飛んでいく。

　生徒たちが視線で追う中を、カボチャたちは、ぽちゃんぽちゃん、と音を立てて落ちていく。なかには、かなり沖の方まで行ったものもあった。

「──さて、それじゃ課題の説明だ」

　とロザリアが声を上げる。

「あのカボチャの表面には、お前らの名前が書かれている。自分の名前のカボチャを見つけてここまで持って来い」

　今度は生徒たちから一いつ斉せいに「うええええ！」と苦情の声が上がる。

　しかしロザリアはそれを無視して、

「召喚獣の使用は自由だ。今日中に見つけられなかった奴は補習を受けさせるから、そのつもりで」

「先生」

「なんだ、ラギ・アール・シャルム」

「鞭むちだけじゃなくて飴あめもほしいな。なんか特典はないのか？　例えば先生の着用済み水着とかぐほぁっ！」

「そうだな……」

　と、ラギに石を投げつけたロザリアは、ニヤリと笑みを浮かべ、

「上位十人は、あたしの授業の試験、好きなものを一つ免めん除じよ、ってのでどうだ？」

「「「「「おおおおおおお！」」」」」

　途と端たん、歓かん声せいが上がり、生徒たちは一いつ斉せいに海に向かって走る。

　彼女の試験の難易度は、学院で一、二を争うレベルだ。

「やれやれだな……」

　走っていく生徒たちの背中を見ながら、アークは溜ため息いきを吐つく。

　ちなみに、速攻で復活したラギもその集団に混ざっていた。

　彼も試験免除は魅力的らしい。

「……アーク。私たちも行こう」

「そうだな……」

　と、海岸に向かおうとしたところで、

「あ、アーク・ランバートっ！」

　どこかで聞いた声が彼を呼び止めた。

　見れば、そこに立っていたのは、レイナ・ブラッドフォードだ。

　学院指定の水着を着ていた。紺色の、フリル付きのワンピースだ。

　さすがに今日は腰に剣を提さげてはいなかった。

「レイナか。どうかしたか？」

「いえ、その、どうしたと言われると困るのですが……」

　レイナは何やらモゾモゾと身を捩よじらせる。

「？」

　アークは首を傾かしげるが、ふと嫌な予感がして言う。

「ひょっとして、決けつ闘とうの代わりに、この課題で勝負とか言い出すんじゃないだろうな」

「え……？　あ、そ、そのとおりですわ！　さすがわたしが騎き士しと認めただけのことはありますわねっ」

　レイナは言い放ってくる。

　やっぱりか、とアークは溜息を吐いた。

　できれば今日は、あまり人と接触したくないのだが……。

　と思っていると、ユリノが言う。

「……無駄なことを。勝負はもうついている」

「へ、へえ？　聞き捨てなりませんわね。どういう意味ですの？」

　反論するレイナに、ユリノは指を差し向ける。その指先は、彼女の胸を指していて、

「……そんな小山で私に対抗しようなんて、片腹痛い。そんなんじゃ、アークは欲よく情じようさせられない」

「おい、なに言い出すんだ！」

　慌あわてて彼女を止めるアーク。

　しかしレイナは鋭するどい視線で彼を睨にらんできて、

「まま、また貴方あなたはそのような破は廉れん恥ちなことをっ！」

「落ち着け！　今のは俺の発言じゃないだろ！」

「騎き士しにそのようなもの邪じや魔まなだけだと、昨日も言いましたでしょう!?」

　とは言いながら、隠すように腕で身体を抱くレイナ。

　ユリノは、反対に胸を張ってその膨ふくらみを強調する。

　確かに、彼女の動きに合わせてゆさりと揺れるそれは、自じ慢まんするだけのことはあった。

「……というわけでここは私の勝ち。アークの視線は私の胸に釘くぎ付づけ──いたい」

　後ろから貝かい殻がらが飛んできてユリノの頭に当たる。

　ユリノは振り返って、犯人と目される人物に苦情を述べた。

「……先生、いきなり何をする」

「あ？　どうかしたのか？」

　白々しくそう答えるロザリアは、ジャック・オー・ランタンの布が作る日ひ陰かげに寝転がっていた。

　見事なプロポーション。ただし、胸のサイズはユリノに及ばない。

「どうでもいいが、のんびりしていていいのか、お前ら？」

「どういうことだ？」

「この辺は、ハイライン市の方に向かって海流が動いてるからな。時間が経たてば経つほど捜さがすのが大変になるぞ」

「っ！　マジかよ……おい、行くぞユリノ！」

「……了解」

　彼女は頷うなずき、二人は海岸に向かって走る。

「あ！　お待ちなさい！　アーク・ランバート！　わたしも一緒に……でなくて……どちらが先に課題を終了するか、勝負ですわ！」

「あーもう、好きにしろ！」

　追いかけてくるレイナに叫び返し、アークは大きく溜ため息いきを吐ついた。



　　　　　　　　　○



「しかし、どうすりゃいいんだ、これ」

　アークは海を眺ながめる。

　百人近い生徒と、それぞれの召喚獣レヴナントとでごった返していた。

　自分の名前が書かれたカボチャを捜さがすどころか、まず自由に行動するのが難しい。

　ところどころでは喧けん嘩かというか、召喚獣での争いも起こっている。

「ふふん。貴方あなたはそこで手をこまねいているといいですわ」

　レイナは偉そうに言って、



「……太古の大地を創つくりし巨人よ。神の命によりてこの世界に降りし者よ。今一度、わが呼び声に応え、わが為にその豪ごう腕わんを揮ふるえ！　ネフィリムよ来たれ！」



　詠えい唱しようを行い、巨人を召喚する。

「さあ、行きますわよネフィリム！」

　そして彼女は、その巨きよ躯くを強引に海へと突き進ませる。

　生徒たちはその勇ゆう壮そうなる進軍に慌あわてて道を開けた。

　その開いたスペースで《騎き士し姫》がパシャパシャと水に顔をつけてカボチャを探す姿はどことなくシュールだったが……。

「……どうする、アーク？」

「そうだな……」

　ユリノに問われ、アークは考え込む。

　と、そこへ。

「よう、何してるんだ？」

　海から上がってきたラギが声をかけてくる。

「いや……どう探したもんかと考えてたんだが──ってお前、もう見つけたのか!?」

　アークは彼が持っているカボチャを見て眼めを見張る。

　ラギは笑みを浮かべてその背面を見せてきた。そこには間違いなく彼の名前がある。

「ま、俺の召喚獣はこういうのにお誂あつらえ向むきだからな」

「そういやそうだったな」

　とラギの肩に乗るその召喚獣を見て、アークは納得した。

　四つの脚あしを綺き麗れいに揃そろえて座る白いネコの姿のそれは、バステトと呼ばれる。

　彼の出身国であるラシードに伝わる精せい霊れいだ。

　戦闘能力はほとんどないが、召喚主マスターであるラギと感覚を共有することができる。

　索さく敵てきや偵てい察さつに向いていて、こういう訓練にはうってつけだろう。

「ま、そんなわけだ。試験免めん除じよの特典はいただき。後は水着ウォッチングと洒落しやれこむぜ」

「お前は……」

　アークの呆あきれた視線を受け流しつつ、ラギはロザリアのところへ向かう。

「あ、そうだ」

　と、その途中で足を止め、ラギは言ってくる。

「気をつけろよ、アーク。カボチャにはダミーも混じってるぞ」

「なに？」

　と疑問を発した瞬間だ。

「うわあああ！」

「ぎゃああああ！」

　と海の方から派手な悲鳴が響き渡った。

　見れば、派手な水柱が立ち上って、生徒が召喚獣レヴナントと一緒に吹き飛んでいる。

　別の場所では、割れたカボチャの中から現れた海かい藻そうまみれになっている生徒もいる。

「あの教師は……」

　呆あきれながら眼めを向けると、彼女は「くっくっ」と含み笑いをしていた。

「そんなわけだ。じゃあ頑がん張ばれよー」

　言いながらラギは立ち去っていった。

「……どうする」

「うーん……」

　改めて訊きいてくるユリノに、アークは考え込むが、やがて一つ案を思いついた。



　　　　　　　　　○



「……なかなか見つからない」

「まあ、そうだろうな」

　水中から顔を出して言ってくるユリノに、アークは頷うなずく。

　第二学年の生徒が固まっている場所から、だいぶ離れたところに二人はいた。

　先ほどロザリアが「ハイライン市の方へ海流が向かっている」と言っていたので、アークはその流れを辿たどってみた。

　すると、岩場の陰かげになっているこの辺りに来ることが分かったのだ。

　事実、生徒たちの捜索の手を逃れたカボチャが、チラホラと見られる。

　それらをチェックしていけば、あちらで探し回るよりもずっと効率がいい。

「……ところでアーク、こんなものを見つけた」

「ん？」

　と水を滴したたらせるユリノはカボチャを差し出してきた。

　召喚獣である彼女は、水中でも普通に活動することができるので、潜もぐってカボチャを探していた。

　アークはカボチャを受け取って、裏面を見る。

　そこにはレイナ・ブラッドフォードの名前が彫り込まれていた。

「……おう」

　アークは思わず呻うめく。

　彼女はまだ、ネフィリムと一緒に上流の方でカボチャを探し回っているはずだ。

「……どうする？　砂の下に埋めておく？」

「いや、それはさすがにひどいだろ……その辺に戻しとけ。その内あいつも海流のことに気づいて探しに来るだろ」

「……了解。それじゃ、また探してくる」

　と言いつつ、ユリノはすぐに潜もぐらずアークを見てくる。

「どうした……？」

「……まだ、行かない？」

　アークはその問いに、僅わずかに身を固くする。

「──ああ。せめて課題はクリアしておいたほうがいいだろ。あまり早く動いて止められたらマズい」

「…………ねえ、アーク。ホントにやる？」

　ユリノは念を押すように言ってくる。

　アークは拳こぶしを握り締め、頷うなずいた。

「ああ」

　今更考えを変えるつもりはない。

「……分かった」

　ユリノも頷くと、今度こそ水に潜っていった。

　アークも浅瀬の方に流れ着いたカボチャを調べ始める。

（……こんなことしてる場合じゃねえんだけどな）

　アークは内心、逸はやる気持ちを抑える。

　今日のアークの目的を果たすためには、見つからないよう行動しなければいけない。

　すぐに動けば怪あやしまれてしまう。

（くそっ……俺がもっと強ければな）

　アークは歯は噛がみする。

　と、そこへ。



「なるほど、考えることは一緒ですわね」



　そんな声に振り向けば、レイナが立っていた。

　ここに来るまでの間に乾いたのか、水着から水は滴したたっていない。

　しかし、それでもまだ水分を含んだ布はぴったりと肌に張り付いて、やけに色っぽかった。

　レイナは岩場から海へと入ってきて、アークと同じようにカボチャを探し始める。

「…………」

　アークはそんな彼女の様子を見て、先ほどユリノがカボチャを見つけたことを言うべきかどうか迷う。

「──!?　な、なに見ていますの？」

「あ、いや、別に……」

「ま、まさか貴方あなた、誰もいないのを良いことに……そ、そういえばユリノはどうしたんですの!?」

　身を抱いてバシャバシャと後退するレイナに、アークは溜ため息いきをつく。

「……ユリノは潜もぐってカボチャを探してる」

「潜って？　……ああ、そうでした。彼女は召喚獣レヴナントでしたわね」

　ふぅ、とレイナは小さく息を吐いて、

「どうも、忘れてしまいそうになりますわ。話していて全然違和感がないんですもの」

「…………」

「……アーク。昨日の話の続きをしてもよろしいかしら？」

「昨日の？」

　不意にトーンを落としたレイナの声に、アークは聞き返す。

「レストランで、ベリアルが乱入してくる前にしていた話ですわ。なぜ貴方の召喚獣は、生前のユリノしか知らないはずの記憶を持っているんですの？」

　ああ、そうだった、とアークは思い出す。

　突然の騒ぎで有う耶や無む耶やになっていたが、その件が片付いていなかった。

「まさかとは思いますが……あの召喚獣は、ユリノ本人なんですの？　アーク・ランバート。貴方は……死んだ彼女を召喚したんですの？」

「──ずいぶん飛ひ躍やくしたもんだな。普通、そんな発想は出ないと思うぜ」

　アークは、わざと軽い口調でごまかしてみた。

　しかしレイナは、

「確かに、根拠はありませんわ。ただ、もしそうなら、わたし、彼女に色々とひどいことを言ってしまったので……それを謝りたいと…………」

　と、しょんぼりするように肩を落とす。

（こいつは……）

　アークは苦笑する。

　一度「そうかもしれない」と思ったら、気になって仕方がないのだろう。

　ある意味で、ロンバルディアからの不正の申し出に憤いきどおり、しかしそれを学院に訴うつたえなかった『騎き士し』としての誠実さに通じるものを、アークは感じた。

（だとしたら……こいつは、俺がはっきり答えるまで訊きいてくるんだろうな）

　そう思った。

　アークは諦あきらめるように小さく溜息を吐つくと、

「ああ、その通りだ」

「……っ！」

　レイナは、自分の予想が当たっていたにもかかわらず、ひどく驚く。

「けれど……いったいどうやって……？　人の魂たましいの召喚は、歴史上誰も成功していないのに……」

「記録上は確かにな。けどそれは、公表されてないってだけだと思うぜ」

　死者の魂を冥めい界かいから喚よび出すことができる。

　そんなことが公に知られれば、多くの混乱が生まれるのは自明だ。

　だから──隠されているのだ、公の歴史からは。

「……方法自体はそれほど難しくない。喚び出すべき魂の形が複雑ってだけで、その経路は他の召喚獣レヴナントと変わらないからな。ただ、その複雑な魂を救い上げるために、召気アニムスを操らなきゃいけない」

「そんなことが──ああ、そうでしたわね。貴方あなたは、それができるんでしたわね」

「まあな」

　アークは頷うなずく。

「俺以外にも、そんな体質を持った奴やつはいたんだと思う。けど記録上は、《終戦の英雄》クローディア・ハイラインだけってことになってる。そして彼女は、それを利用して死者の魂を召喚したりはしていない。実際はどうだったのか知らないが……歴史家がわざとそういうことにしておいたって可能性はあるだろうな」

　そうすれば「召気を操れる」という特性は、彼女の英雄らしさを示す象しよう徴ちようでしかなくなる。

　元々、そんな体質を持つ者がほとんどいないのだし、それを利用する研究も大々的にはなされなかったのだろう。

　だから知られていないのだ。

　死者の魂の召喚は可能である、という事実は。

「……そのことは、誰かに話してますの？」

「ロザリア先生には話した。あと、学院のお偉いさんも何人か知ってる。秘密にしとけって言われてるから、お前も黙っててくれると助かる」

「それは、構いませんが……」

　レイナはわずかに視線を落として、呟つぶやく。

「では……彼女は、本当にユリノ・ホークウッドなのですね。それなのに、わたし、あんなことを……貴方が憤いきどおったのも無理ありませんわね……」

「いいよ、別に。知らなかったんだし。機会があったらユリノに一言言っといてくれればありがたい」

「ええ……そうですわね」

　レイナは頷き、さらに続けて訊きいてくる。

「それで貴方は……召喚獣のユリノとずっと一緒に過ごしていくつもりですの？」

「ああ……いや」

　アークは思わず頷うなずきそうになって、慌あわてて首を振る。

　彼女とずっと一緒に過ごすというのは正解だ。

　だが──。

「俺は──あいつを完全に生き返らせる。召喚獣レヴナントなんかじゃなくて、生身の人間として。その方法を探すために召喚対戦サモン・クルセイドで優勝して、ミスティア大学に進学するんだ」

「っ！　……本気ですのね？」

「ああ……当然だ」

　アークは即座に、しかし確信を込めて答える。

　両の拳こぶしが、知らず知らず固く握られていた。

「……笑ったりしないんだな」

「そんなこと、できるわけありませんわ。貴方あなたのその眼めは、完全に本気ですもの。それに貴方はその決意を持って──ユリノの魂たましいだって取り戻したのでしょう？」

　それからレイナは、少し顔をうつむけて、



「……ズルいですわ。そんなの……敵かなうわけないじゃありませんか……」



「え？　何がズルいって？」

　意味が分からなくて聞き返すと、レイナはバッと顔を上げると、アワアワといった感じで首を激しく振る。

「な、なんでもありませんわっ！　それより勝負はまだついてませんのよ！」

　と彼女はカボチャ探しに戻る。

　今、その目元に涙が見えたような……いや、海の水が跳ねたのだろうか……？

　しかし、その疑問を確かめることはできなかった。

「ひゃっ!?」

「──レイナっ」

　突然来た大きめの波で、バランスを崩したらしい彼女の身体が大きく傾く。

　アークはとっさに駆かけ寄ると、腕を伸ばしてそれを支える。

「何やってんだよ──」

「す、すみませんでしたわ──」

　と、そこで二人は固まってしまった。

　図らずも、抱き合うような体勢になっていた。

　至近距離にお互いの顔がある。

　ミルクのように白い肌。碧へき眼がんが、アークを真まっ直すぐに見つめている。

　濡ぬれた金髪が頬ほおに張り付き、水を滴したたらせているのが、妙に色気を感じさせた。

「えぇと、あの、その……」

「わ、悪い──」

　慌あわてて離れようとするアークの腕を、レイナはなぜかギュッと掴つかんで離さない。

「お、おい、レイナ……？」

「…………」

　顔をうつむけ、唇くちびるを噛かみ締めている。

　何か、言いたいことを我が慢まんしているような……。



「……アーク？」



　と、不意に響いたおどろおどろしい声に、アークとレイナは同時に身を離した。

　見れば、海から上がってきたユリノが、両腕いっぱいにカボチャを抱えて、アークたちを睨にらんでいた。

　濡ぬれて顔の半分以上を覆おおい隠した黒髪は、まるで幽ゆう霊れいのようだ。

　ユリノは、塗りつぶしたように黒い眼めを見開いて、

「……アーク、なんでレイナがここにいるの？　なんで二人は抱き合ってるの？　なんでレイナの眼はちょっと潤うるんでて、アークにキモチイイことされたみたいになってるの？」

「おおお、落ち着けユリノ！　っていうか後半は事実無根だ！」

「……アークの、バカっ」

　聞く耳持たず、手に持ったカボチャの山を、ユリノはそのままアークの方へ投げつけてきた。

　その中の一つが、パカッと上下に割れると──。



　　　　　　　　　○



　砂浜で寝そべるロザリアは、また一つ、トラップのカボチャが破は裂れつするのを知覚した。

「残念──」

　彼女はニヤリと笑みを浮かべて、

「それは、一番の大当たりだ」



　　　　　　　　　○



　──割れたカボチャの中から、無数の小さな鎌かまが現れて辺りを乱舞した。

「うわあああ！」

　アークたちは慌てて避よけようとするが、躱かわしきれるはずもない。

　しかし、鎌は彼らの肌を傷つけることもなく、好き勝手に飛び回って、やがて消えた。

「な、なんでしたの、今のは？」

「ただの虚こ仮け威おどしか？　悪趣味なトラップだぜ、まったく……」

　レイナとアークはそう呟つぶやく。

　と。

「……むふ」

　ユリノがアークを見て真っ先にそれに気づき、妙な声を上げる。

「？　どうしたユリノ──っ!?」

「どうしたんですの……ひっ」

　アークとレイナも、次々と気づいて声を上げる。

　全員の水着が斬り裂かれて、その残ざん骸がいが地面に散らばっていた。

　三人が三人とも、素すっ裸ぱだかでその場に立ち尽くしているのだった。



「いやあああああああああああ！」



　ひときわ大きなレイナの悲鳴が岩場に響き渡った。



　　　　　　　　　○



「なんという恥ち辱じよく……アーク・ランバート許ゆるすまじですわ……」















「おい、なんで俺が悪いことになってるんだ？」

「……アークが悪い。アークがレイナを襲おそったりするから」

「だからあれは違うって説明しただろ！　そもそもユリノ、お前があのトラップを投げつけたりしなけりゃ──」

「……私は、アークの裸はだかを見られたから後悔はしていない」

「お前は……っ！」

　アークは、さっきの状況を思い出して、また頬ほおが熱くなる。

　あの後──召喚粒子マテリアによって服を再生したユリノが、着替え用の小屋からアークとレイナの制服を持ってきてくれた。

　その間二人は、岩場の端はしと端に離れて座り、ずっと背を向けたまま黙っていた。

　ちなみに、ユリノが集めてきたカボチャの中には、アークのカボチャ、それに先ほど見つけたレイナのカボチャも紛れ込んでいた。

　三人は今、砂浜を、ロザリアが待機している場所に向かって歩いている。

「……アーク。何を考えてるの？」

「何って、別に……」

「……うそ。レイナのおっぱいのこと考えたら、駄だ目め。私のおっぱいのことだけ思い出して。他は消去するべき」

「連呼するな！」

　アークは慌あわてて押しとどめる。

　さっきの光景はしっかりと脳内に刻きざみ込まれていたが、今この場で思い出すのは色々と気まずい。

　アークはユリノに小声で言う。

「あんまりはしゃぐなよ。これから──」

「……分かってる。でも、あまり深刻そうにしてると、レイナや先生に怪あやしまれる」

「まあ、それはそうだが……」

　とレイナを見ると、彼女もアークたちを見ていた。

　というか、睨にらんでいた。

「な、なんだよ？」

「何をこそこそ……まさか、二人してわたしをバカにして……っ！」

「ち、違うって！」

「信じられませんわ！　なんという屈くつ辱じよく！　アーク・ランバート滅ぶべしですわ！」

「だからなんで俺が悪いことになってんだよ！」

　騒ぎ合いながら、三人は元の砂浜に戻ってきた。

　相変わらず、優ゆう雅がに自分の召喚獣レヴナントの日ひ陰かげに寝そべって、黒煙草たばこを咥くわえていたロザリアに小さいカボチャを突き出す。

「お前らか。残念だったな、試験免めん除じよの特典はちょうど無くなったところだ」

「別にそれは初めから期待してねえよ」

　それより、とアークは彼女に詰め寄る。

「なんだあのトラップは！」

「ああ、なんで制服着てるのかと思ったら。そうか、あれに引っかかったのはお前らか」

　くくっ、とロザリアは笑うと、

「そう怒るなよ。いい眼がん福ぷくになっただろ」

「冗談じゃねえよ！　お陰かげでひどい目に遭あったぞ！」

「……私は儲もうけた。ロザリア先生、グッジョブ」

「お前はややこしくなるから黙ってろ！」

　ユリノにツッコむアークを見ながら、ロザリアは「ふん」と鼻を鳴らし、

「油断しすぎなんだよ、バカども。あれがもし服だけでなく、身体にも攻撃を加えるトラップだったら、お前ら全員死んでるぞ」

「……っ！」

「爆薬だって毒だって、仕込もうと思えば仕込めるんだ。訓練だからといって気を抜くんじゃない」

「…………」

　彼女の言葉に、アークたちは沈黙するしかない。

　ロザリアはアークたちのカボチャを回収して手のひらの上で消してから、

「さてと──じゃあお前らは、あとは自由時間だ。小屋に予備の水着があるから、海に行くならそれを使うといい」

　それから彼女は、アークに向かって小声で、

「……ちゃんと砂浜で過ごせよ。くれぐれも校こう舎しやに戻ったりなんかするな」

「ああ……」

　アークは頷うなずきを返すしかない。

　そこへ、ユリノが抱きついてくる。

「……アーク、泳ご。私、今度はもっと際どい水着を着る」

「お前はさっきのでいいんだよ！　っていうか普通に指定の奴やつを着ろよ！」

　と騒ぎ合いながら小屋の方へ向かう二人と、それを追うレイナ。

　三人の教え子を見送った後、ロザリアは立ち上がった。

「……あの様子なら心配ないか」

　そう判断を下すと、ジャック・オー・ランタンに収納していた教師用ローブを水着の上から羽織る。

　この陽ひ射ざしの下ではやや暑苦しい服装だが、日陰の多い校舎ではちょうどいいだろう。

「すみません。あたしは校舎の方に戻ります」

　と彼女は、生徒たちの護衛として来ている他の教師に告げ、学院校舎へと向かう坂道を登っていった。



　　　　　　　　　○



「ねーねーランドルフ。ただいまー、ただいまだってば！　起きて起きて！」

「あー……」

　喧やかましいベリアルの声に、彼は仰あお向むけの身体を起こした。

　ハイライン市の城壁の外にある小屋だった。

　木を伐ばつ採さいする際に使われるのだろうが、今は時期ではないらしく、人はいない。

　彼はそこを勝手に宿泊所にしていた。

　立ち上がると、眼めの前にふよふよ浮かんでいたベリアルがぎゅむりと抱きついてくる。

　ランドルフは鬱うつ陶とうしそうな顔をしつつ問う。

「で？　どうだった？」

「うん。ランドルフの予想どおりだったよー。学院の生徒はみんな野外実習だって。校こう舎しやはもぬけの殻。見張りは何人かいたみたいだけど」

「ふん。セオリーどおりに行動しやがって。ホント平和ボケしてやがるな、この国の奴やつらは」

「ねぇねぇ。ベルベル偵てい察さつ任にん務む頑がん張ばったよー、褒ほめて褒めて」

「うっせえな。ただ飛んで見てきただけだろうが。目的がどこにあるかは分かったのかよ」

「無理だよぉ。昨日もそうだけど、あの建物、ややこしすぎ！　さっぱりわけ分かんないんだもん！」

「ちっ……使えねえな」

「ぶー。頑張ったのに！　ちゅーしてよ、ご褒ほう美びのちゅー！」

　ちゅーう、ちゅーう、と連呼しながら、ベリアルはランドルフに飛びつき、身体を擦こすり付ける。唇くちびるをタコみたいに突き出して迫せまるが、

「やかましいぞロリビッチ」

「うきゃっ」

　突き飛ばされて、彼女は空中でくるくると転がる。

　そのまま両手両足を振り回して、

「もうっ、ベルベルはビッチじゃないもん！」

「うるせえ。行くぞ」

「つーん。ちゅーしてくれないと付いてかないもんね」

　背を向け腕を組んで、そっぽを向く褐かつ色しよく肌の少女。

　ソロモン七なな十じゆう二ふた柱はしらの悪魔の一柱、ベリアル。

　自由意志を持っているので、ランドルフが召気を操り限界まで範囲を広げることで、別行動を取らせることができる。

　便利ではあるが、反面こうして召喚主マスターの命令に従したがわないことも頻ひん繁ぱんにある。

「ちっ……」

　ランドルフは鬱うつ陶とうしそうに舌打ちすると、

「分かった分かった。仕事が終わったら好きなようにしてやるから、さっさと行くぞ」

「ホント!?　わーいわーい！　それじゃ早く行こう。早く終わらせてランドルフとちゅーするんだぁ、えへへ」

　とたん上機嫌になるベリアル。

　ランドルフは苛いら立だたしげな表情のまま、壁にかけていたローブを掴つかみ、小屋を出る。

　すぐ近くにある、学院敷地の外がい壁へきの向こうに、遠く本校こう舎しやの尖せん塔とうが幾本か見えていた。

「さて……クソ面倒くせえ任にん務むの時間だ」

「そんなに嫌ならサボっちゃえばいいのに」

「そうもいかねえだろ。《生命の樹セフイロト》のジジィどもがうるせえんだ」

　と彼は、自身が所属する組織の名を、忌いま々いましそうに口にする。

「大体あいつらの指示も適当だよな。目的は《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》──それしか言いやがらねえ。特とく徴ちようくらい教えろってんだ」

「みんな知らないんじゃん？」

「ま……そうなんだろうな」

　その、名前だけが知れ渡っている秘石──得ることで、あらゆる叡えい智ちを獲かく得とくできるという──を手に入れた彼らが何をするつもりなのか──それも、ランドルフは知らない。

　どうでもよかった。

　今回の任務で彼が興味があるのは、

「こんな所まで出で張ばってきたんだ。少しは楽しませてほしいね。大陸唯一の召喚術師サマナー養成機関の、優秀な先生方よぉ」

　彼が身に付ける銀の装そう飾しよくが、ジャラリと不ぶ気き味みに音を立てる。

　その上に彼は、ローブを身につけた。

　苛立たしげな表情はそのままに、口くち許もとに愉ゆ悦えつの笑みを浮かべ。

　黒衣の少年は宣言した。

「それじゃあ……殺し合いを始めようか」










第６章　其ノ闇、打チ砕ク拳ト刃　─Shadow Breaker─



　砂浜の外れに建つ着替え用の小屋から出たアークは、そっと辺りを見回す。

　近くに人の姿はない。生徒は皆海岸の方にいるし、見張りの教師も、侵入者には警けい戒かいしていても、内側に注意は向けていない。

　アークは手近の崖下まで来ると、足元で召気アニムスを軽く弾はじけさせ、その上の林へと飛んだ。ここから迂う回かいすれば、樹き々ぎに紛れて学院校こう舎しやへと行けるはずだ。

「……行く？」

「ああ……」

　先に来て待っていたユリノと小声で言葉を交わし、アークは林のなかを歩き出す。

　着替え用の小屋で水着に着替え直した、わけではもちろんなかった。

　先ほど身につけた学院の制服のままだ。

　ただ、彼の両手には手甲ガントレツトが嵌はめられていた。

　こっそり持ってきて、棚の奥に隠しておいたのだ。

　初めから二人は、抜け出して学院へ戻るつもりだった。

　ちなみにレイナは、シルヴィアに引っ張られてカボチャ探しに付き合わされていた。

（悪いな、先生……）

　確かにロザリアが言うことはもっともだとアークも思う。

　彼には、戦闘の知識も実戦経験もまるで足りない。ロザリアのトラップに簡単に引っかかってしまう程度だ。戦いに参加しても足手まといにしかならないかもしれない。

　だが。

　それでも──あの男は。

　ユリノを殺したあいつだけは──。

　胸の奥に溜ため込んでいた感情をようやく解放しつつ、アークは歩みを進める。



　　　　　　　　　○



　やがて、アークとユリノは学院校舎を囲む城壁の手前へ辿たどり着く。

　ここまで何人か、警備の人間をやり過ごした。これなら、ランドルフもこの辺りまで来るのはそう難しくはないだろう。

「……どうする、アーク？」

「そうだな……」

　ここから近いのは正門か北門だが、当然どちらも見張りがいるだろう。

　かといって、召気で飛んで城壁を乗り越えるのも目立ちすぎる。

　できれば、教師たちに見つかりたくはない。

　しかし──そんなアークの思おも惑わくを無視して、事態は動いていた。



　──ドゴォン！



　と、建物を破壊する派手な音が、正門の方から聞こえてきた。

「行くぞ！」

「……了解」

　二人は城壁の傍かたわらを走り、音が聞こえた方へ向かう。

　正門は、ハイライン城の正面入口へと続く、一番大きな門だ。

　大型の馬車や、巨大な召喚獣レヴナントを従したがえた騎き士しがそのまま通れるようにと、十メートル近い両開きの扉が備えられている。

　普段は大きく開かれているその扉は、今日だけはピッタリと閉ざされていた。

　巨大な閂かんぬきも内側でかけられ、そう簡単に通り抜けることはできない──はずだった。

　その城門が、今。

　周りの石造りの城壁ごと、粉ふん塵じんを上げて粉々に崩れていた。

　まるで巨大な大砲の一撃を受けたように、バラバラになって内側へ倒れていた。

　その手前には、

「もうっ、ランドルフったら、こっそり侵入するって言ってたのに、何やってんのもー」

　と、プンプン怒りながら宙に浮いている褐かつ色しよく肌の少女──ベリアル。

　そしてその隣には、

「……うっせえな」

　不ふ機き嫌げんそうな表情で立ち、輪わ状じようの武器を握った両手を下ろす黒衣の少年が立っていた。

（バカな……あの武器で城門を破壊したのか？）

　アークは息を呑のむ。

　召喚獣ならともかく、人間が、あんな武器でこれだけの破壊を成せるはずがない。

　──否いな。



　──てめえ……俺と同じかぁ。



　ランドルフの言葉を思い出す。

　あのとき、アークは召気アニムスを凝ぎよう縮しゆくさせた拳こぶしを、相手に叩たたきつけようとしていた。

　それを見たランドルフが「自分と同じ」だと言ったのだ。

（そうか……あいつも、召気を……）

　召気を自由に操り、あの武器へと纏まとわせることができたなら、あれだけの破壊も可能かもしれない。

（それに、レイナのネフィリムの左腕も……）

　人間は召喚獣レヴナントに攻撃できない。

　だが、召気アニムスを操れるなら別だ。

「なんだ、てめえ、なんでこんな所にいやがる？」

「──っ！」

　声をかけられ、アークは身構える。

　ランドルフが笑みを浮かべ、こちらを見ていた。

「おいロリビッチ。生徒は全員いねえんじゃなかったのか？」

「知らないよぉ！　こいつが勝手に戻ってきちゃったんでしょ。ベルベルのせいじゃないもん！」

　ぷい、と頬ほおを膨ふくらませて顔を背けるベリアル。

　ランドルフは小さく舌打ちして、

「はっ、こんな学生殺したところで面白くもなんとも……いや、待てよ。お前確か……」

　ブツブツと呟つぶやくランドルフに、アークは声を上げる。

「お前……生徒がいないってこと、どうして知ってるんだ？　それに、ここにいる人間を殺すのが目的だったんじゃないのか？　だったらどうして──」

「ひは！　ひはははははは！」

　アークの言葉は、ランドルフの弾はじけるような笑い声にかき消された。

　彼は警けい戒かいも何もかもかなぐり捨てて、狂ったように笑う。

　そして突然、口を閉ざすと、刺すような視線をアークに向けてきた。

「……ったく。この状況になったら察しろよ。バカ丁てい寧ねいに殺害予告なんぞしたら、対策されるに決まってんだろ」

「じゃあお前、わざと……？」

「そうだよ。当然だろうが」

　それより、とランドルフは手にした武器を構える。

「てめえ、昨日の奴やつだよな？　名前は忘れたが、召気を操ってたよなぁ」

「……っ！」

　アークは身構える。その横で、ユリノも薙なぎ刀なたを実体化させ、相手に刃やいばを向けた。

　ランドルフは、そんな二人を、獲物を狙う肉食獣のような笑みを浮かべて見つめ、

「おもしれえ……それなら、少しは俺を楽しませてから殺されてくれよ、なぁ！」

　踏ふみ込みの音。

　その瞬間、アークはどう動けばいいか分からなかった。

　ランドルフの初動が、まるで見えなかったのだ。

　予備動作が全くない攻撃。

　それは、常に人を襲おそい、瞬時に殺すことを生なり業わいとしている者の動きに思えた。

（くそっ……殺やられる……!?）

　頭のなかで短くそう思考することしかできない。

　が、直後。



「《橙なる闇キリングスカツシユ》！」



　そんな声と共に、激しい金属音が鳴り響く。

　ジャック・オー・ランタンが門のなかから飛び出し、手にした大鎌デスサイズを振り抜いて、ランドルフの武器を止めたのだ。

「ちっ……！」

　ランドルフは何かを悟ったらしい。アークへの攻撃をも中断して、一気にジャックから距離をとる。そして、もはやアークを無視して、門から現れた相手と対たい峙じする。

「ふん、少しはやるようだな」

　不ふ機き嫌げんそうに言いながら現れたのは、水着のままでローブを乱雑に羽織り、口に黒煙草たばこを咥くわえた、ロザリア・エインズワースだった。

　その手には、ジャック・オー・ランタンのものと対をなす大鎌が握られていた。

「……てめえこそ、そこらの平和ボケした召喚術師サマナーとはちょっと違うみてえじゃねえか」

　わずかに弾むような口調で、ランドルフは言う。

　そこでアークは気づいた。

　ジャック・オー・ランタンの胴を覆おおうボロ布。その下に、無数の刃やいばが突き出していた。

　もしあのままランドルフがジャックとの接近戦を行なっていたら、あの刃が彼の身体に突き刺さっていただろう。

（これが、本当の召喚術師同士の戦いか……っ）

　召喚対戦サモン・クルセイドの試合とは違う。

　ルールの存在しない、現実の殺し合いだ。

「ったく、来るなって言っておいただろうが、アーク・ランバート」

　咥えた煙草を千切れそうなほどに噛かんで、ロザリアは言う。

「……悪い、先生。けど──」

「言い訳は後で聞く。反省文は百枚だ。特別訓練も覚悟しとけ。だが……」

　大鎌の先を掲かかげると、彼女は咥えた煙草を吐き捨て、

「──だが、今は見学実習だ！　そこでおとなしく見てろ！」

「おもしれえ！」

　ガギィン！　と再び金属音が響き渡る。

　左右から迫せまる双の大鎌を、ランドルフは両手に持った武器で受ける。

「……戦輪チヤクラムか。妙な武器を使うじゃないか」

「ひはっ。てめえこそ。知ってるぜぇ、てめえのことは。聖召喚騎士サモン・クルセイダー、《大鎌の魔女》ロザリア・エインズワース！　まさかこんなエッチい格かつ好こうのお姉さんだとはな！　こりゃぶっ殺しがいがありそうだぜ！」

「今日は特別サービスデーなんでね！」

　そんな会話を交わしながら、両者は金属音を響かせ続ける。

　火花すら飛び散るその光景に、アークとユリノはまるで立ち入ることができなかった。

　やがて、激しいながらも膠こう着ちやくしたぶつかり合いは、その天てん秤びんの両腕を大きく揺らす。



「《飴か鞭かトリツク・オア・トリート》！」



　ロザリアの声に合わせ、小型のカボチャがいくつも、ランドルフの背後へと出現する。

　現れたそれらは瞬時に破は裂れつし、ランドルフに衝しよう撃げきを叩たたきつけた。

　ランドルフはバランスを崩し、手にしていた武器──戦輪チヤクラムを手放してしまう。

「くっ……」

「諦あきらめろ。終わりだ」

　相手の首筋に鎌かまを突きつけるロザリア。

　だが、



「──《颶風のままに果てよストルムシユタイアー》」



　ランドルフが放った言葉と共に。

　地面へと落ちていく戦輪が、突如その動く向きを変えた。

「──危ないっ」

　思わず声を上げるアーク。

　身を退ひくロザリア。しかし間に合わない。

　二つの戦輪は、まるで強風に吹かれたように飛び、彼女の肩と脇腹を大きく斬り裂く。

「にっひっひー！　油断大敵だよぉ」

　いつの間にか彼女の背後に立っていたベリアルが、その戦輪を受け止める。

「……なんだ今の動きは？」

　疑問の声を上げながら、ロザリアは移動して間合いを取る。

　身体を血が大量に流れ落ちていくが、彼女は膝ひざを突くことすらしない。

「先生！」

　アークが声を上げる。

「あいつは多分、俺と同じで、召気アニムスを操れるんだ。あの武器もそれで操作してる」

「なるほどな……」

　ロザリアは笑みを浮かべる。

　しかし直後、足をふらつかせて蹌よ踉ろめいた。やはりダメージが大きいようだ。

「おいおい、どうしたどうした？　聖召喚騎士サモン・クルセイダーってのはその程度なのか？　もっと愉たのしませろよ、なあおい」

「……黙りな、戦闘狂のクソガキが」

　笑みを浮かべて言ってくるランドルフに、ロザリアは吐き捨てるように答える。

　こんなときだと言うのに、ローブの内ポケットから黒煙草たばこを取り出して口に咥くわえる。

　オイルライターで火を付け、それを吸い込みつつ、

「こんな怪け我が、端はなから想定済みなんだよ。学院にはこのくらい簡単に治せる術師が大勢いるんだからな。そして、治療可能な負傷で侵入者を捕ほ縛ばくできるのなら、何も問題はない」

「……なに？」

　ロザリアの言葉に、ランドルフが眉まゆをひそめた、そのときだ。



　──ゴウッ！



　と空気が動く音が響いて、周囲を炎の壁が取り囲んだ。

　ランドルフとベリアル、アークとユリノ、ロザリア、それに──いつの間にか姿を現していた十名ほどのローブ姿の教師たち。

　それを取り巻き、炎の壁は遥はるか上空まで赤々と燃え上がっていた。

「大丈夫かね、エインズワースくん」

「……問題ありません。それより賊ぞくの捕縛を」

　傷口を押さえながら答えるロザリアに、教師は頷うなずく。

　どうやら、教師の誰かが、召喚獣レヴナントに命じ、この炎を生み出したらしい。確か魔獣ベステイアの炎蜥蜴フアイア・ドレイクを使し役えきしている教師がいたはずだ。

「……分かったか、アーク・ランバート。これが召喚術師サマナーの実戦だ」

「…………」

　苦しげな息の間から漏もれるロザリアの言葉に、アークは頷くこともできない。

　個人の勝利より、全体の目的を優先する。そのためには自分の身すらも削る。

　確かに、今のアークにはできない戦い方だ。

　結局、アークがここへきた意味はないようだった。

　戦いに手出しすることもできず、ランドルフは教師たちに捕縛されるだろう。

　そうなれば、もはやアークが復ふく讐しゆうを果たすことはできない。

（くそっ……）

　アークは拳こぶしを握り締める。

　皮ひ革かくの軋きしむ音が、金属同士のぶつかる音が、虚むなしく耳に届く。

　と。



「あ～あ……」



　白けきったような声が、不意に響いた。

　発したのはランドルフだ。

　彼は気け怠だるそうに髪の毛をかきつつ、自分を捕らえようとしている教師たちを見ていた。

　その態度はひどく投げやりなふうなのに、何な故ぜか──恐ろしく危険なように、アークには思えた。

「……ホント、マジで白けるぜ。これが召喚術師サマナーの実戦だぁ？　寝ぼけてんのかよアホどもが」

「ねー、びっくりしちゃうよ。時代遅れすぎ！　おじさんたち、脳みそにカビ生えちゃってるんじゃない？」

　同調するように言って、ケラケラと笑うベリアル。

　彼女は宙を飛んで、ランドルフの隣に降り立った。

「何を言っている!?」

「耳を貸すな。どうせハッタリだ」

「すぐに捕ほ縛ばくしろ！」

　教師たちは口々にそう言って、彼と対たい峙じする。彼らは各おの々おのに詠えい唱しようを行い、自身の召喚獣レヴナントを実体化させた。冥軍馬スレイプニル、審獣アメミツト、幻影鳥ペリユトン……幾体もの召喚獣がランドルフに迫せまる。

　しかしランドルフはまるで臆する様子もなく、言葉を続ける。

「下らねえ……そうやっていつまでも古臭い理論を後生大事に抱えて、世界唯一の召喚術師養成機関だって偉そうにしてやがる。そんな箱庭の中で『正々堂々』戦って、お山の大将が聖召喚騎士サモン・クルセイダーってわけだ。笑えるぜ」

「……何を、言ってるんだお前？」

　アークは思わず言葉を漏もらす。

　それではまるで、このクローディア召喚学院以外にも、召喚術師を育てている場所があると……しかも、ここよりも進歩した召喚理論を実じつ践せんしていると言っているみたいだ。

「ひはは、言葉のとおりだよ。てめえなら分かってんじゃねえのか？　てめえはその体質をまるで活かせていねえ。それだけで、この学院の下らねえやり方が知れるってもんだぜ」

「俺の体質を、活かせていない……だと？」

「ランドルフ、喋しやべりすぎだよぉ」

　と、横から袖そでを引っ張って言ってくるベリアルに、ランドルフは舌打ちする。

「ああ、ったく……仕方ねえだろ。あまりにも期待外れなんだ。愚ぐ痴ちりたくもなる」

「もう、しょうがないランドルフだよ。それより、ね、やるんでしょ──あれ」

「ああ……」

　ベリアルの問いに、どこか鬱うつ陶とうしそうに頷うなずくランドルフ。

　対するベリアルは、嬉うれしそうに笑みを浮かべ、その場で飛び跳ねる。

「やった、やった、もーすんごく久しぶりだよぉ」

「あーうっせえ、おとなしくしろ」

　ランドルフはベリアルの頭を掴つかんだ。

　そして乱暴に引き寄せると──

「なっ……！」

「……なんと」

　──突然、唇くちびると唇を重ね合わせた。

　あまりにも場違いなキス。

　そしてそれは、優やさしさの感じられない、まるで強引に奪うような、乱暴な口づけ。

　しかしベリアルは、

「ん……はっ…………んくっ……ふわぁっ…………！」

　恍こう惚こつとした表情で、それが至上の歓よろこびでもあるかのように、眼めを潤うるませ、声を上げる。

　相手を拘こう束そくするように押さえつけるランドルフの腕が移動して、ベリアルの服のなかへと滑り込む。その面積の少ない布の下で、彼の手が何をしているのかは明らかだった。

「あん……やっ……はぁん…………ぅうっ」

　苦しげにも聞こえる声を漏もらしながら、しかしベリアルはむしろその身をランドルフに押し付ける。ピクピクと震える彼女の羽と尻尾しつぽが、彼女の感情を示しているようだった。

「あぅ……うふふ……すごく、よかったよぉ」

　やがて唇が離れると、舌と舌の間を結ぶ唾だ液えきを、ベリアルが愛いとおしそうにすくって、飲み込んだ。

「もう……ちゅーだけでも充分なのに、ランドルフ、サービスいいね、うふふ」

「うるせえ」

　アークも、ユリノも。

　ロザリアも、他の教師たちも。

　彼らの行動が突然すぎて、動けないでいた。

（なんだ……？）

　アークは気づいた。

　ベリアルからランドルフへと、召気アニムスが流れ込んでいた。

　周囲の召喚粒子マテリアが反応して輝いているので、その動きが分かった。

　本来、召喚主マスターと召喚獣レヴナントの間で、召気の流れは常に一定だ。

　主から従へ。術師から召喚獣へと、一方的に供きよう給きゆうされるものだ。

　だが今、両者の間で召気は輪を描くように巡っていた。

　そして、循じゆん環かんするたびに、その量が増幅されていくようにも──。

（……循環？）

　その言葉を、どこかで聞いた……。

　だが、不意にロザリアが、何かに気づいたかのように声を上げる。

「っ！　すぐに炎を消せ！　全員退避するんだ──」

「おせえよ」

　小さく響くランドルフの声。

　彼は、自分の腕のなかでクタリと脱力しているベリアルを放り出した。

　恍こう惚こつとした表情の少女は、そのまま地面へ落ちるかと思われたが──突然。



「あっっっあああああああアアああああぁぁぁああアア！！！！」



　絶ぜつ叫きようと共に、宙に浮いた。

　ビクン、と身体がのけぞって、最低限の部分だけを包んでいた布が、弾はじけるようにして破ける。

　そして、総すべてをさらけ出した彼女が「真っ黒な光」とでも呼ぶしかないような、不ぶ気き味みな輝きに包まれたかと思うと。

　沸ふつ騰とうするようにして、全身が一気に膨ふくれ上がった。

　一瞬で、彼女の姿は、人間の原形を失ってしまう。

　そこにあるのは、怪物のなりそこないのような、不気味な塊だった。

　それが──周囲の空間を飲み込むように、どんどんと大きくなっていく。

「……アーク、ここは危険」

　ユリノに言われ、アークはハッとする。

　すでに辺りを囲んでいた炎は消えていた。

　二人はランドルフとベリアルから距離を取る。

　ランドルフは、纏まとったローブを跳ね上げた。

　その内側で、銀色のアクセサリが音を立てる。



「永劫召喚オーヴアドライヴ──堕淫黒龍ヴアルガ・ベリアル」



　闇のような光が爆発した。

　突然の雨雲が夏の空を覆おおうように、辺りが急に暗くなる。

　そして、そこに現れたのは、

「龍……」

　元の少女の片へん鱗りんすらもその姿には残っていなかった。

　黒々とした鱗うろこ。濁にごった瞳ひとみと焼け爛ただれたような舌は、おぞましいほどに赤い。

　凶悪な鋭するどさで輝く四し肢しの爪つめ。不気味に蠢うごめく翼と尾。

　それは叛はん逆ぎやくと邪じや悪あくの堕だ天てんの名に相応ふさわしい、禍まが々まがしき巨龍だった。

　十五メートルはあるだろうその巨体は、城壁など軽々と越えて頭をもたげ、学院の校こう舎しやすら容た易やすく圧おし潰つぶしそうだった。

　そして、

「ぐっ……なんだこれっ」

　不意に身体に変調を感じて、アークは膝ひざをつく。

　見れば、ロザリアや、他の教師たちも苦しげに身を屈かがめていた。

　妙に力が抜ける。まるで多量に召気アニムスを消費しているような……。

「調子はどうだよ」

　巨大な龍と化したベリアルの向こうから、ランドルフが言ってくる。

「お前……っ！　何をした？」

「ひはは、俺は何もしてねえよ？　ただ、この姿になったこいつは、周囲の人間の召気を奪い取る。それも際さい限げんなくな。知ってるか？　召気を総すべて奪われた人間は、ミイラみたいになって死ぬんだぜぇ」

「なっ……！」

「いつもより強めに昂たかぶらせてやったからな。まあ、三百人分くらいは喰くらっちまうだろうぜ。ひはははは！」

　ランドルフの哄こう笑しようが闇空の下に響く。

　教師たちの召喚獣レヴナントが、実体化を保たもてず消えていく。

　ユリノも例外ではない。身体の表面が召喚粒子マテリアに戻り、光を放って分解されていく。

「ユリノ！　くそっ、お前……何のためにこんなっ……ことを！」

「なんのため？　…………おお！　そうだそうだ！」

　アークに言われて思い出したというように、ランドルフは手を叩たたいた。

「すっかり忘れてたぜ。てめえのお陰かげで思い出したわ。さんきゅー。俺はくっそ面倒くせえ任にん務むで、この学院で探し物をしなきゃなんねーのよ」

「任務……？　探し物……？」

「つーわけだから、てめえらとはここでお別れだ。永遠のな。ひはははは！」

　再び哄笑を響かせ、ランドルフは動けない召喚術師サマナーたちの横を悠ゆう々ゆうと通り抜け、学院へ入っていく。

「待てよっ！」

　アークは叫ぶ。

　だが、身を起こすことはできない。

「……だったら、なんのためにこいつで召気を奪うんだよ？　そこまで……やる必要が、あるのかよっ」

「あー……？」

　ランドルフは立ち止まると、振り向いてアークを見下ろした。

　その視線は、ひどく白けたような、冷め切ったもので、

「理由なんてねえよ。なんだ？　てめえは戦場で兵士一人一人に『なんで殺すのか』って訊きいて回るのかよ？　あ？」

「っ……お前は」

「俺はよぉ、少しは期待してたんだ。平和ボケの島国とはいえ、世界唯一の召喚術師の養成機関・クローディア召喚学院だ。腑ふ抜ぬけた学生どもはどうでもいいが、教師様とはそれなりに面白い殺し合いができるんじゃねえか、ってな。それがどうだ？　侵入者の俺を殺す気なんかさらさらねえ。こんなに集まっておいて『捕ほ縛ばく』だとか抜かしやがる。そんなヌルい戦い方しかできねえ奴やつを殺やったところで、全然愉たのしくねえよ」

　だからさ、とランドルフは言う。

「ここで、学院の人間を皆殺しにしときゃ、次に俺と戦う奴は、本気出すだろ？　本気で俺を殺そうとするだろ？　そういう奴を、ぶっ殺してやりてえんだよ、俺は」

「そんな……そんな下らないことの、ためにっ……ふざ、けんなっ！」

「あーうっせえうっせえ。平和ボケした奴の説教は聞き飽きてんだよ。どうせてめえも同じようなことしか言わねえんだろうが。『人の命をなんだと思ってる』『召しよう喚かん術じゆつはそんなことのための力じゃない』ってな」

「…………くっ」

「どいつもこいつも喧やかましいんだよ。召喚術ってのは、そのための技術でしかねえし、」



　──人間ってのはその程度のもんなんだよ。



　そう言い捨て。

　ランドルフはアークに背を向け歩き去っていく。

　銀色のアクセサリが響かせるジャラリという音を、ベリアルの咆ほう哮こうがかき消す。



　そして、闇が満ちていく。



　　　　　　　　　○



　──おおおおおぉぉオオオォォァァァアああアっｒｒｒるぅおおおお!!



　金属同士を擦こすり合わせるような、不快な咆哮を響かせながら、黒き巨龍は暴れ回る。

　四し肢しで地を踏ふみ叩たたき、尾を振り回し、まるで全身を痛みに冒されているように、どこか苦しげにも見える様で身を揺り動かす。

　巨体を城壁にぶつけ、その積石をガラガラと崩していく。

　叩きつけられた尾で地面はめくれ上がり、無数の隕いん石せきが落ちてきたような有様だ。

　そして、天を覆おおっていく闇。

　それは見る間に空を黒く染め上げ、やがて砂浜の方へも広がっていった。

　闇に侵され、皆の召気アニムスが奪われていく。

　召喚獣レヴナントは次々と拡かく散さんして消え、生徒たちはその場に倒れる。

　もはや、この地獄のような領りよ域ういきで、まともに動けるものはなかった。

　闇そのものたる黒龍と。

　その主あるじである黒衣の少年以外には。



　──否いな。



　　　　　　　　　○



「く……そっ」

　アークは、ランドルフの背を睨にらみ付ける。

　彼は悠ゆう然ぜんと、学院校こう舎しやの玄関へと向かっていく。

　自らは手を下すことなく、ただベリアルに殺さつ戮りくを任せ、この場を去ろうとしている。

「お前は……っ」

　あの時も、そうだったのだろうか。

　一年前、アークとユリノが乗る馬車を襲おそったときも。

「お前は、そうやって……っ！」

　なんの決意も、なんの目的もなしに。

　ただ、その場にいたというだけの理由で──。

　ユリノを……!!

「う……おおおおおおおあああっ！」

　声を上げる。

　まるで上から巨大な手で押さえつけられているように身体が重い。しかしアークは立ち上がる。足をふらつかせ、身を蹌よ踉ろめかせながら。それでも、それでもあいつを、このまま行かせるわけにはいかない。見逃すわけにはいかない。

「お前だけは……」

　ユリノを殺した、

「お前だけは……俺が！」

　この手で、今この場で。

　絶対に──殺してやる。

「ああああああああああああああっ!!」

　動くたびに、召気アニムスが奪われていくのが分かった。

　まるで命が縮んでいくような感覚だった。

　構うものか。たとえここで命が尽きようが、あいつだけは、あの男だけは、ユリノを殺した、許ゆるせない、絶対に、絶対に、殺してやる、殺してやる、殺してやる──



「……待って、アーク」



「──!?」

　不意に、背後から彼を引き留とめる者があった。

　そっと、優やさしく包み込むように、その両腕はアークの身体を抱きしめていた。

「…………ユリノ？」

　アークは熱を感じる。

　自分の胴に回された腕の温ぬくもり。背中に感じる彼女の身体の温かさ。

　その身は光を放ち、拡かく散さんし続けて、今にも消えてしまいそうだった。

　アークから彼女への、召気アニムスの供きよう給きゆうが足りていないのだ。

「──っ、ユリノ、放せ！　あいつは、あいつだけはっ！」

「……駄だ目め」

　身を捩よじるアークをしっかりと掴つかまえ、ユリノは小さく告げる。

「……今のままじゃあいつは倒せない。殺されるだけ」

「うるせえ！　それでも、それでもあいつは──お前を殺したんだぞ！　見逃せるわけねえだろ！」

「……それでも、駄目」

「なんでだよっ！」

「……私が──」

　ユリノは、ギュウッとアークを抱く腕に力を込めて、



「私が、アークに死んでほしくないから」



　そんな当たり前のことを、彼女は言った。

　そして彼女は言葉を重ねる。

　普段は多くを語らない口から、想おもいを溢あふれさせるように。

「……私は確かにあの男に殺された。けど、アークが喚よび出してくれて、今はこうして一緒にいられる。話ができる。触れ合うことができる。でも、もしアークが死んじゃったらそれもできなくなる。そんなのいや。絶対にいや。だからアーク──」

　ドクン、とアークの心臓が高鳴った。

「……過去に囚とらわれて憎しみに振り回されないで。これから先のことを考えよう。アークと私がこれからも一緒にいられるように──今は」

　ユリノは、暴れ回る巨龍を指し示して、

「……あいつを、どうにかして倒そう」

「ユリノ……」

　その瞬間。

　再びアークの心臓が激しく鳴り響き、

「──なんだ？」

　急に、身体が軽くなった。

　召気アニムスの流出が止まる。辺りに満ちる闇によって奪われていた力が、アークの身体に留とどまり、彼自身の意思でユリノへと供きよう給きゆうされていく。

　否いな──それだけではなかった。

　ユリノの身体の、召喚粒子マテリアの拡かく散さんが止まっていた。

　そして、彼女からアークへと、召気が還かえってくる。

　一方的な流れではない。二人の間で、召気が循じゆん環かんしていくのが分かった。

（これは……）

　この感覚には憶おぼえがあった。

　ユリノと少しだけ触れ合った夜。訓練で使い果たしたはずの召気が、少しだけ回復していた、あのときの感覚に近い。

　だが、今はそれとは比べ物にならない量の召気が、二人の間を巡っていた。

（……召気の量が、増えていく……？）

　二人の間で循環するたびに、何かと反応しているかのように、召気が増幅していく。

（さっきのあいつらと同じだ……）

　ランドルフとベリアルの間で召気が増えていった、あれと……。

　アークは以前の遭遇の際、彼が言っていた言葉を思い出す。



　──操作はできるようだが……まだまだ無駄が多いな。循環は無理か。



（循環……これが、そうだっていうなら──だったら！）

　アークは、ランドルフとベリアルの行為を思い出す。

　そして自分とユリノの状況。

　ついでに言えば、それを禁止するある国令のことも思い浮かんだ。

　あれは、その行為そのものを禁じたかったわけではないのだ。

　そうではなく、それによって召喚術師サマナーと召喚獣レヴナントの間に生まれるものを、防ぎたかった。

　それは、アークや、あるいはランドルフのような特とく殊しゆな体質の人間の召気と反応し、召気を増幅させる。

　術師に、禁きん忌きとも言うべき絶大な力を与える触しよく媒ばいとなってしまうのだ。

　それは──。

「はっ……なんだその、冗談みたいな話は」

　アークは苦笑して、近くでうずくまる担任教師へと、声をかける。

「──なあ、ロザリア先生」

「……なんだ？」

「──キスは性せい行こう為いに入るか？」

「はっ……」

　ロザリアは小さく苦笑を返すと、教え子の質問に答えた。

「生意気言うなよクソガキが。そんなの──ただのスキンシップだ」

「……そうか」

　アークはその回答に頷うなずき、そして──。

「ユリノ……」

　背後から抱きついていた彼女の手を解ほどき、身を振り向ける。

　向かい合い、彼女の黒い両りよう眼めを真まっ直すぐに見て、言った。

「悪かった。お前の言うとおりだ。俺の……いや、俺たちの目的は復ふく讐しゆうじゃない。お前を生き返らせる。これからも一緒にいる。そのために二人で──」



　──あの闇を、打ち砕こう。



　そしてアークは、眼を閉じて。

　唇くちびるを、重ねた。

「…………！」

　ユリノは身を委ゆだねるようにアークへと凭もたれ──。

　二人の間の召気アニムスが、泉から湧き出るように満ち溢あふれていく。

　循じゆん環かんする召気は、移ろうたびにお互いの魂たましいと共鳴するように増幅していく。















　互いを想おもう感情が──力を与える。

「……アーク」

　唇くちびるを離すと、ユリノが言ってくる。

「……すごい。私、今、超ドキドキしてるよ」

「ああ……俺もだ。今回だけは同意するぜ」

「……でも、これだけじゃさっきのあの二人には負けるよ？　もっと、私の服のなかに手を突っ込んで、色々弄いじるべき」

「こんなときまで冗談はやめろ！　それにお前、本当にやろうとしたら逃げるだろ」

「……それは……その……」

　アークに言い返され、ユリノは顔を俯うつむけてしまった。

　その頬ほおは赤く染まっていて、照れる態度は妙に可愛かわいらしい。

（くっ……今はそれどころじゃねえんだぞ！）

　自分を叱りつけるように内心で叫ぶと、アークは顔を上げた。

　巨龍は、翼をはばたかせて移動し、学院校こう舎しやの玄関ホールへとその巨きよ躯くをぶつける。壁が砕け、激しい音をたてて崩れた。

　咆ほう哮こうが、闇空を震わせ響き渡る。

　それに負けじとアークは声を上げた。



「《千塵散華ブルームダスト》！」



　召気アニムスを纏まとった激しい連撃が、巨龍の周りで咲き乱れる。

　それはまるで樹きから散りゆく華のように。

　あるいは風に舞う無数の塵ちりのように。

　相手の召気を削り取っていく。

　龍は群がる小こ蝿ばえを鬱うつ陶とうしがるように身を震わせた。

　アークたちは転身、攻撃を中止して合流。

　そして。

「行くぞ──」

「……了解」



「《月架翔刃ルナテイツクフイスト》！」



　声を上げ、二人並び立ち、空へと翔とぶ。

　足元で召気を爆発させ、龍の頭よりさらに上へ。

　高みから、振り上げる黒の拳こぶしと銀の刃やいば。

　その先に召気を凝ぎよう縮しゆくさせていく。

　対レイナ戦でネフィリムにぶつけたときの、何倍もの輝きが二人の武器へと集まる。

「うおおおおお！」

「はあああああ!!」

　声を上げた二人の攻撃は、一点──巨龍の額ひたいへとぶち当たる。

　召気アニムス同士の激しいぶつかり合い。

　召喚粒子マテリアが分解され、拡かく散さんし、周囲へ光を放ちながら舞い飛ぶ。

　通った！　アークはそう思った。確かに手て応ごたえを感じた。

　しかし──



　──ガアアアアぁあぁぁあああ！！！！



　絶ぜつ叫きようが響き渡る。

　そして次の瞬間、崩れかけた召喚粒子が、再び凝ぎよう縮しゆくして龍の頭部を再生する。

「なっ……」

「……そんな」

　ベリアルは周囲の人間の召気を吸収している。

　その膨大なエネルギーが巨大な身を強固に支えているため、アークたちの全力の一撃ですら、召喚粒子の結びつきを崩すことができなかったのだ。

　巨龍は怒りに震えるように暴れ回る。

　その翼の先が豪ごう風ふうを巻き起こしながらアークに迫せまる。

「くっ……」

　召気でガードする間もなく、翼は腕にまともにぶち当てられた。

　そのままアークは吹き飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。

「くそ……」

　アークはなんとか身を起こす。

　左腕に激痛が走っていた。折れてしまったかもしれない。

　一方で巨龍の姿は未いまだ健在だ。

「……アーク！」

　ユリノが駆かけ寄って、身を起こしてくれる。

　しかし……全身が重かった。

　この戦い方──永劫召喚オーヴアドライヴとランドルフは言っていたが──に慣れていないせいだろう。

　よろり、と蹌よ踉ろめいた身体を、ユリノが慌あわてて支える。

「悪い……」

「……平気。大丈夫？」

「ああ、余裕だぜ。あと十匹くらいはいけるな」

　アークは軽口を叩く。

　しかし、実際にはそれどころではない。

　あと一撃、戦せん技ぎ──《月架翔刃ルナテイツクフイスト》を使えるかどうかといったところだ。

　召気アニムスはまだまだ有り余っている。

　だが、それを使うアークの身体が保もたないのだ。

「……どうする？　また『月』を使っても、さっきみたいになったら意味がない」

「ああ……」

　アークは頷うなずき、眼前で暴れる巨龍を睨にらむ。

　前にレイナに対し語ったように、《月架翔刃》の弱点は召気の移動だ。

　跳躍のために足元に集めた召気を、素早く拳こぶしへと移動させなければならない。

　その移動に意識を奪われるため、どれだけ全力を出しているつもりでも、無駄がある。

　その無駄をなくすためには、どうすれば──。

「──なんだ。簡単なことじゃねえか」

「……え？」

　アークは思わず笑みを浮かべる。

　そして、思いついたことをユリノに語る。

「……そんな。それは駄だ目め。無む茶ちや。アークの身体が壊こわれちゃう」

「今こいつをどうにかできなかったら、どっちみち死んじまうんだぜ」

「……でも」

　ユリノは躊ちゆう躇ちよする。

　だが、アークは確信を込めて、彼女の手を掴つかみ、告げる。

「大丈夫だ。俺とお前なら行ける。特に根拠なんかねえけどな」

「……アーク」

　ユリノは彼の名を呼び──やがて頷いた。

　この握られた手が、その根拠だと言うように。

「──行くぞ！」

「……了解！」

　アークは増え続ける召気を一気に放出させる。

　反応した召喚粒子マテリアの光が、アークとユリノ、二人を包み込む。

　それはそのまま、彼らの身体総すべてを鎧よろいのように覆おおった。

「ぐっ……」

「……アークっ」

「大丈夫だ……っ」

　倒れそうになる身体を無む理り矢や理り起こす。

　多すぎる召気に、身体のほうがついていかない。

　防御力を上げるため強化した鎧が重すぎるために身動きが取れなくなるようなものだ。

　だが……今はこれしか方法がない。

　召気アニムスの移動で無駄が生まれてしまうなら、この膨大すぎる召気を、初めから総すべて出し切って身体を覆おおってしまえばいい。

　アークは、全身から溢あふれる召気を使って強制的に身体を動かす。

　右の拳こぶしを掲かかげ。

　ユリノは、そんなアークを見て、決意を固めるように武器を構える。

　薙なぎ刀なたの切っ先で天を衝つき。

　二人は絶ぜつ唱しようする。



「《月鎖衝刃ルナテイツク・インフイニツト》！」



　循じゆん環かんし、永劫無限に生み出される召気が、二人を天へと運ぶ。

　その輝きは闇を祓はらい、きっと月の光すらも掻き消し、鎖とざしてしまうだろう。

　そして二人は、

「おおおおおおおおおおおっっっ！」

「はああああああああああ！！！！」

　同じ一点へと向かって衝き攻すすむ。

　拳に、刃やいばに力を込めるのではなく。

　力を纏まとった全身を、そのまま拳と成し、刃と化して。















　黒き異い形ぎようの死へと、光を叩たたき込む！



　──ギアアアアアアアアアああァァォオオオオオオおおおおぅｒｒｇｇｇ!!



　絶ぜつ叫きようと、光の奔ほん流りゆうが闇の世界を瞬またたく間まに塗り替えていく。

　顔面を砕かれた龍がのたうちまわり、さらに悲鳴を響かせた。

　召気アニムス同士の激突によって生まれた爆発に弾はじかれ、アークとレイナは吹き飛ばされる。

　もはや身体は限界を超えている。

　召気が拡かく散さんしていく。

　今の一撃で、総すべて使い切ってしまったのか。

　溢あふれるような放出も、循じゆん環かんも、すでに終わりのようだった。

　アークは生身の身体のまま落下する。

「……アーク！」

　それを、ユリノが支え、地面へと降ろした。

　巨龍はやがて、命が尽きたようにその身をぐったりと横たえる。

　龍の周りに溜たまっていた召気が拡散し、黒い巨体も結合を解かれ、召喚粒子マテリアとなって光り、消えていく。

　その後には、グルグルと眼めを回して倒れているベリアルの姿があった。

「上う手まく行ったな……」

「……ギリギリだったけど」

「ははっ……それでも──」

　アークは、ニヤリと笑って見せ、

「──最後まで残った方の勝ちだぜ」

　その言葉に、ユリノは頷うなずく。

　彼女の身体も光を放って分解していき、召喚粒子となって空気中へ拡散していく。

　アークの召気が尽きたのだ。

　支えを失くしたアークの身体は、そのまま地面へ横たわり。

　やがて彼も意識を失った。



　そして──学院を覆おおう闇は、消えていった。



　　　　　　　　　○



「……ん？」

　校こう舎しやの薄暗い廊ろう下かを歩いていたランドルフは、ふと足を止めた。

　学院の周囲を覆っていた闇が、一気に晴れていく。

　彼とベリアルの間で循じゆん環かんしていた召気アニムスの流れも、単一方向へと戻ってしまった。

　それはつまり──。

「永劫召喚オーヴアドライヴしたベリアルを倒したやつがいるのか？」

　ランドルフは独りごちた。

　召気を無制限に奪い取るあの闇の領りよ域ういきでそれができる可能性がある者は、あの場では一人しか思いつかない。

　ランドルフは、一人の男子生徒と、その召喚獣レヴナントらしい少女の姿を思い浮かべ、知らず口くち許もとに笑みを浮かべていた。

「おもしれえ……」

　今回の、退屈で不愉快な任にん務むのなかで、それは唯一の収穫になりそうだった。

　だが──今ここでその愉たのしみを享受するわけにもいかない。

　堕淫黒龍ヴアルガ・ベリアルを召喚したことで、ランドルフの召気は残り少ない。恐らく、あの少年も、ベリアルを倒すのに召気を使い切っただろう。

　ならば、今は戦うときではない。

　ランドルフは、その身を振り向け、元来た廊ろう下かを戻る。

　召気を使って戦えない以上、長居は危険だ。さっさと撤退するつもりだった。

「……結局《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》も回収できねえし。だいたい広すぎるだろこの学校はよ……あー、また《生命の樹セフイロト》のジジイどもに、ごちゃごちゃ言われんのか。クソだりぃな」

　ぶつぶつと、誰も聞いていない愚ぐ痴ちを呟つぶやく。

「けどまぁ、あいつは収穫だ。アークとか言ったか。召気を操れる、天然の《永続の神勢アイオーン》──土産みやげ話ばなしにすりゃ、ジジイどもも少しは静まるだろ」

　独り言を続けながら、ランドルフは足を速めた。

　ジャラリ、とアクセサリがぶつかり合う音が、暗い廊下に響く。










エピローグ



　──八年前。

「何やってるんだよ、ユリノ。こんなところで」

「……アーク」

　草むらに隠れるようにして膝ひざを抱えていた彼女の前に、少年の顔が現れた。

　彼は押しのけるように、彼女の横に座ると、難しい顔で言ってくる。

「おばさんが心配してたぞ？　まだ帰ってこないのかって」

「……それで、捜さがしに来てくれたの？」

「ああ。町中じゆう走り回ったんだぞ。なのに、こんなとこに隠れてるんだもん。やられたぜ」

　そう言って、アークは笑みを浮かべた。

「どうしたんだよ。家にも帰らないで」

「…………」

　ユリノの横には、勉強道具の入ったバッグが置かれていた。

　学校代わりの教会で読み書きや計算を習った後、そのままここに来たのだった。

「……私の、髪」

　ユリノはポツリと語り出す。

「……髪と眼め。黒いでしょ。顔も、みんなとちょっと違う。だから、みんながバカにしてきて……外人は学校に来るなって……だから、もう、行くの止やめるってお母さんに言いたかった。けど……どう言えばいいか分からなくて……」

　二人が住むノックスは小さな地方都市だ。首都ミスティリアや、大陸中から生徒が集まるクローディア召喚学院のような場所ならともかく、この町では彼女の風ふう貌ぼうはずいぶんと目立っていた。

「何言ってんだよ！」

「……アーク？」

　いきなり大声を上げて立ち上がった彼を、ユリノはポカンとした顔で見上げた。

　少年は、グッと拳こぶしを握り締め、

「お前が学校に行かないなんておかしいだろ。それじゃ、お前をバカにした奴やつの言ってることを認めることになるじゃないか。それでいいのかよ」

「…………」

　ユリノは首を横に振った。

　この髪も、眼も、母からもらったもの。

　人と違うからといって、厭いやだと思ったことなど一度もなかった。

「だろう？　だったら──」

　と、アークは手を差し出してきた。

「俺とお前で、一緒にぶっとばしてやろうぜ、そんな奴やつら。謝るまで許ゆるしてやんねえ」

「…………うん」

　ユリノは頷うなずいて、差し出されたその手を掴つかんだ。



　　　　　　　　　○



「…………」

　アークが眼めを覚ますと、白壁の部屋のベッドで横になっていた。

　教員棟にある救護室である。

　窓からはオレンジ色の夕ゆう陽ひが差し込んでいた。

「俺は……っ！」

　気を失う直前のことを思い出し、アークは飛び起きた。

　衝しよう撃げきで左腕に痛みが走る。見れば、腕は石せつ膏こうで固定され、包ほう帯たいで吊つられていた。

　やはり、ベリアルの翼の一撃で折れていたらしい。

「ようやく起きましたのね。無理はしないほうがいいですわよ。腕の他にも、あちこち打だ撲ぼくがひどいそうですわ」

　声が聞こえて、反対側に眼を向けると、レイナがベッドの傍かたわらの椅い子すに座っていた。

「お前……どうして？　いや、それよりあいつは──ランドルフはどうした!?」

「落ち着いて。もう危機は去りましたわ」

　言って、レイナは金色の髪を軽くかき上げる。

「あの男は貴方あなたがベリアルを倒した後にすぐ姿を消したようですわ。ベリアルも一緒に。特に被害もなく──まあ、校こう舎しやの玄関はひどいことになっていましたが……生徒も何人か体調不良を訴うつたえていますが、大きな混乱もなく、襲しゆう撃げき者があったことは知らされていないですわ。わたしとシルヴィアは、エインズワース先生に教えていただきましたけど」

「そうか……」

　そうしてまた事実を隠いん蔽ぺいするというわけだ。

　死者の魂たましいが召喚された事実と同じように。

　あるいは──ランドルフやアークが発はつ揮きした、あの力のように。

　永劫召喚オーヴアドライヴとあの男は言っていた。

　召喚主マスターと召喚獣レヴナントの間で、召気アニムスを循じゆん環かんさせる、召喚粒子マテリアの実体化方法。

　それを可能とするのは、召気を操れるという体質に加えて、お互いの感情の繋がり。

　その引き金としてランドルフは、ベリアルとあのような行為を行なっているのだろう。

　ミスティア共和国の国令では、召喚獣との性せい行こう為いが禁止されている。

　それは一般的にモラルの問題とされているが──。

　実際のところ、あの強大すぎる力の発生を防止するためではないのか？

　アークは、ランドルフがしきりにこの国を「平和ボケ」と罵ののしっていたことを思い出す。

　だとすれば、彼は大陸本土からきた召喚術師サマナーで、あのような戦い方をする召喚術師が他にも存在するのだろうか？

　それに、彼の目的は？

　今回学院を襲おそった理由は。そして──。

　ユリノの命を奪った、あの馬車襲しゆう撃げきの目的も、同じだったのか？

　分からないことが多すぎる。

　自分は、何も知らない。

「アーク、大丈夫ですの？　顔色が悪いようですが」

　レイナが心配そうに彼の顔を覗のぞきこんでくる。

　間近に迫せまったレイナの顔は、夕ゆう陽ひに赤く染まっていた。

　思わず、昼間に海岸で見たあの光景を思い出してしまい、アークは焦る。

「だ、大丈夫だって。それより、お前はどうしてここに？　ずっと看みててくれたのか？」

「それは、そのっ……エインズワース先生に頼まれたのですわ。先生方は対策会議を開いているそうで、起きた貴方あなたに事情を説明できるのがわたししかいませんもの。目が覚めたら、貴方も会議室に来るように、とも仰おつしやってましたわ」

「そうか……って、シルヴィアも事情を聞いたんじゃねえのか？」

「あ……」

　と、問われたレイナは、なぜか「しまった」というような顔をする。

　しかしすぐに、アークから顔を離して背けながら、

「彼女は、召気アニムスを奪われて消耗したので、部屋で寝てますのよ。ほ、本当ですのよっ」

「あ、ああ。そうか？」

　なぜそんなに念を押すのだろう。

　よく分からないまま、アークは頷うなずく。

「──ユリノを喚よびませんの？」

　と、ぼんやりとしていたアークに、レイナの声がぶつけられる。

「……え？」

「え、じゃありませんわ」

　レイナは呆あきれるように溜ため息いきを吐つく。

「先ほどから、ずっと気にしているでしょう？　わたしに構うことなんかありませんわ。早く喚び出してあげたらどうなんですの」

　それから、レイナは少し躊ちゆう躇ちよするような間を置いて、

「──彼女、寂さびしそうでしたわよ」

「え……旧寮りようまで見てきてくれたのか？」

「え、ええ、まあ。貴方が無事だということを伝えるためにですわ。エインズワース先生に訊きいたら、あそこにいるということでしたので……」

「そうか……サンキュ」

　言ってから、アークは今もそうしているだろうユリノの姿を思い浮かべる。

　ユリノは、召喚が解かい除じよされたときは、旧寮りようの召しよう喚かん陣じんの上に再構成される。

　だから、心配はしていないのだが……やはり落ち着かないなと、アークは思った。

「それでは、わたしは失礼させていただきますわ」

　と、急に慌あわてた様子で、レイナは救護室を出て行こうとする。

　……が、扉のところで彼女は立ち止まると、アークの方に背を向けたまま言ってきた。

「──そうでした。一言だけ、伝えておきます」

「？」

「確かに貴方あなたと彼女の絆きずなには敵かないそうもありませんが……だからといって、そう簡単には……その」

「何言ってるんだ、お前？」

「で、ですからっ──」

　とレイナは金色の髪をかき上げながら、



「──わたしは、諦あきらめたわけではありませんのよっ！」



　そう叫ぶと、腰に提さげた片手剣シヨートソードをガチャつかせ、救護室を走り去っていってしまった。

「…………なんなんだ？」

　残されたアークは、わけが分からない。

「敵いそうもないけど……諦めたわけじゃない……決けつ闘とうのことを言ってるのか？」

　レイナ・ブラッドフォード──出会ったときの刺とげ々とげしさというか、攻撃的な雰ふん囲い気きはなくなったが、代わりに何だかよく分からない妙な言動が増えてきた気がする。

「そのうちユリノにでも訊きいてみるか」

　女子同士なら、通じる部分もあるだろう。

　そんなことを考えながら、アークはベッドから立ち上がった。



「冥めい府ふより戻りし魂たましいよ。再びこの地にて邂かい逅こうせし命の源よ。わが前へ来たれ。我に侍はべりて我と共に歩め──ユリノ・ホークウッド！」



　彼女のことを想おもいながら、アークは詠えい唱しようする。

　召喚粒子マテリアが擬似召喚陣を生み出す。

　そしてそれは──自然とアークの召気アニムスによって組み換えられ、凝ぎよう縮しゆくし、少女の姿として実体化する。

　艶つややかな黒髪。吸い込まれそうな黒の両りよう眼め。東洋系の血の混じった異国風の顔立ち。

　彼女は、眠りから覚めるようにゆっくりと瞼まぶたを持ち上げ、辺りを見回し……

「……アーク」

「おう」

「……救護室のベッドに喚よび出すなんて、さすがアークは分かってる。これから私が、特別なお手当てしてあげる。欲求不満が溜たまると病気になるから、予防しないといけない」

「まったくいつも通りだなお前は！」

　思わず叫んでから、アークは苦笑した。

「──なあユリノ。八年前のこと、憶おぼえてるか？」

　ふと、目覚める前に見ていた夢を思い出し、アークは訊きいた。

　ユリノは、いきなり飛んだ話に少し沈黙するが、すぐに答えた。

「……忘れるわけない。あのときアークは私の手を取って、一緒に戦おうって言ってくれた。護まもってやる、じゃなくて。それがうれしかった」

「でも……あのときは簡単に負けたよな」

「……うん。負けた」

　多勢に無勢もいいところだった。こちらは二人で、相手は十人以上。勝てるはずがなかった。アークとユリノは返り討うちに遭あい、泣きながら逃げたのだった。

　逃げて、逃げて、また二人であの草むらに隠れて、それでもまだ泣き続けて、ようやく泣き終えたあと、アークが言ったのだ。

　自分は召喚術師サマナーになると。

　クローディア召喚学院に入学し、召喚獣レヴナントを手に入れて、絶対今日みたいに負けたりしないように、もっと強くなると。

「……だから私はあのとき、一緒に行くって言った。応援するとかじゃなくて、アークと一緒に強くなりたいって、そう思ったから」

　だから、とレイナは言う。

「……だから今でも、私はアークの隣にいる。それが、凄すごく嬉うれしい」

「死んでしまっても、か？」

　不意に不安になるのだ。

　ユリノは召喚学院に来なければ、あの『事故』に巻き込まれることはなかった。

　死ぬことはなかったはずだ。

　だから、八年前、アークがあんなことを言わなければ……。

「……アーク」

　ユリノは、そっと眼めを閉じると、

「──！」

　アークが身構える暇ひまもなく、唇くちびるを重ねてきた。

　それから、照れるような、はにかむような笑みを浮かべて言った。



「死んでも、生き返っても、私はアークと一緒にいたいよ」



　部屋に差し込む夕ゆう陽ひが雲で一瞬陰かげり、再びオレンジ色を取り戻したときには、ユリノの顔は、またいつもの無表情に戻っていた。

「そうか……」

　アークは、あのときと同じように手を差し出す。

「それじゃ取りあえずは、会議室に行こうぜ。一緒に教師の説教を受けに行こう」

「……うん」

　そしてユリノは、あのときと変わらずにアークの手を掴つかんだ。



　固く握り締める。

　オレンジ色の光の中で見た、あの幻のような笑顔を。

　二度と、失ったりしないように。





─Closed and Continued─










あとがき



　初めまして、あるいはお久しぶりです、三み門かど鉄てつ狼ろうです！

　新シリーズ『永劫回帰のリリィ・マテリア』１巻を無事お届けすることができました。



　今回の物語は異世界、ミスティア共和国の一地方にある召喚術師サマナー養成機関・国立クローディア召喚学院を舞台にスタートします。

　激しくネタばらしをしてしまうと、しょっぱなからヒロインが死んでいます。物語は、主人公・アークが幼おさな馴な染じみであるそのヒロイン・ユリノを、召喚獣レヴナントとして召喚し蘇よみがえらせるところから始まります。

　ユリノをパートナーにしたアークは、彼女を本当の人間として生き返らせる方法を捜さがすため、召喚学院で行われる召喚術師たちの戦い・召喚対戦サモン・クルセイドへと身を投じていく──といった感じのストーリー。「ヒロインがもう死んでいる」系バトルファンタジーです。



　そして、１巻からタイトルに数字がついているとおり、この後も２巻３巻と巻を重ねていきたいと思っています……が、こればかりは作者の力だけではどうにもなりません。あまり短いと、話がまとめきれず「俺たちの戦いはこれからだ！」的なエンディングになるかもしれません。そうならないためにも！　皆さんの応援よろしくお願いいたします！　具体的には本を買うのとアンケートな！　このあとがきの次のページくらいにバーコードがあるからな！　頼んだぜ！



　パセリ様には、超可愛かわいく超カッコ良いキャラを生み出していただきました。そして何より、この世界に美しさが注ぎ込まれたのはパセリ様のイラストあってこそです。本当にありがとうございます！

　担当様には、たくさんのアドバイスとアイディアをいただきました。いつもながら多い改稿量と改稿数に、それでも丁てい寧ねいなコメントをくれるのが大きな原動力になっています。ありがとうございます！



　さて次回、２巻のストーリーはと言いますと、新たな襲しゆう撃げき者と共に、学院を狙う敵の正体や目的が明かされる……予定です。あくまで予定。もしかしたら、全然違う話になるかもしれません……。

　そんなアヤフヤな感じでアレですが、またお付き合いいただければ幸いです。

　ではでは！



三み門かど鉄てつ狼ろう


















　著者

　三門鉄狼（みかど・てつろう）

　　北海道札幌市に生息するサッカオオカミ。



　　また新シリーズを始めさせていただきました！

　　楽しんでもらえると嬉しいです！



　イラスト

　パセリ

　　愛媛県出身のイラストレーター。

　　ゲームと寝ることが好き。

　　最近は某ブラウザゲームにハマっています。
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